


は   じ   め   に   

寒椿 見事に開く 研究賞  

天秤老  

賞などと云うものは，前途有為の若い者に与えた方が良く，老人などに与えるのは無駄なことだ  

と，兼ねて考え公言もしていた私自身が，その賞を貰うことになって，何とも格好の取りにくいこと  

になってしまいましたが，およそ賞を貰って嬉しくない人は居ないはず．   

その受賞の善こびを人にも是非に味わせてあげたいと考えて，私はこれから毎年，その年に完成し  

た優秀な研究論文に所長賞を与えて，所員一同の励みとしたいと，昨年の新年の挨拶で一同を前に約  

束したのであったが，今年になって始めて，その該当者に置時計を贈って，私の約束を果し，併せて  

今迄の努力をねぎらうと同時に，今後の活躍を期待したことでありました．   

私のいただいた賞は，大気汚染研究に，永く尽力した人に与えると云う斉藤賞であって，私には過  

分の賞でありますが，それに比べて私の与える所長賞は，僅か100人に足りない小研究所内での内輪  

の賞であるので，ウエイト感からすれば，物の数にも入らないものであるかも知れないが，その精神  

に於ては，私は他の如何なる重量感のある賞にも劣らない価値を持っていると考えている次第であり  

ます．   

昨年11月の大気汚染研究全国大会の開催で，所員一同その準備に忙殺されたために，所報の発行が  

遅れて不本意の結果となりましたことをおわび申し上げて，第4巻をお届けし，兼ねて御挨拶に代え  

さしていただきます．  

これがあの 出島の跡か 春遠し  

長崎会議に出席して  天秤老  

暗和53年3月5日  

所  長 猿  田  南海雄   
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業  務  報  

管  理  部  

九州市において，観測局の増設，測定項目の増加等の変  

更が行なわれた．観測局および測定項目は表1に示すと  

おりで，このうち県設置観測局関係の，二酸化硫黄，浮  

遊粉じん，二酸化窒素について，風速別集計結果を表2  

に，環境基準適合状況を表3に示す．なお浮遊粉じんに  

ついては，デジタル粉じん計による測定値を，相対感度  

の校正並びに重量濃度への換算を行ったうえで用いなけ  

ればならないが，必要な換算を行っていないので，参考  

値として揚げた．また，各局のSOx高濃度の出現風向  

を前年度のデータと比較すると，苅田第1局，行橋局，  

香春局，田川局，久留米局では高濃度出現風向の変動が  

あまり見られず，SOx に関する危険風向がほぼ定まっ  

ていることが示された．ここで各局の高濃度は，それぞ  

れの局の累積濃度曲線上の84％点（出現濃度の分布が対  

数正規分布にしたがうとしたときの期待値から♂だけ離  

れた点）以上の濃度として，高濃度出現風向の年変化を  

Spearmanの噸位相閲によって調べた．   

2．硫黄酸化物総t規制関係   

総量規制基準算定にあたって，センターは気象データ  

と汚染データから見られる地域特性の解析およびシミュ  

レーション手法の検討を担当した．規制基準算定作業は  

‘‘総量規制マニュアル”に示される方法に従って進めら  

れ，その結果北九州，苅田地域についてほ昭和51年12月  

28日付で実施されるところとなった．作業過程で特に考  

慮した点としては，次の2点があげられる．   

1）気象および汚染データから見られる地域の特性と  

して，北九州市のテレメータ局13局中，奥洞海地区に設  

置した折尾，黒崎，二島，塔野の各局とその他の局とで  

は，風向特性が異なり，汚染データについても風向特性  

の違い，煙源配置の違いから，累積濃度分布に相違が見  

られた．このため，北九州市の気象ブロックを奥洞海地  

区とその他の地区の二つに分けることとした．環境基準  

達成のための環境目棲値の設定についても，前述の気象  

の相違から，年平均値と日平均値0．04ppm の出現率  

を対数正規確率紙にプロットすると，直線上に乗らず，  

奥洞海地区の局群とその他の局群とをそれぞれプロット  

すると，ほぼ直線上に乗り，それぞれについて目擦値を  

求めると，奥洞海地区については17．6ppm，その他の   

管  理  課  

管理課の所掌業務のうち，庶務的業務として所内にお  

ける研究管理の企画調整があるが，本年度の環境庁委託  

の化学物質調査は，管理課（中央分析室）疫学課，大気  

課，水質課で構成するプロジェクトで実施することとな  

り，その調整推進業務を行った．また，昭和52年11月に  

福岡市で開催される第相国大気汚染研究全国協議会大会  

の事務局を，当センターが引きうけることになったので  

その開催諸準備に着手した．   

技術的業務としては，テレメータ・システムによる大  

気汚染常時監視とデータ解析を行ったほか，前年度に引  

きつづいて北九州・苅田地域および大牟田地域の硫黄酸  

化物総量規制関係業務の一部を担当した．   

大型機器周係の調査研空としては，発光分光分析によ  

るメッキスラッジ中の重金属分析，GC－MSによる大気  

中多環芳香族分析，けい光Ⅹ線分析による産業廃棄物中  

の重金属分析が主なものである．   

このほか中央分析室でほ，前述の化学物質調査のプロ  

ジェクトチームに参加し，分析法の検討および環境湘査  

を実施した．   

テレメータ室関係   

主業務として大気汚染常時監視テレメータシステムお  

よびコンピュータ・システムの運用管理とライブラリー  

の開発，拡充をはかった．このほかに，環境整備局公害  

課からの依頼により，前年度に引き続き硫黄酸化物総量  

規制に関する業務として，第1次指定の北九州，苅田地  

域，並びに第2次指定の大牟田地域について，気象およ  

び汚染データの解析を行った．   

研究業務としては，テレメータ・システムによる収集  

データから見られる地域特性の解析，大気汚染予測に関  

する研究を行った．  

1．オンライン・テレメータ関係   

観測網は，頻が設置した観測局として，固定局8局，  

半固定局3局，移動1局であるが，このほかに，北九ノーl  

市，福岡市，大牟田市の各テレメータ局のデータを収集  

処理している．今年度は，県関係の観測局のうち久留米  

局に窒素酸化物測定機を新設し測定を開始した．また北  
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表l テレメータ観測局及び測定項目  
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SO・：二酸化硫黄．ダスト：浮遊粉じん．WD：風向．WV：風速，0Ⅹ：オキシダント，NO：一酸化窒素，  

NO一：二酎ヒ窒素，CO：一酸化炭素，THC：全炭化水素．MHC：メタン系炭化水素，NMHC：非メタン系炭化水素  

TEM：気温，HUM：湿度．   
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表2－t  二 酸 化 硫 黄  風向風速別平均濃度 51．4－52．3（ppb）  

風  向  区  分  
局                    ′  
CLM N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNWNWNNW平均   

0．0－1．0  15  15  

1．1－3．0  16 18 17 18 19 18 17 16 15 16 16 15 16 16 16 16 16  

田  17 17 17 18 17 17 16 17 16 16 17 17 17 18 17 16 17  

ロ  15 17 17 17 15 15  20 16 16 17 18 18 19 18 18 17 17  

局  16 14 12 19 14 15  58  －  20 19 19  20 19 18 17 17 17  

平 均  15 16 17 17 18 17 17 17 16 16 16 16 16 17 17 17 16 16   
0．0－1．0  10  10  

1．1～3．O  13 13  9  8 10 14 17 16 13 12 11  8  9 11 12 12 12  

田  11 11  5  4  6 11 17 12 11 14 12  7  9 15 17 16 10  

2  4  5  2  3  5 12 16  9  3 10 11  5 12 15 19 17  8  

3  2  6 13 12  3  3  －   5  一  －  13 13  －   6  

局  9  －  
行  
0．0－1．0  10  10  

1．1－3．0  11 11 11 11 12 12 11 10 11 10 11 11 12 11 12 11 11  

楕  11 11 10 10 11 11 10  8  7  －  10 15 14 12 11 12 12  

5．1－7．0  13 12 10  9  8  8 10  4  －  －   7 14 12 10 11 11 11  
局  14 11  8  7  7  6  4  －  －  －   3 10 10  8 10 10  9  

平 均  10 11 11 10 10 11 11 10  9 11 10 11 12 12 11 11 11 11   

豊  
8  8  

1．1－3．0  10 10 10 11 10 11  8  8  8  8  8  9  9 10 10 10  9  

3．1－5．0  11 11 11 10 10  7  8  8  9  8  3  7 10 10 10 10 10  

前   12 11 14  9 10  9  7  8  7  8  9  7 11 一  一  10 11   

11  7 16  －   8 10 10  

局  7．1－  8 11 11 11 10 10  9  8  8  8  8  8  9  9 10 10 10  9   

12 11 17  6 12  5  6  7  7  －  

0．0－1．0   8  8  

香                                                                 1．1－3．0  10  9 10 11 12 12  8  8  8  8  8  9  9  9 10 11  9   

春  3．1－5．0  10  9 11 13 13  －   6  7  8  8  9  9  9  9 10 13  g  

5．1－7．0  10  9  9 13  27  －  －  －   8  9  9  9  9  8  6 10  9   

9 12 11 10  6  7  →  10  

局  7．1－  8 10  9 10 11 13 12  8  8  8  8  8  9  9  9  9 11 9   

9  9  9 10 12  －  －  －  －  

田  0．0－1．0  5  5  

1．1－3．0  8  6  6  6  5  5  5 10 13 19  20 12 10  7  6  7  9   

7  6  6  5  4  4  9 19 ：弘  33 19 11 8  6  6  9 12  
川  3．1－5．0                                  5．1－7．0  5  －   5  2  4  －   8 12  32  38 16  9  8  8  6  9 10   

1  2  2  －  －  一  －  －   4  6  7 13  6  －   7  

局  7．1－                                            平 均  5  8  6  6  5  5  5  5 11 21 26 19 10  9  7  6  8  8   
直  0．0－1．0  11  11  

1．1－3．0  10  8  8  9  8 10 15 13 13 14 12  8 11 13 12 13 12   

9  8 13 14  20 15 13 16  20 15 10  9 10 11 10 12 12  

方  3．1－5．0                             5．1－7．0  4 17  4  27 16 10  －－   4 14 14  3  8 10 11 －  －  10   
3  2  4  －  －  －   3  3  3 11  9  9  －  －   7  

局  7．1－  －  －  

久  20  

1．1－3．0  17 17 17 16 17  21 22 17 19 19  23  20  23  22 19  20 19  

留   19 15 14 14  25  －   9 17 15  23  24 19  20  22  22  21 17   

米  已1－7．0  20 15 13 11 一  －   2  9 13 18  21 17 17 18  22  26 17   
8 10 16 13 17 14  25  －・ ：汚 13  

局  7．1－  20 19 15 15 15 17 21 20 17 16 20 23 19 21 22 21 22 18  

15 12 10 17  －  －  －  
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表 2－2  浮 遊 粉 じ ん  風向風速別平均濃度 51．4～52．3（ppb）  

風  向  区  分  
局                    ′  GLM N NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SWWSW W WNWNWNNW平均   

苅  
6  6  

1．1～3．0  6  6  5  5  5  5  4  6  5  5  5  3  3  4  4  5  5  

田   4  4  3  3  3  3  3  4  4  3  2  2 2  3  3  3  3   

ロ  5．1～7．0  3  2  3  3  3  3  2  2  3  2  3  2  2  2  3  3  3   

局  7．0・｝  2  2  1  2  2  3  3  －   4  2  2  3  2  2  2  3  2  

平 均   6  4  5  4  4  4  4  4  5  5  4  4  3  2  3  3  3  4   

苅  
0．0～1．0   3  3  

1．0～3．0  2  2  2  3  3  3  3  3  2  2  3  3  4  3  2  2  3  

田                                                                                                        3．1－5，0  2  2  1  2  2  2  1 1 1 1  3  3  2  2  2  2  2   

2  5．1～7．0  3  2  2  1  2  2  1 1 1 1  2  3  1 1  2  1  2   

局  7．1～  －  －   2  2  1  2  －   1 1 －   0  3  4  1 1 －   2  

平 均   3  2  2  2  2  2  2  2  2  2  2  3  2  2  3  2  2  3   

行   
0．0～1．0   6  6  

1．0～3．0  3  5  4  5  4  4  3  3  4  5  7  6  4  5  4  4  5   

楯  3．1～5．0  2  3  3  3  3  3  2  1 1  2  2  3  2  2  2  2  2  

5．1～7．0  2  3  3  2  2  2  1 1  2  －   1  2  2  2  2  2  2   

5  1 1  0  3  1 1 1 －  －   1  2  2  2  2  1  2  

局  7．1・｝                                       平 均  6  3  4  3  4  4  3  2  3  4  5  6  5  3  4  3  3  4   

0．0・｝1．0   5  5  

豊                                                                 1．1～3．0  5  4  4  4  5  4  3  4  5  4  4  4  3  2  2  3  4   

前  3．1～5．0  3  3  4  4  4  2  2  3  5  3  2  2  2  2  2  2  3  

5．1～7．0  2  2  3  3  3  2  1  2  4  2  2  2  2  －   2  2  2   

局  7．1－  2  2  2  5  5  5  4  1  5  －  7  7  3  －  3  2  3  

平 均   5  3  3  4  4  4  3  2  4  5  4  4  4  3  2  2  3  4   
5  

香  0．0－1．0  
5  

5  5  5  5  3  4  3  4  4  4  4  4  4  3  3  4  4   

春  3．1－5．0  7  5  4  3  1 －   1  2  3  3  3  2  2  3  3  2  4  

5．1－7．0  3  4  3  2  1 －  －  －   3  3  2  2  2  2  1  2  3   

局  7．1・－  4  2  2  2  1 －  一  －  －  3  2  2  2  1  2  －  2  

平 均   5  5  5  4  4  2  4  3  4  4  3  3  4  3  3  3  3  4   
0．0・－1．0  12  12  

田                                                                 1．1－3．0  5  5  6  5  7 10  9  6  5  4  4  3  3  4  4  5  6   

3．1～5．0  3  2  3  4  4  4  4  2  3  2  3  2  2  2  3  3  3  

川                                           5．1－7．0  3  －   2  3  3  －   8  3  2  2  2  2  2  2  2  2  2   

局  7．1－  1  2  4  －  －  －  －  －   1  2  2  1  2  －   2  

平 均  12  5  5  5  5  6 10  9  6  4  3  3  2  2  3  3  4  7   
0．0－1．0   8  8  

直                                                                   1．1－3．0  5  7  6  5  6  6  5  7  6  6  6  4  4  4  6  5  5   

方  3．1・－5．0  3  3  2  2  2  4  2  3  4  3  3  2  2  2  1  2  2  

5．1・－7，0  3  3  2  1 1  3  －   1  2  2  1  2  2  1 －  －  2   

局  7．1－  －  －   2  1  2  －  －  －   2  2  2  1  3  1 －  －   2  

平 均   8  4  6  5  4  5  5  5  6  6  6  5  4  3  3  5  4  6   
久  8  

1．1－3．0  6  8  7  7  9  4  8  7  6  7  6  6  6  4  3  5  7  

留   5  6  6  7  6  －   2  4  4  5  4  4  3  2  3  3  5   

米  5．1－7．0  3  4  4  3  一  －   2  3  3  3  3  2  2  2  2  4  3   

1  2  2  2  2  2  3  －   3  2  

局  7．1～  8  5  6  6  7  9  4  7  6  4  6  6  5  4  3  3  4  6  

2  3  2  2  －  －  －  
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衰2－さ  二 酸 化 窒 素  風向風速別平均濃度 51．4～52．3（ppb）  

風   向   区   分  
局  速∠  

CLM N NNE EE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW平均   
苅  24  

1．1－3．0  30  32  30 29  25  25 22  26  23  22  20 13 13 18 19  23  22  

田   25  25  25  20  21 20 17 17  20 15 14 10 10 13 15 18 17   

ロ  5．1－3．0  18 17 12 19 17 17 13  7  23 12 13  9  9 10 15 16 14   

17 13 12 10  6 12 15 14 13  

局  7．1～  24 26 27 26 24 20 22 20 24 22 19 18 12 11 14 17 19 20   

16  25  5 14 12 11 10  －  

－l・●一  0．0－1．0  23  
ヌーj  

23  

1．1－3．0  21 21 21 25  26  27  29  23 18 14 19  26  24  21 22  22  23  

田                                   3．1－5．0  14 12  9 11 19 17  20 18  9 11 10  23  21 15  21 20 16   

2  5．1－7．0  9  8  6  7 12 13  20 12  7  8  9 17  7  8 19  9 11   

5  8 10  7  7  8 10 14  －  12  9  2  23  －   9  

局  7．1－  －  －  

行   
0．0－1．0  16  16  

1．1－3．0  14 15 18 15 15 14 12  9 13 15 16 16 14 15 15 13 15   

3．1－5．0  9 10 16 14 11 9  7  6  5 15 1113 10  8  8  8 10  

橋                               5．1－7．0  8  7 15  8  7  5  4  4  8  －   6  8  7  6  7  8  7   

局  7．1－  9  2 11  4  7  3  2  3  －  －   4  8  6  5  7  5  5  

平 均  16 12 12 17 14 13 11 8  8 13 15 16 15 12 11 11 10 13   
皇  0．0－1．0  13  13  

1．1－3．0  20 18 15 12 13 11 11 12 11 10 11 13 10  7 10 13 12   

前  3．1－5．0  15 15 13 10  9  8 10 10  8  7  8  7  6  5 10 11 11  

5．1－7．0  13 12 13  9  7  5  6 10  5  2  －   7  7  －  12  9 11   

6  6  8  －   8  9  9  

局  7．1－  13 16 16 14 11 11 10 10 11 10 10 11 12 10  7 10 12 12   

8 12 14  4  7  6  7  7  9  －  

久  29  

1．1－3．q  24  24  25  27  28  30  30  27  27  26  27  26  24  22  20  23  26  

留   21 23  21 24 17  －  19  20 19  20  20  21 18 15 15 17  21   

米  3．1－5．0  18  22 19 16  －  －  17 11 14 16  20 15 16 17 14 16 19   
13 15 14 16  －  －  －   8 10 12 14 16 13  23  －   28 13  

局  5．1－7．0                               7平 均  29  21 23  23  25 27  30 28  24  20  22  25  24  21 19 17 19  23   

地区で17．8ppbを得た．この二つの目標値を同時に達  

成するための規制を検討したところ，煙源配置，稼動状  

況に大きな変動がない限り，17．8ppbをもって一律に規  

制することによって奥洞海地区は17・6ppbが満足され  

ることが確認されたため，目標値は17．軸pbとされた・   

2）1．Om／sec未満の風速についてuクここゴ0としてパフ  

モデルを適用したところ，煙源近傍が過大な評価となっ  

た．このため，1．Om／sec未満の風速については，0・5  

m／sec の凪が吹いたとして，パフモデルを計算し，こ  

の結果合うような拡散パラメータをu＝0，T→∞とし  

たパフ式の簡便法において探し，このパラメータを用い  

て予測を行なったところ予測と実測の相関は0．78まで向  

上した．   

第 3  環 境 基 準 適 合 状 況  

環境基準を越えた回数  

局 名   二酸化硫黄  浮遊粉じん  二酸化重責  

時間値 日平均値 時間低 目平均値日平均値  

苅田1  

苅田2  

行 橋  

豊 前  

香 春  

田 川  

直 方  

久留米  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
2
 
0
 
6
 
 

2
 
 

0
 
0
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U
 
O
 
O
 
6
 
0
 
5
 
 

26   

6  

138  

92  

76  

6
1
甜
1
1
1
5
7
3
4
2
封
 
 

1
2
9
1
3
5
別
2
3
t
 
：
湖
 
 

2
 
1
 
3
 
3
 
2
 
1
 
 

5
 
2
 
2
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3．気象データ（零t，日射暮）の代表性について   

大気拡散シミュレーションを実施する際に，拡散状態  

の推定は，一般に，雲量，日射量を用いて行なわれる．  

しかし，計算対象域において，これらのデータが得られ  

ない場合が多い．このため，計算対象域の近くにおいて  

観閲されたデータを用いて計算対象域の安定度を推定す  

る方法を検討した．   

まず，福岡，熊本，佐賀の各気象台の昭和49年度のデ  

ータを用いて，それぞれ2居間の相関を求めた．この結  

果，夏期を除いて各相関は高く，雲量，日射量データの  

代表性の規模が相当大きいことが示された（表4）．   

また，各気象台間の距離が近い福岡一佐賀の各相関が  

他に比べて高い候向が見られた．このことは，距離が離  

れるにしたがってデータの差が大きくなる幌向を示して  

いると見なした．これらのことから，観測局のない地点  

の雲量，日射量の推定法として，その地点を囲む気象台  

データを用い，各気象台からの距離の逆数の比を重みと  

して計算する3点補間法の有効性を検討した・   

推定法は   

D（推定値）＝∈A＋マB＋ぐC  

によって求めた．  

！＋マ＋⊂＝1   

∈：マ：ぐ＝1／1A：1／1B：1／1c   

A，B，C；各気象台のデータ値  

1A，18，1c；各気象台からの距離   

とすると，   

E＝1BIo／（1AIB＋1f事Ic＋lGIA）   

マ＝loIA／（1AIB＋1RIc＋loIA）   

ぐ＝1A18／（1A18＋18lo＋1cIA）  

表 ヰ  雲量、日射量相関  

表 5  羽犬塚との尊皇相関  

壕
岡
 
 

犬
槽
 
 

羽
一
 
 

日
り
 
 

羽犬塚  羽犬塚  羽犬塚  

一熊本  一任賞  一推定値  

8
2
9
陀
硯
仰
捕
劉
9
2
5
∽
 
 

n
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

4
5
6
 
7
 
8
 
9
1
0
 
1
1
 
1
2
 
1
 
2
 
3
 
 

睨
姐
8
7
0
概
槻
7
7
1
姻
棚
減
8
1
9
摘
欄
 
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
 
 

8
2
5
7
9
7
醐
槻
5
7
6
7
0
5
8
7
7
閤
棚
減
肘
掛
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
 

0．888  

0．926  

0．911  

0．801  

0．684  

0．769  

0．975  

0．857  

0．912  

0．838  

0．921  

0．919  

0．735  

0．552  

0．755  

0．825  
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8
7
 
 

．
 
 

0
 
0
 
 

0
 
9
 
ぷ
．
8
8
 
 

0
 
0
 
 

7
 
5
 
 

6
 
9
 
7
 
7
 
 

0
 
0
 
 

㈹
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7
 
7
 
 

0
 
0
 
 

1
 
2
 
 

聞
 
間
 
 

年
年
 
 
 

推定法の検証のため，雲量データの得られた福岡県筑  

後市羽犬塚を推定地点として，羽犬塚で計測された実測  

値と福岡，熊本，佐賀の各気象台の観測値との相関，お  

よび，3気象台データによる羽犬塚の推定値との相関を  

求めた（表5）．   

この結果，この推定法が有効であることがわかった．   

中央分析室関係   

中央分析室でほ，ガスクロマトグラフ質量分析装置  

（GC－MS），けい光Ⅹ線分析装置，発光分光分析装置な  

どの大型機器を管理運営しているが，51年度に行なった  
業務のうち主なものほ，次のとおりである．  

1）発光分光分析については，51年5月より，機器調  

整に取り組み，その後本格的に使用を始めた．51年度は  

多元素同時測定および喧読式の迅速性という発光分光分  

析の特徴を生かすために，メッキスラッジ等の重金属成  

分を対象とと，溶液法による直読式の検討を進めた．分  

析元素は，亜鉛，鉄，マンガン，鉛，ニッケルで，試料  

を酸分解後，インジウムを内棲として，回転電極－スパ  

ーク放電法で励起発光させた．結果は，表6，表7のと  

おりで，多量の重金属を含む試料の迅速な分析方法とし  

表6 分析精度と  

福岡一熊本  熊本一佐賀  佐賀一編岡  

書 量 目射真 書 量 日射量 薯 量 日射量  

0．738 0．858 0．821 0．898  0．930  眺
糾
脚
5
5
7
部
7
8
5
捕
闇
7
5
1
湖
6
7
2
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9
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1
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1
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3
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2
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湖
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3
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6
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蜘
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0
7
禰
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6
8
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0
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O
O
O
O
O
O
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（
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O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

0．642  

0．760  

0．猫  

0．473  

0．7（泊  

0．839  

0．788  

0．708  

0，559  

0．719  

0．824  

7
7
9
9
乃
0
0
1
8
尉
舗
1
2
記
0
0
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O
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）
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測定 回収 変動  
率 係致  

元素（％）（％）  
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2
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表 7 測 定 結 果（〝g克乾泥中）  

珊走定汚 で  い  メ  ッ  キ  ス  ラ  ッ  ジ  底 質  

元素 A B C D E F G H I J K L M  
狛
0
0
0
0
8
8
刃
 
 

5
 
 
 

1
6
 
 
 

0
0
 
 

0
0
0
0
一
班
一
 
 

2
 
飴
 
 
1
 
 
 

n
 
e
 
n
 
u
 
．
1
 
 

Z
 
F
 
M
 
C
 
N
 
 
 

95 18003！氾00  330  

38（氾 21（氾0032000 ∈氾00  

舶0 1000 140  －  
330 23000 6200 7300  

1000  1401300 64000  

96 9甜（沿14（旧00 9610（旧007餌  96960  

1200001400（氾19（氾001500   

290  470  470  一   

課）00  67  200 690  

－ 620  

170000 5（氾00 56000   

670 250 180  

78 120 180  

－は，検量服罪以下を示す。馳〝g／g以下（但し．底質は却〝g／g以下）  

環境汚染の未然防止のための基礎資料を得ることを目的  

とし，全国公害研協議会が，環境庁保健調査室より，委  

託を受けて実施されたものである．49年度より実施され  

ている本調査は，従来環境調査のみに限られていたが，  

本年度から分析方法を確立したのち，環境調査を行なう  

こととなった．当センターが，受託した化学物質は，ク  

ロロベンゼン，ベンジルクロライド，0一，m－，p－クロ  

ロアニリン，2，4－ジニトロクロロベンゼン，トデカクロ  

ロドデカヒドロジメタノジベンゾジンクロオクテンの7  

物質である．   

本調査の実施に際しては，所内の管理課，疫学課，水  

質課，大気課の4課より選出された5名のプロジェクト  

チームにより，上記7物質の分析方法の検討が行なわれ  

た．その結果2，4－ジニトロクロロベンゼンを除く6物質  

の分析方法が確立された．別に環境庁より指定された  

PCN，PCT の2物質を加えた8物質の環境調査を実施  

することになった．環境調査は，水質および底質の2種  

の試料について行なうものとし，当センターでは，県下  

の河川，港湾を代表する地点として，洞海湾若戸大橋付  

近，大牟田湾三井港突堤，御笠川中・下流，那珂川中・  

下流を調査対象とした．なお環境調査は，新らたに管理  

課，疫学課，水質課より選出された12名のプロジェクト  

チームによって実施された，以下確立された分析方法の  

概略および環境調査の結果を述べる．   

囁 境 調 査  

表8  各物質の検出限界  

て有用であると考えられる．   

2）GC－MSによる業務としては，前年度に引き続い  

て細菌諌と共同で実施した“大気浮遊粉じん中に含まれ  

る変異原物質の検出’’のうち有機化合物の分析を担当し  

た．   

方法として，大牟田市でハイポリュームサンプラーを  

使って捕集した大気浮遊粉じんをソックスレ一拍出し，  

中性物質を分離後，アルミナカラムで20フラクションに  

分画した．このフラクションを突然変異法により変異原  

を検出し，どのような有機化合物が存在するかを GC－  

F（D，GC－MSで分析した．   

その結果，フラクションNo．5からNo．19までに計92  

成分の有機化合物を同定確認した．その内わけは，多環  

芳香族炭化水素71成分，キノン化合物9成分，フタル酸  

エステル2成分，硫黄化合物6成分，窒素化合物2成分  

農薬2成分であった．TA98株を用いた突然変異試験の  

結果，フラクションNo．5からNo．19までに活性が見ら  

れた．特に高い活性を示したNo．12のフラクションには  

ベンゾ（a）アントラセン，クリセン，ベンゾフルオラン  

テン，ベンゾ（ghi）ペリレンを，No．17，18のフラクシ  

ョンにはベンゾアントロン，ジベンゾアントラセン，ジ  

ペンゾフェナントレン，ジベンゾピレン等の発癌物質を  

検出した．またベンゾ（a）ビレンはNo．10，11のフラク  

ションに検出した．   

3）けい光Ⅹ線分析については，本年度から産業廃棄  

物中の宝金屑分析の検討を行った．産業廃棄物中には鉄  

を多量に含有するものが多く，原子吸光法や比色法では  

鉄の妨害が著しく，分析が困難である場合がある．そこ  

で，産廃物を醒分解後，水酸化鉄共沈を行い，クロム，  

マンガン，ニッケル，銅を捕集，濃縮し，メンプランフ  

ィルターでろ過し，フィルターケーキを作成する．この  

フィルターケーキをけい光Ⅹ線法で直接測定し，定量を  

行うもので，測定条件などの最適条件を求めた．   

51年虎化学物耳環境Ⅵ査   

本調査は，環備中における化学物質の調査を実施し，  

環境汚染の実態をは握することにより，化学物質による  

水  質  底   質  

（〝釘ml） （〟g／g生重量当り）  
物 質 名  

霊
遍
霊
ふ
霊
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

5
 
1
 
5
 
4
 
4
 
2
 
6
 
6
 
0
 
0
 
0
 
 

（
U
 
O
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 
 

ベンジルクロライド  

ク ロ ロ ベ ン ゼ ン  

オークロロアニリン  

m－クロロアニリン  

P－クロロアニリン  

D D D C O  
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1．分 析 方 法  

1．1ベンジルクロライド   

（ホt）  く電算）  

紋付500ml   拭科50g  

1．3 タロロアニリン（0－，m－，p－）  

（水賓）  （慮ー）  

11丸底フラスコ  

鼓科50g  
塩化ナトリウム100g  
精製水5仙ml  

紋科ホ500爪l  

塩化ナトリウム100g  

n－ベンタン一丁セトン（9：1）50mt  

00分間槙とう後，遠心分■（300Or・p，m・X  
lO巾in）  

れ油定1番  Ir′ヾンタン  

鵬   
1叱  
lO分㈹提とう  
■■  

＿」  
1時間遭涜煮沸  

肝ヘブタン5ml  

装 着  

∩－ペンタン30nll．かきまぜた  
捷．遠心分牡（3㈹r．p．m．×10min）  

残漆  
n－ぺブタン補集液をとり  

容  

5％Api舵On gre8SeL，00ー80mesh  
Chronosorb W．AW．DMCS，2Jn7（2rr1  
80－1附℃（5℃／min）  

1．4 ドデカタロロドデカヒドロジメタノジベンゾジ  

ンクロオクテン（DDDCO）  

N8Cl■暮，ll分間撮とう楔静■  

一  
J  

＼  J  
＼ 
＼J   

有稚書                       」 示  

＼  
＼  

有丑書  

n－ベンタン501山．N8C110t  
lO分間据とう後■t  

水■  

IhlSO一脱水  
常圧濃館（5れ】以下）  

シリカゲルカラムタロマトグラフ1－  

（水質）  （底ヰ）  

貰：： 
丁解  

肝ベンタン再出（l00m】）  
常圧濃縮（1伽Ilに定容）  

賦料ホ900ml  
GC（FID）lO％Apiez00gre8SeL，00ー80mesh  

ChrorT10SOrbW．AW．DMCS，2LbX2m  
60－1帥℃（5℃／min）  

ベンゼン50ml  
NO．5Bで炉過  1．2 クロロベンゼン  

（木賃）   

州」．…‥ 九慮”スコ ぎ彗聖  

和  裁濾  
（丘■）  

薫甘木50m1  
10分間振とう  

静■  綿製水500巾l  
丸底フラスコ  試料水500ml ′「■‘‾′′ ＿＿＿＿－一＿．＿．．‖．．＿∴、（11）   

閉できる容器 部に空間がな  

lrヘキサン  らml  

曹粘至芸孟ゆっ）  

（ 謹呈蓋左官択郡）  0
g
 
 

＼10  

r
 
 

精油走t盈 ♯■  

l  

1時間遭濠煮沸  

冷却  

嬬集滴（n一ヘキサン書）  兇煙硫慮（10％）－KOH（IM）処理  

1  

CC（ECD）39ちDexs洞00（jC．印一朗mesh  
ChrorrLO皇Orb W，AW．DMCS．餌■×l．5m  
320t！   

：1）より水質試料として20検体，底質試料を20検体採取  

し，前述の8物質の分析を行なった．その結果いずれも  

検出限界以下であった．なお当センターの分析方法によ  

る各物質の検出限界は表8のとおりである．   

1  

n－ヘキサン（10¶lに定書）  

GC（FID）  

10％Apio王伽gr仇S●L．00一触mo負h  
ChromosorbW．AW，DMCS，2bX2rn   
60－1501：り℃／血1）   

環境調査は，7ヵ所（洞港湾若戸大橋付近：2，大牟田  

湾：1，那珂川中流：1，同下流：1，卸笠川中流：1，同下流  
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保 健 科 学 部  

表 川  腸チフス菌ファージ型成績  
細  菌  

誅   

当課で本年度に取扱った業務のうち主なものをあげる  

と，行政依頼関係では，6月中旬，韓国修学旅行帰りの  

某私立高校で集団下痢が発生，その病因追求を行なった  

結果，赤痢菌によることを明らかにした．また10月に八  

女保健所管内で集団発生した赤痢患者から分離した赤痢  

菌別棟について感染源追求のためコリシン型別検査を実  

施した．1月下旬大濠公園のボラに奇病が発生，食品衛  

生上の面から食中毒細菌等について検討したが，不適の  

例はなかった．食品収去試験，河川，海水浴場海水等の  

大腸菌群最確数検査，チフス同定試験等前年度と変りな  

かった．一般依頼検査関係では，前年度と同様飲食物細  

菌検査，放流水等の大腸菌群最確数検査件数が多かっ  

た．調査研究関係では，“大気汚染物質に含有する突然  

変異原の検出’，と‘‘腸炎ビブリオによる食中毒発生防止  

に関する研究一夕イラギ月における腸炎ビブリオ汚染の  

季節的推移”を行なった．  

病原微生物関係  

1．依 頼 検 査   

昭和51年度病原細菌関係の検査業務は表9のとおりで  

ある．   

2．チフス甫ファージ型別   

昭和51年度に県下で分離したチフス菌のファージ型別  

成績は表10のとおりである．   

3．赤痢集団発生   

昭和51年6月18日宗像椰宗像町の私立東海大学第五高  

等学校にて下痢患者が多発したので同校生徒737名，職  

員佑名，家族12名，その他17名，計幻1名の検便を実施，  

8名の生徒から赤痢菌を検出した．菌型はD群1型であ  

った．  

表 9  細菌検査件数  

フ ァ ー ジ 型  

地  区  件 数  
EI H MI DJ D2  

米
女
 
尾
門
紫
川
 
田
方
上
 
 

留
 
 

久
 
八
 
柏
山
筑
田
宮
直
築
 
 

1  

3  

1  

1  1  

1
 
 

1
 
3
 
2
 
1
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

13  、1  2   6  1  3   

4．赤痢コリシン型別   

昭和51年10月八女保健所管内において発生したゾンネ  

赤痢菌別棟についてコリシン塾別を実施した．その結果  

12型62株，11型1株，0型1株であった．   

梅毒血清学的検査   

本年度の依頼件数は少なく，行政依頼検査ではTPHA  

検査7件でうち2件が陽性であり，一般依頼検査は凝集  

法が5件（瞑性4件），ガラス板法5件（陽性2件），  

TPHA5件（陽性4件）であった．   

食品細菌検査関係  

1．タイラギ且における腸炎ビブリオ汚染の季節朗推  

移   

昭和帥年9月5日から11日までの間に有明海産タイラ  

ギの貝柱摂食により，本県ならびに隣接県下で1，731名  

の腸炎ビブリオ（Ⅴ．p．と略）食中毒患者が発生した．  

しかし県下の Ⅴ．p．汚染の実態は明らかでなかった．  

そこで県下における Ⅴ．p．の汚染状況をは握するため  

タイラギ貝を主休に県下各水域の海水について，Ⅴ．p．  

の季節的消長を追求した．   

方法：Ⅴ．p．の検出は村上ら（1975）の最確教法によ  

り行ない，分離菌株については，神奈川現象と血清型を  

検査した．一般生菌数は3％食塩加普通寒天を用いて行  

なった．またタイラギ貝は貝柱とそれ以外の部分（ジゴ）  

とに分けて検査し，月付着泥についても検討した．   

結果：Ⅴ．p．の検出状況では，貝柱からは12～4月は  

検出されず，水温の上昇とともに検出され，夏季は104以  

上（／100g）であった．ジゴも同様であるが，且柱より  

1～2オーダー高く，また3月1例，4月2例に Ⅴ．p．  

が検出された．貝付着泥もジゴと同様であったが，冬季   

項   目  行 救  

糞  便  培  
4
 
0
 
0
 
 

1
 
 1
 
 

養
査
査
 
 

検
 
 

菌
 
 

炎
 
 

膜
 
 

髄
 
 

日
日
一
 
 

棟
那
 
 

ン
 
 

竜
シ
 
 
 
 
 
ー
■
一
′
 
 
 

コ
 
 

同
（
 
 
 

験
応
親
族
 
 

試
反
試
 
 

性
ル
れ
試
 
 

耐
効
菌
 
 

剤
イ
 
菌
 
 

薬
 
り
 
殺
址
岬
 
 

0
 
2
 
2
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にも全例から検出された．なお有明海，大牟田港内の泥  

からも同様な結果を得た．有明海，玄海灘，同防灘の海  

水調査の結果は貝柱と類似のパターンを示すがその値は  

約2オーダー低かった．   

貝柱，ジゴにおける生菌数は夏季104～106／mJである  

が，冬季には1～2オーダーに低下し，Ⅴ．p・パターン  

と類似する．海水，泥中の生菌数には著しい変化はなか  

った．   

貝柱，ジゴにおける大腸菌（E．C．）最確数も行なった  

が，ほとんど陰性で，陽性例でも110／100g以下であった・   

分離菌株の神奈‖現象検査ではいずれも陰性であり，  

血清型はK5，13，15，20，22，29，30，31，32，33，  

34，37，45，46，49，51，54の17種と型別不能のものが  

あった．   

今回の調査でⅤ．p．の季節的出現状況が明らかとなっ  

たので，今後は食中毒と直接関連する流通過程における  

貝柱について，Ⅴ．p．汚染状況を定量的には撰し，Ⅴ・p・  

表It  病 因 別 食 中 毒   

食中毒発生予防の資料を提供する予定である．   

2．最近3年間の腸炎ビブリオ食中寺の発生状況，特  

に細菌学的検査成績について   

昭和49～51年の3年間県下で発生した食中毒の病因別   

発生状況をみると（表11，12）腸炎ビブリオに超周する   

ものが約40％を占めている．腸炎ビブリオ食中毒の発生   

時期は例年7～10月であるが，51年では12月に1事例発   

生報告がある．しかしこの事例は，疫学調査だけによる   

ものであった（表13）．3年間当所に検査依頼された食   

中毒の細菌学検査の結果は表14に示すとおりである．患   

者由来株はいずれも神奈川現象陽性であるが，原因食品   

からの分離株ほ3事例5菌株だけが神奈川現象睨性で，   

その他はすべて陰性株であった．原因食品からの分離株   

で神奈川現象陽性の例は極めて少なく，かつ患者由来株   

と同一血清型の例が49年と51年に各1事例あった（表15）   

ことは興味深いことである．分離菌株のK抗原型を表16   

に示す．患者由来株31株と神奈川現象陽性の原因食品由   

発 生 状 況（昭49－51，福岡県）  

月  別  
年次  病因物質  計（％）  

1   2   3   4   5   6  
1
 
 
1
 
 

（
U
 
1
 
 

9
 
 

8
 
 

7
 
 

腸炎ビブリオ  

ブドウ球菌  

昭 サルモネラ  

自 然 毒  

49 不  明 1  

6（25．0）  

5（20．0）  

2（8．0）  

3（12．5）  

8（：㌍．3）  

2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

4
 
 

1
 
 

1   1  

1  

小  計 1  1  2  

腸炎ビブリオ  

ブドウ球菌  

14（51．9）  

5（18．5）  

1（3．7）  

0  

7（25．9）  

昭  
サルモネ ラ  

自 然毒  

50 不  明  1  

′ト  計  1  l  

1 9（39．1）  

2（9．0）  

0  

1 5（21．7）  

1（4．3）  

6（26．0）  

腸炎ビブリオ  

ブドウ球菌  

サルモネラ  

自 然 寺  

そ の他 ※  

51 不  明  

小  計  3
 
 

1
 
 

9
 
 

2
 
 

1
 
 

1
 
 

2
 
 

1
 
 

1 29（39．2）   
12（16．2）  

3（4．1）  

腸炎ビブリオ  

ブドウ球菌  

サルモネラ  

計 自 然 毒  

そ の他 滅  

不  明 1  2  

2
 
 

0
 
2
 
1
 
 
 
 
1
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

3
 
3
 
1
 
1
 
 

1
 
 

3
 
2
 
 

l
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
 

1 1 1 8（10．8）  

1（1．3）  

21（28．4）  

計  1  2   3   2   4  2  74  

その他賞 牌炎ビブリオとブドウ球菌の混合感染   
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褒 は 病 因 物 質 別 食 中 毒 発 生 状 況  福岡県（昭和49－51）  

病  因  物  質  
計  

年次  区 分  腸炎ビブリオ  ブドウ球菌  サルモネラ  自 然 毒  その他※  不  明   

発生件数   6   5   2   3  8   24  

昭 49  摂食者故   283   2αl   167   23  403   1，080  

患 者 数   68   93   103   22  176   462   

発生件数   14   5   7   27  

昭 50  摂食者致   3，212   241   61  202   3．716  

患 者 数   2，002   123   14  80   2，219   

発生件数   9   2  5   6   23  

昭 51  摂食者故   2（娼   55  22   70   236   589  

患 者 数   61   16  20   5   73   175   

発生件故   29   12   3   8   21   74  

計  摂食者故  3．701  500  228  45  70  841  5，：姐5  

患者数  2，131  232  117  42  5  329  2．8王箔   

注）その他＃ 腸炎ビブリオとブドウ球菌の混合感染  

の一種と思われる奇病が大量に発生したため，食品衛生  

上の問題として，ボラ10匹について，腸炎ビブリオ，ブ  

ドウ球菌，大腸菌，ウエルシ菌，サルモネラ等の細菌検  

査を行なったがいずれも陰性であり，食品衛生法上支障  

はないことが分った．   

4．依 頼 検 査   

昭和51年度食品細菌，食中毒，獣疫（炭痘の病性鑑定）  

の検査件数は表18のとおりで，食品細菌検査では学校給  

食用冷凍輸入牛肉の一般依頼検査が目新しいものであっ  

た．食中毒は腸炎ビブリオ，ブドウ球菌によるものが多  

く，病因の明らかでない例もあった・炭痘の病性鑑定は  

ブタ例で陰性であった．食品収去試験の結果は表19に示  

すとおりである．  

環境・公害関係  

1．ネズミチフス菌ヒスチジン要求性変異株による環  

境変異原物質の検出   

細胞DNAに修飾を与える環境変異原物質はヒトに対  

して発癌性及び催奇性等の遺伝毒性を有することが知ら  

れている．従来環境大気中にもこれらの物質が存在して  

いることはすでに指摘されているが，環境変異原物質を  

ネズミチフス菌一ラット肝ミクロソーム代謝系による生  

物学的測定法はこれらの毒性物質を生物活性として迅速  

に検出することができ，変異原物質による大気汚染度評  

価が可能と考えられる．本年は22地域の大気中浮遊物質  

について調査した．   

試験方法は概ねつぎのとおりである■   

試料はハイポリウムサンプラ一によって粒子状大気汚  

染物質をグラスファイバーフィルターに捕集し，その一  

部をメタノールで8時間軸出し，濃縮乾国後ジメチルス   

表 柑 腸炎ビブリオ食中毒の発生状況昭49－51）  

年  度  別  
月別 区  分  

49  50  51  

発生件数  

摂食者数  

患者数  
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6
 
1
 
 

0
 
6
 
 

2
 
 

4
 
2
 
2
 
1
 
1
 
0
 
 

2
 
0
 
 

3
 
2
 
 

亡
U
 
3
 
8
 
 

8
 
6
 
 

2
 
 

故
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致
 
 

着
 
 

発
摂
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釆株1殊について，薬剤感受性試験を行なった結果，  

EM，CM，TC，SM，LM，KM，PB，NDにはいずれ  

も感受性であった（表17）。   

3．大濠公印ポラについての細菌学的検査   

52年1月下旬，大濠公園のポラに通称‘‘わたかぶり病”  
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衰 ＝  成 績  

原   因   食   品  

検査故  牌性数  分離＝放  陽性数  分離故  血 清 型  

2   2   昭 49  5  5  5  
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K舅．UT（2）  

K 5  

昭 ≡氾  33  21  

K7（1）  

K19（1）  

K20（1）  

K7 

K5．13，28  

K29．封，57  

UT  

昭 51   10  3  3  15  5  8  

（）内の数字は例数   一：神奈川現象陽性  UT2型別不能  

表15  原因食品から神奈川現象陽性菌株を分離した事例  

事   例  1  事   例   2  事   例   3  

S．49，8，別  

宗像郡津屋崎町  

飲  食  店  

17  

10  

い か 刺 身  

日
所
設
故
故
品
 
 

月
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者
 
食
 
 

年
 
 

書
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原
 
 

S，51，7，孤  

甘  木  市  

家  庭  

17  

9  
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不
 
 2，608  

1．731  

タイラギの貝柱  サ シ ミ 盛合  

分 離 菌   患  者  KlO，K別  K5，KlO  K7  

KlO，（K22）  血清型 食 品  （：：）  （K5，，K馴  

UT：型別不能   

兼16  分 離 菌 株 の K 抗 原 型  

（）神奈川現象陰性株  

者  食  患  
抗原型  
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7（1） 2  9（1）  9（1）  

3  1  4  4  

1  1  1  

3（1）  3（1）  3（1）  

1  1  1  

1（1）  1  1  2（1）  

7（7）  7（7）  

1  1  1  

7（1） 1  8（1）   8（1）  

1（1）  

7（7）  

計   5（5）21（21） 3（3）29（劫） 2（1）別（3）10（1）韮（5） 佑（封）  

（）神奈川現象陽性   UT：型別不能   
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義 一7 分 触 菌 姓 の 基 軸 感 度 性 銑 鹸  

No．由来 分離年 PC EM CM TC SM sX OM LM KM CL  
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表 t8  食  品  収  去  試 験  成  績  

検  査  項  目  

食品種別 収圭敦．ト丑山 ．柑盤山 一．．⊥t．－，t．，．．＿、＿ 鰻【虚．血裏山 大腸菌 ビブリオ 不適件故  
生菌数 大腸菌群 ブドウ球菌 サルモネラ 酵 母 乳酸菌故  

MPN MPN  

63  63  

9  9  3  3  6  3  

23  

アイスクリーム類  

清涼飲料水類  

魚 介 類  

鑓
9
2
3
 
 

23  23  

計   95  72  3  3  6  3  23  23  4  
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表 20  大 気 汚 染 物 質 の 突 然 変 異 活 性  
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 a；reVert帥tS／plateは5・吋p九血urf珊m舗株に対するDose・reSpOnSe仙rVeから算出し，自然復帰変異した集落数を  
減じた値である。b；試料No．22は大気非汚染地城の試料で．化学的にはSO7：0．001pbm．CO：0．8ppm．オキシダント  

：0．舵6ppmであり，NO．NOIは検出されなかった。  

変異活性値を算出した．   

試料No．22は長崎県壱岐島で採取した非汚染大気であ  

る．1TTfあたりの復帰変異（revertantS／rTf）は1．1にす  

ぎないが，汚染大気では7～445倍に相当する．すなわ  

ち工場地域（大牟田市）における大気1Ⅰ正あたりの復帰  

変異は20～445revertantSで平均182revertantS，一  

方大都市住宅地域（福岡市）では7～78revertantS で   

ルホキシド1mJに溶解した．   

復帰変異試験應：Ames由来のネズミチフス菌ヒスチ  

ジン要求性m98株を一夜据盗培養し，10ソmJ菌液0．1  

ml，2倍段階希釈した試料0．1ml，，ラット肝S－9mix  

O．5mlおよび軟寒天2mlを混合し，VogelBonner最  

小培地上に重層した．判定は48時間後his＋の変異コロ  

ニーを計測し，dose responsecurveから表20のような  
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衰 22  構
 
 
 

成
 
 
 

験
 
 
 

試
 
 
 

否
 
 
 

通
 
 
 

水
 
 
 

料
 
 
 

飲
 
 項  目  

種   別  検査件数  致
 
 

件
 
 

適
 
 

不
 
 

大腸菌群＋  

一般細菌故  
大腸菌群  一般細菌故  

水道水卜芝芸  

井  戸  水  11  43  

11  43  

衰 2さ－1 河川の大腸菌群点種故検査成績  

区 分  河川 名  採水地  MPN／100ml  区 分  河川名  採水地  MPN／100ml   

小波瀬川  二崎棉  3，500．000   矢矧川  矢矧楕  35，（X旧  

長狭川  亀川横   1．6α）．（X旧  汐入川  汐入楕  
周  

詑．㈱  

ケ  長音専横  7．別X）  達  西郷川  浜田楕  24．㈱  

今  川  今川汐止  500   午  ク  河原棟  24．㈱  

野口揺  2，100  釣  川  阜月棟  350．㈱  
防  
〃                          江尻日  常盤棉  17．000  宗  ク  川端棟  4．6（旧  

被  川  沓尾楕  17，000   
像   

ケ  青田楕  1．300  

灘  
ク  被郷楕  3．300  〃  野添揺  14．㈱  

音無川  桧原楕  17．0（氾   津  川  溝川楕  7．㈱  

城井川  赤幡橋  11．000  柏  桜井川  汐井棟  ！詑0．㈱  

流  〃  浜宮橋  1，700   犀   福吉川  福吉楕  200  

小山田川  西の橋  11．000  一貴山川  深江棟  14．㈱  

極楽寺川  神本棟  13．000   
糸  

加茂川  佐波棟  4．㈱  

人  其如寺川  善幸楕  詑0．000  青山川  井天棟  
島  

3．300  

上河内川  福間橋  3．500．000  〃  平原楕  17．㈱  

角田川  角田川橋  11．000   地   長野111  斬蛇石橋  28．㈱  

河  中  川  中川楕  800   区   青柳111   高柳楕  2．300  

佐井川  佐井川楕  500   河   八並川  丸二屋楕  3．300  

川  友枝川  貴倉岳橋  4．9（氾   川   大根川  花鶴橋  4．㈱  

黒  川  新川格  別．0（氾  〃  驚白楕  1．600．0（氾  

岩岳川  沓洗棟  別．0（旧  江  川  江川下滝  35．㈱  
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兼 23－2  河川の大腸菌群最確敦検査成績  

区 分   河川 名  採水地  MPN／100ml  区 分  河川 名  採水地   MPN／100ml  

花宗川   酒 見 橋  24，000  

山の井川   天 竺 橋  24，000  

筑  宝満目   鬼川原橋  35，000  

〃  岩 本 楕  2，300  

後  山口 川  永 岡 橋  別，000  

山宮川  朝 日 橋  160，000  

川  巨瀬川  中 原 橋  24，000  

隈上川  柳 野 橋  4．900  

監  小石原川  高 成 橋  4．900  

1  

佐川  ．． 

ケ  〃  11，000  

日向神ダム  鶴   橋  
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矢部Jll  上矢部川楕  

鮫江川  

沖端川  

塩塚川  

飯江 川  

楠田川  

沖端川  

飯 江 ‖  

三 明 橋  

晴 天 橋  

古 賀 梼  

三関水門  

磯 島 堰  

犬鴨川  花ノ木堰  92，000   

〃  春 日 橋  洪0，∝伯  

八木山川  樋 口 橋  92，000   

ヶ  脇 野 橋  54，000  

穂油川  天 道 橋  160，000  

遠賀川  鴨生浄水場  92，000  

中元寺川  三ケ瀬橋  160，∝伯  

彦山川  今 任 橋  160．∝伯  

屋形原橋  800  

桂  川  堵 城 橋  4，900  

隈  川  
〃  

白 銀川  
〃  

堂面川  
ク  

諏訪川  

三池干拓内楕  6，300  

鹿児島本線  別，000  

三池電力橋  4，900  

恵比須橋  350，000  

堂面河口橋  封0，000  

御幸返橋  4閲．000  

馬 場 堰  4，900  

大
牟
田
市
内
河
川
 
 

平均29．2revertants，中小都市の小工場地域（行橋，  

田川）では40～130revertantsで平均79．7revertants，  

いづれの地域も非汚染大気に比べ変異原物質の汚染は顕  

著である．   

2．依 頼 検 査   

本年度の依頼検査のうち水質の細菌検査件数は表21，  

飲料水適否試験は表22，河川の大腸菌群最確数検査成績  

は表お－1，23－2，海水の大腸菌群最確数検査成績ほ衰24  

大濠公園調査成親は表25，海水浴場海水調査結果は表26  

に示すとおりである．   

兼 24  海水の大腸菌群最確敷検査成績  

≡    川■■■■■世   有 明 海   

第1回  第 2 回   
採水地点   干潮 渦潮  

干潮 渦潮 干潮 満潮   

St 1   240  350  920  46  13  170   

St 2  49  封0  920  350   2  2   

St 3  8  540 130  240   2  23   

st 4  110  920  33  封0   

（MPN／100ml）  

兼 25  大濠公園調査（MPN／100ml）  
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海 水 調 査（大腸菌群最確故／100血）  
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240  

日本脳炎関係  

1．日本脳炎流行予測憫重   

厚生省委託による日本脳炎流行予測調査事業として，  

ブタの抗体保有率を指標とした感染源調査を行うととも  

に，当センターの調査研究として，日本脳炎ウイルス媒  

介蚊（コガタアカイエカ，以下媒介蚊という）の出現消  

長およびその保毒に関する調査を行った．その概要は次  

のとおりである．  

1．1感染源憫査   

1）調査目的   

日本脳炎ウイルスの時空系列の侵淫度を示すと言われ  

るブタの血清中のHI抗体価を測定し，今後の流行を推  

定する資料とする．   

2）調査期間   

昭和51年6月下旬から9月上旬にかけて，過1回原則  

として20頚のと殺ブタ（生後約7ヵ月）血清を客体とし  

た．   

3）検査方法   

昭和51年度伝染病流行予測調査実施要領（厚生省）に  

よって実施した．   

4）調査成蹟   

表27に示すとおり，7月21日からHI抗体保有ブタが  

確認され始め，以後抗体保有率は着実に上昇し，8月1l   

ウ イ ル ス 課  

昭和50年秋期から県下全域にわたって流行をみた風し  

んも昭和52年3月現在，福岡県においては大規模な流行  

には至らず，20才未満の女子は，なお，高い陰性率を保  

持したままで終規の方向にむかっているものと推定され  

る．従って，これらの若い女性の妊娠時期における風し  

ん対策は将来課題として注目する必要があろう．   

厚生省委託の流行予測調査事業は例年のとおり，日本  

脳炎，風しんおよびインフルエンザの3事業について実  

施した．このうち，インフルエンザの流行については，  

かぜ疾患のうちインフルエンザウイルス以外のかぜウイ  

ルスの動向は本県での実態を把握する必要があるので，  

現在その検査方法を検討中である．   

次に，ウイルス関係の主な詣査研究は，1）福岡県に  

おける日本脳炎の流行規模予測に関する調査試験，2）  

福岡県におけるアルポウイルスの分布に関する研究，  

3）福岡県における風しんの血清疫学および4）ヒヨコ  

を用いた日本脳炎の感染実験であり，研究成果の一部は  

調査試験実施の都度，関係機関に報告している．   

以下，当課で行った業務の概要について述べる．  
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日には100％に達した．しかし8月18日には55％，8月  

26日には85％に低下したが，9月1日には再び100％に  

回復した．このようなブタ抗体保有率の変動がみられた  

ために，県内各と畜場で入手したほぼ同時期（8月21～  

26日）のブタ血清のHI抗体価を測定し，ブタ出荷地区  

別に抗体保有率を比較した．表28のとおり，検査頭数は  

少ないが，保有率と抗体価の分布が，地区によってかな  

り大きな変動を示すことが暗示された・一方2ME感受  

性抗体保有率については（表27），7月21日100％，7月  

28E］85．7％，8月4日100％がピークで，その後8月11  

日には30％と急減し，以後漸次減少した・  

1．2 媒介蚊調査   

1）調査目的   

媒介蚊の出現消長とウイルス保毒状況のは握により，  

今後の流行を推定する資料とする－   

2）調査期間   

昭和51年6月24日から8月26日まで，週1回実施し  

た．   

3）調査地点   

朝倉郡夜須町大字松延の乳牛舎（約30或飼育）で実施  

した．   

4）調査方法   

福岡県衛生公害センター年報3（昭和50年度）12～13  

頁に詳述した方法によった．ただしライトトラップの運  

転時間を，日没から翌朝までとした．   

5）調査成績  

（1）媒介蚊の出現消長調査   

前記の調査地点におけるライトトラップ終夜運転によ  

って採集された媒介蚊の出現消長状況は，表29および図  

1に示すとおりである．調査開始時から7月下旬にかけ  

て，漸次採集個体数が増加したが，8月初・中旬に急減  

した．このような現象はここ数年来認められており，お  

そらく稲作形態（7月下旬から8月初旬にかけての水田  

の申干しおよび農薬散布）と関連があるであろうと思わ  

表 27  ブタ血清の日本脳炎HI抗体保有状況（二日市と畜場）  

H  I  抗  体  価  
採血月日  検査頭数  

＜10 10 20 40  80 160 320 飢01，280 ≧2．粥0  

6．23  20  20  

6．30  16  16  

0
0
0
0
2
5
4
0
9
0
0
0
5
5
8
5
0
0
 
 

l
 
 

l
 
 

7．  

7．  

20  20  

20  20  

7
 
4
 
 
 
 
 
1
 
 

7．21  20  15  

7．28  20  12  

8．4  20  2  

8．11  20  

8．18  20  9  

8．26  20  3  

9．1  19  

1
 
2
 
3
 
4
 
1
 
9
 
7
 
 

2
 
1
 
2
 
3
 
1
 
2
 
3
 
 

2
 
 

7
 

4
 
 

0
0
8
5
0
0
3
0
訪
0
0
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
5
 
 

2
 
 

1
 
 
1
 
 

3
 
 

1
 
4
 
4
 
2
 
1
 
 

3
 
3
 
5
 
3
 
3
 
3
 
 

2
 
 
 
 
3
 
 

215   117  2   3  

表 28  特定期間における北部九州各地区産ブタ血清の日本脳炎HI抗体分布状況  

H  I  抗  体  価  
ブタ出荷地区   採血月日  檎査頭数  

＜10 10  20  40  80 160 320 朗01，2帥≧2，500  
4
 
1
 
 

1
 
 

2
 
3
 
2
 
3
 
 

2
 
1
 
 

7
 
 

2
5
 
 

2
2
 
8
7
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 

三井保健戸斤管内 8．23  

三瀦  ヶ  8．24  

宮田  〃  8．25  
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その目的を達成することができると考えられる．なお，  

表32に，分離されたウイルス株一覧を示した．  

兼 30  コガタアカイエカからのウイルス分離  

調査地点：福岡県朝倉郡夜須町（乳牛舎）  

採集方法：吸虫管法（一部ライトトラップ法含む）  

れる．  

（2）媒介蚊のウイルス感染調査   

表30および図1に示すとおり，媒介蚊のウイルス感染  

期間は7月烈日から8月5日まで，少なくとも1週間は  

感染媒介蚊が自然界に確認されたことになる．次に表31  

に示すように，非吸血および吸血媒介蚊におけるウイル  

ス感染率の比較では，供試吸血蚊サンプルが少ないにも  

かかわらず，高いウイルス感染率を証明し得たことから，  

感染媒介蚊出現の早期確認の日本脳炎防疫情報取得の目  

的からすれば，採集非吸血蚊個体数が少ない場合には，  

牛舎採集吸血蚊をもウイルス分離に供することによって  

表 29  コガタアカイエカの出現消長状況  

繭査地点：福岡県朝倉郡夜領町（乳牛舎）  

採集方法：ライトトラップ法（終夜運転）  

母集団  

感染率  
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国1 コガタアカイエカの出現消長と日本脳炎ウイルス感染状況（昭和51年度）  
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2．日本脳炎疑似患者の血汁学的検査   

表33に示すとおり，疑似患者の総検査件数は16件で，  

陽性件数は1件であった．なお，被検血清についての検  

査項目として，HI試験および補体結合試験を行った．  

表 さ2 コガタアカイエカからの日本脳炎ウイルス  

分離株一覧表  

インフルエンザ関係   

1．流行予測親王   

流行予測事業の調査対象は主として，かぜ様疾患で受  

診する患者によるインフルエンザ感染源調査であるが，  

材料の採集が病院外来であるため，ペア血清による陽性  

者の血清学的診断はほとんど不可能である．51年度は血  

清学的に7例のB型に対する陽性者が確認できた．また  

調査期間中5例の被検検体からB型ウイルスが分離され，  

いずれもB型インフルエンザウイルスであった．  

2．ブタインフルエンザウイルスA／NJ／9／76に対す  

る抗体保有鵬査   

51年度は調査期間中ブタ型インフルエンザウイルスに  

対する抗体保有調査も併せて行ったが，抗体陽性者はい  

ずれも50才以上で，40才代以下にはその陽性者は認めら  

れなかった．  

風 しん関係   

1．良しん流行予測憫査   

厚生省委託による流行予測調査を継続して行っている  

が，昭和50年度における県下全般にわたる抗体調査の結  

果，糸島地区が他の地区にくらペ，特に高い陰性率であ  

ることがわかったので，51年度は糸島地区に限って，年  

令別に風しんウイルスに対する赤血球凝集抑制抗体保有  

状況を調査した．その結果，風しんウイルスにり患した  

ウイルス プール 採集 マウス発症率  

分離株名 サイズ 月日 初代  2代  

JaFAr－9176 100  

J8．FAr－9876  ク  
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兼 35 福岡県におけるインフルエンザウイルス検査成績（昭和51年10月一党年3月）  
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表 糾  型別インフルエンザ赤血球凝集抑制抗体価及びウイルス分離状況 （昭和51．10－52．3）  
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喪粥 糸島地区における年令別風しん抗体保有状況   （昭和51年10日21日－10月26日）  

8  16 32  64  128  256  512   ≧1024   

0－4才■30名   24  3  3   

5－9才 30名   15  5  4  6   

10－14才 27名   19  3  3  1  1   

15－19才 36才   25  1  4  3  1  2   

20－24才 62名   25  7  4  9  9  4  4   

25－29才 別名   17  3  3  15  10  5  1   

宮田，朝倉，築上，福岡，飯塚，宗像などが抗体陰性率  

が高く，山門，田川，粕屋，八女地区は陰性率が低いこ  

とがわかった．県下全般では被検件数9，276名中抗体陰  

性者は2，655名で28．6％の陰性率であった（表2）．  

疫  学  課  

昭和51年度における疫学課の業務のうち，化学分析関  

係業務の中心は，全国公害研協議会が，環境庁保健調査  

室から委託を受けて実施された化学物質環境追跡調査に  

あった．すなわち，当センターは，本調査中，クロルベ  

ンゼン，ベンジルクロライド，0－，m－，p－クロルアニリ  

ン，2，4－ジニトロクロルベンゼン，ドデカクロロドデカ  

ヒドロジメタノジベンゾジンクロオクテン，PCN，PCT  

の9物質について受託したが，当課は所内3諜から選出  

編成されたプロジェクトチームに参加し，分析技術開発  

を担当した．この分析技術確立後，当課はひきつづき，  

これらの9物質中，2，4－ジニトロクロルベンゼンを除く  

8物質の環境調査を所内3誅から新たに選出されたプロ  

ジェクトチームとして担当し，県内河川，港湾の水，底  

質についてこれらの物質による環境汚染の状況を調査し  

た。この業務の詳細についてほ別項の管理課の事項を参  

照されたい．また，環境庁，企画調整局，研究謝整課の  

行った全国的，公私立公害関係分析機関の分析技術クロ  

スチェックについて，所内4課から選出，編成されたプ  

ロジェクトチームに参加し，Cd，PCB，As，Crの4物  

質について，被検試料の分析に当った．研究事項では，  

環境生物誅が，国立予防衛生研究所の衛生昆虫部と共同  

し，環境庁から委託を受けた“微量物質の昆虫に与える  

遺伝生化学的変化に関する研究’’の一部である，昆虫体  

内の化学物質の定量について当課が分析を担当して，共  

同研究を行い，Cd汚染地区としての大牟田地区で捕獲  

されたドゥガネブイブイ，およびアオドゥガネの成虫体  

内のCd，Zn などの重金属量を，対照地区である太宰   

豪 37 福岡県における地区別成人女子風しん抗  

体陰性率  （昭和51年4日－52年3日）  

地  区  検査故   陰性致   陰性塾％  
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そ の他  3  0  

計  9．276  2，655  

と思われるものも認められ，一部小流行があったことが  

推測されるが，特に低年令層（0～19才）においては依  

然として高い陰性率であることがわかった（表1）．   

2．依 頼 検 査   

行政依頼わよび一般窓口依頼検査として，昭和51年4  

月から52年3月まで計9，276件の風しん赤血球凝集抑制  

抗体価の検査を行った．結果を地区別にみると，糸島，  
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された健常者の値と大差ないものであった．個人別では  

10〝g／gを超したものが9名見出された．   

5地域合わせた男子の平均は4．0帥g／gであり，女子  

のそれは2．54〝g／gであった．男子の万が女子より高い  

傾向は，全地域でみられ特徴的であった．各地域におけ  

る対象者の年令分布や男女数比が異なるため，地域特性  

に関する解析は困難であるが，今後5地域合わせたもの  

について，年令を考慮した統計処理を行ない，性別，年  

令階層別の正常値を提示する予定である．  

2．アクリンアミドの手性に関する実験的研究一血中  

濃度の推移について一   

アクリルアミドモノマー（CH2＝CIICONH2）（以下，  

AAMと略記）の生体内代謝挙動の詳細は，生体試料に  

対する AAM微量分析法が確立されていなかったため  

に，必ずしも明確ではなかった．当課では，探町らの方  

法に準拠し，ECD ガスクロマトグラフィーによる分析  

法を用い，AAMを家兎に皮下及び経口的に連続投与を  

行い，血中濃度の揮時的変化について比較検討を行っ  

た．   

投与実験については，白色雄性家兎3羽を一群とする  

同一投与群とし，－一群ごとにAAM50曙／短及び100曙／  

短を各々皮下及び経口的に連続投与を行い，耳介静脈か  

ら経時的に頻回採血を行って分析試料とした・   

AAMの分析についてほ，血液100倍希釈液5mJに，  

0．1NKBr－KBrO41．25ml，HClO．5mlを加え15分間  

水                                                                 銀 量 調 査 結 果（／オg）  

府地区で捕獲された同鍾昆虫のそれと比較し，極めて興  

味ある所見を得た．その詳細は，環境生物課の項を参照  

されたい．このように，最近のセンター所内の研究動向  

として，所内数課が協力して，プロジェクトチームを編  

成し，あるいは各課の分担による研究の多角的推進傾向  

が苦るしい現象として注目される．   

衛生統計係では，人口動態小票の本県磁気テープの入  

手，蓄積により，死因統計の本格的解析に着手しており  

その研究業績の一端が本年度より発表されるに至った．  

今後の成果が期待される．   

以下，当課，単独で行われた研究事項について，略述  

する．  

1．福岡県における住民の頭髪中絃水銀t調査   

本調査は，福岡県における住民の或髪中絶水銀量にっ  

いて，現時点での正常値範囲をは握することを目的とし  

たもので，地理的，社会的地域特殊性を考慮した対象地  

域を選定し実施した．当課は，これまでに非汚染地域と  

考えられる太宰府町（準島村），犀川町（農山村）につ  

いて調査し報告した．今年度ほ，新らたに大気などの汚  

染が進んでいると考えられる大牟田市（工業都市）及び  

福岡市（商業都市），さらに魚介類の摂取量が多いと考  

えられる志摩町（漁村）の3地域を調査した．   

5地域合わせた対象者総数は1，028名（男：612，女：  

416）で，性別，地域別に集計した結果を表38に示し  

た．各地域の平均値は2～5／堰／gで，これまでに報告  

表 諏  頭 髪 中 総  

地 域 名  性  年  齢（才）  試料数（人）   浪 度 範 囲  算術平均値±標準偏差  

1．33－6．66  3．48士1．52  

0．55－7．朗  2．33±1．20  

0．55－7．朗  2．49士1．：氾  

福  岡  市  

（商業都市）   

大 牟 田 市  

（工業都市）  

太 宰 府 町  

（準農村）  

志  摩  町  

（漁  村）  

犀  川  町  

（農山村）  

1．19－17．69  4．33±2，02  

0．83－10．77  2．11士1．21  

0．83－17．69  3．56士2．07  
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国 2  血 中 濃 度 の  経 時 的 変 化  

放置後過剰の臭素をハイポで除去し，酢酸エチル5mJ  

を加え1分間激しく振とう後，酢酸エチル層をフロリジ  

ルカラムでクリーンアップを行ったのち，ECD ガスク  

ロマトグラフィーで測定を行った．   

家兎にAAMを連続投与彼の血中濃度経時的変化は  

図2に示すとおりであるが，いずれも15分後AAMの  

血中濃度は上昇を示し，30～帥分でピークに達し，約4  

時間でピーク時に比べ半減する．その後は，ゆるやかに  

減少し12時間後には検出限界以下になった・血中濃度レ  

ベルほ，投与量に関係なく皮下投与が経口投与に比べー  

般に高い傾向が見られ，また，投与量では，投与方法の  

如何にかかわらず，100喝／短と50喝／短との血中濃度ピ  

ーク比は概ね2：1であり，連続投与においては，常に  

このパターンの繰返しが出現した．   

以上のように，生体内に投与されたAAMが，投与  

方法の如何にかかわらず，極めて迅速な消長挙動を示す  

理由は，AAMの有する化学的特性，即ち高度の水溶性  

とその化学構造上の活性二重結合の強い反応性によるも  

のと考えられ，また，投与12時間後の血液，更に24時間  

後の血液及び臓器からも検出されなかったことからみて，  

生体内に投与されたアクリルアミドモノマーは，その大  

部分が体内組織と急速に結合あるいは分解をするものと  

推定される．この事はAAM中毒の予防措置にあたっ  

て充分考慮されるべき点であろう．   

3．福岡県における主事死因に関する統計疫学的研究  

一死困別・性別・年齢階級別死亡数の比較一   

宿岡尉こおいて死因別にどの年齢階級（以下，年臍と  

略記）の死亡数が全国平均に比べて，異常に高いかを知  

ることは死亡の内部構造を知る上で重要である．ここで  

は，各死因別・性別・年階別に期待死亡数dsを，   

ds＝np  

によって求め，実死亡数dnと比較し，文献1）に従って  

統計的検定を行った．ここに，   

n：福岡県推計人口（昭和45～49年の性別・年惜別の  

累計）   

p：全国死亡率（昭和47年の死因別・性別・年階別に  

算出）   

dn：福岡県死亡数（昭和45～49年の死因別・性別・年  

階別の累計）   

① ds＝np≦5のとき，  

Pr（X≧dn）＝1－2e－］ス∬／X！，ス＝nPを求め，Pr  

（∬≧dn）≦0．01のとき＊＊， 0．01＜Pr（∬≧dn）≦  

0．05のとき＊を付した．   

⑧ ds＝np＞5のとき，  

t＝（dnqnp）／／np（1－prを求め，t≧2・32635の  

とき＊＊，1．64485≦t＜2．32635のとき＊を付した．   

主要死因の検定結果を表39に示す．表中の＊印は実死  

亡数が期待死亡数に比べて危険率5％で有意に多く，綿  

印は危険率1％で有意に多いことを示している．その結  

果，福岡県の総死亡数での憤向は，男子で30歳以上のす  

べての階級で全国に比べ極めて高い死亡数を示した．女  

子では，35～39歳，55～59歳を除いて，25歳以上で高い  

死亡状況を示した．個々の死因については，次のような  

分類ができた．   

イ）若年層に多い死因   

女の自殺・不慮の事故．   

ロ）中年層に多い死因   

男の糖尿病，自殺，脳血管疾患，腎炎及びネフローゼ．   

ハ）高年層に多い死因   

女の精神障害，腎炎及びネフローゼ．   

ニ）申・高年層に多い死因   

男女の全結核，感性新生物，高血圧性疾患，肝硬変．   

男の精神障害，心疾患，不慮の事故及び女の心疾患．   

ホ）若・申・高年層の全般で多い死因   

男女のインフルエンザ及び喝息．   

へ）すべての階層で全く有意に出ない死因   

男女の肺炎及び気管支炎，女の糖尿病，脳血管疾患．   

特に悪性新生物を部位別にみると，肝臓や子宮は30歳   
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衰 如  主要死因別・性別・年齢階椒別死亡数の全国比較検定結果  
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以上の多くに高死亡年齢階層がみられる・膵臓や気管支  

及び肺は防歳以上の高年層に集中している■以上のこと  

から，社会，経済的活動の中心となるべき30歳以上の年  

齢階層に，全国に比べて高死亡現象が多くの死因で見ら  

れることは重大であり，今後成人病検診や健康管理の普  
及充実等の措置が急務と思われた・  

参 考 文 献  

1）白石昌嵩：人口動態統計の地域保健活動への利用，   
厚生の指標，22（2），1975．  

衛 生 化 学 課   

当課の業務を行政依頼と一般依頼に区分し，その件数  

を比較したとき，昨年まではおよそ1‥1の比率であっ  

たが，本年度は年度初め手数料の大将引上げがあったた  

め，表40の通り一般依頼はかなり減少した・また試験検  

査の内容を検討すると（表41参照）食品中の添加物の定  

性定量，重金属類の定量などがかなりの部分を占めるこ  

とは共通しているが，相異点としては，一般依頼では一  

般成分分析（栄養分析）が50％以上を占めること，行政  

表 40  食  品  別  

依頼では残留農薬，PCB等のウェイトが高いことなど  

である．   

なお，試験した範囲内では，規格基準に適合しないも  

のほ，1部の食品に保存料が過量に検出されたこと，合  

成樹脂製器具の過マンガン酸カリウム消費量過量のもの  

があった以外にはほとんど見当らなかった．血液はPCB  

測定用の試料でカネミ油症に関連するものである・以下  

おもな業務内容を述べる．  

食 品 関 係  

1．よ産物の残留よ葉蘭査   

果実類9種14試料，野菜類22種認識料，穀類2種5試  

料，牛乳9試料，計槌試料について，有機塩素系農薬，  

有機リン系農薬，カーバメイト系農薬，及びヒ素，鉛な  

ど基準値が定められた項目について実施した．DDTは  

3件に0．001～0．008pp叫BHCは18件に0．001～0．042  

ppm，ディ）t／ドリンは7件に0．001～0．143ppmを検出し  

た．ヒ素は検査した17試料のうち5試料に0．05～0．11  

ppm，鉛は17試料のうち9試料に0．01～0．11ppmの範囲  

試  験  件  数  

行  政  依  頼  

判定を要する試験  判定を要する武験  
総件放  総件数  

適  不 適  適  不 適  

魚介・肉・卵類及びその加工品  
（か人語びん詰を除く）  

乳製品及び乳類加工品  

アイスクリーム・氷菓  

穀類及びその加工品（かん話・ぴん話を除〈）  

野菜類・果物及びその加工品  
（かん詰・ぴん話を除く）  

菓   子   類  

清涼・保存・清酒飲料  

かん話・ぴん話食品   

そ の 他 の 食 品   

添   加   物  
（化学的合成品及びその薬剤その他の添加物）  

器具・容器包装   

その他（母乳・血液を含む）  
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計  弛  216  2  257  

（注）51．4．1より手数料改正  

■1．つくだに頬■たれ等CMC・ふすま顆・梅夷製品  

■2．母乳10．血液花  

■3．砂糖・給食のり・スプレッド・マスタード・ハネーソフト等   

＊4．食品自ポール・透析用生理食塩水・おむつカ′」・クロレラ酵素・紙製トレー等   
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義 ヰ2 梅の実製品中のシアン  よ4一 食品の或験頑日劇（51．4－52．3）  

成  分  故  
名  シアン濃度（ppm）  拭 験 項 目  

行政依頼   一般依頼  
梅 実 塩 漬 け  

持 の 種 子  

アルコール漬けの梅（4 月経過）  

アルコール漬けの梅果肉  

梅 実 塩 漬 け（約1年経過）  

梅 肉 製 品（除、種子）  

梅  ご の み  

ね   り   梅  

梅  酒  

アルコール漬梅果肉  

アルコール潰梅種子  

個
7
0
鎚
2
6
鋸
3
1
0
7
2
5
5
7
5
7
5
6
 
 

6
2
5
 
9
 

2
 

1
 
2
 
 

一 般 成 分  0
0
3
0
2
3
0
5
8
0
3
1
0
3
6
1
0
4
7
郁
8
2
0
1
6
0
4
8
 
 

309   

6   

1  

10  

33   

2  

21  

20  

28  

26   

0   

0  

58   

0   

0  

18   

7  

10  

13  

食品添加物  

清涼飲料水  

牛   乳  

容器包装  

洗   剤  

規
格
試
験
 
 
防  腐  剤  

着  色  料  

甘  味  料  

潔  白  料  

発  色  剤  

劇 化 防止 剤  

重金属顆（Hg、Cd等）  

残 留 農 薬 類  

P C B  
ホルムアルデヒド  

け い 光 染 料  

ビ タ ミ ン 頬  

そ   の  他  

定量はビリジンーピラゾロン法によった。  

5．魚介類の水銀調査   

県下魚市場に水揚げされた近海産の魚介類30試料につ  

いて掩水銀の定量を行なった．検出範囲は，0．01～0．24  

ppm，平均0．04ppmであり，異状を認められるものはな  

かった．   

6．食パン中の流動パラフィンについて   

食パン製造の際の流動パラフィンの使用の有無が世上  

よく問題にされるので，市販の食パン12試料，オイル類  

2試料について検査を行なった．その結果を表43に示し  

た．   

鉱油の欄の（1）の数字はヘキサンで抽出した油脂中の成  

分で，カラムクロマトグラフィーの際，塩基性アルミナ  

に吸着されない物質（おもに流動パラフィンを含む鉱油  

類と考えられる）の量で，（2）の数字はTLCにより分離  

された，流動パラフィンと考えられる物質の概量であ  

る．流動パラフィン種物質は，天然成分として，その微  

量は広く食品中に含まれるものであるが，今回のパンか  

表 ヰ8  食パン中の流動パラフィ ン  

977  562  

内で検出した．いずれも基準値を大幅に下廻っているも  

のの，検出率の減少が鈍化してきた．今後検出されなく  

なるにはかなりの年月を要するであろう．また牛乳中の  

塩素系農薬の中で，基準値を上廻るものはなかった．   

2．バレイショ，ショウガに塗布した鉄化合物につい  

て   

棟記の食品に着色料として三二蘭化鉄を使用したとす  

れば，表皮にかなりの高濃度の鉄を含むものと予想され  

る．バレイショ中の鉄量は土質に影響されることが大き  

いと思われるが，通常0．5喝％前後と言われる．試験は  

表皮のみをはぎとり行なったが，いずれも（13試料）  

ND～1．11曙％であり，表皮の色からも，故意に鉄化合  

物を塗布したものとは考えられなかった．   

3．発色剤について   

ハム，ソーセージ等36検休について亜硝酸塩の検出を  

行なった．10ppmを上廻ったものが4試料あったが，い  

ずれも許容量を越えるものはなかった．発色剤の使用は  

年々減少の傾向が見られた．   

4．梅実製品中のシアンについて   

梅の実を主成分とする製品に相当量のシアンを含む恐  

れがあることが指摘されたため，表42に掲げる諸製品に  

ついてシアンの定量を行なった．すべての試料にシアン  

が検出され，とくに種子に多く含まれた．しかし，その  

摂取量，シアンの中毒豊から勘案すると問題に値する圭  

とは考えられない．ただし，新しい青梅実からは，かな  

りの量のシアンが検出される可能性は考えられる．  

鉱油分（％）  

No・品  
名％   （1） （2）  

0．0020 0．0013  

0．（氾20 0．叫14  

0．0077 0．0055  

0．（氾28 0．（氾12  

0．（氾35 0．∝妃1  

0．（泊2g O．（旧15  

0．0037 0．（旧18  

0．（氾22 0．（氾20  

0．0023 0．0019  
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らの検出量は0．0012－0．0055％であり，その量的な面か  

ら勘案して，故意に使用したものではなく，パンの原料  

に由来する天然成分と思われる．なお食品に対する使用  

基準は，パンのみに残存量0．1％以下と規定されている  

が，アメリカでは，パン0．15％以下，乾燥野菜果物0・02  

％以下，固形卵白0．1％以下，冷凍肉0．09％以下の規定  

がある．  

人 体 関 係  

1．血液中のPCBの性状について   

カネミ油症に係る油症認定者の血液中PCBの追跡調  

査，未認定者の症状診断の1手段としての血液中 PCB  

の調査を福岡県油症対策連絡協議会の委託により，北九  

州市環境衛生研究所，福岡市衛生試験所，久留米大学と  

共同で開始して3年目を迎えた．検査総件数，第1年度  

（昭49年）幻1件，第2年度243件，第3年度217件，計  

併1件に達する．その中には連続して検査を行なった例  

数も相当数含まれるが，油症患者の特徴的なGCパター  

ンと，その濃度はほとんど変化は見られなかった．また  

未認定者の中にも油症認定者に類似するPCB像を持つ  

人も相当数認められた．   

2．母乳中のPCB及び塩素系よ薬調査   

表44に51年度母乳中PCB及び有機塩素系農薬の分析  

表 朋  51年度母乳中PCB及び有機塩素系農薬  
分析結果  

結果を，表45にその経年変化を示した．塩素系農薬では  

β－BHC，PP’－DDEが全BHC，全DDTの大部分を占め  

汚染歴の古いことを示している．また最小値はこの3～  

4年釆ほぼコンスタントであるが，最大値，平均値に漸  

減の傾向が見られた．PCBは調査開始時よりほとんど  

変化はなかった．  

3．人体臓器中の圭金属調査   

環境庁委託による，標記の全国的バックグランド調査  

の九州地区を担当し実施した．検体は福岡市内の大学，  

病院において病理解剖に附された死体から摘出された肝  

臓，腎臓，心臓，骨，頭髪，大脳，小脳等の請願器，計  

253試料である．分析項目は，肝臓及び腎臓（亜鉛，カ  

ドミウム，銅，鉛，全水銀），頭髪（全水銀），心臓（カ  

ドミウム），骨（鉛），大脳（全水銀），小脳（全水銀，  

メチル水銀）である．   

以下主なる結果及び考察を概述する．   

水銀について：図3は各臓器中の全水銀の年齢階級  

別，性別の平均濃度のヒストグラムである．大脳，小脳  

は同じレベルで0．6ppm前後，肝臓及び腎臓ではオーダ  

ーが違って高くなる．大脳を1としたとき，その比は小  

脳1．2，肝臓5，腎臓10，毛52と毛は際立って高い．こ  

れからも体内水銀は毛髪に蓄積され易く，また毛は水銀  

の体外排泄のおもなるルートとなっていることが推察さ  

れる．加令による増加の傾向が見られたが，有意差検定  

では年令差，性差とも有意差がほとんどなかった．   

カドミウム：水銀と異なり，肝臓においては年令差，  

腎臓においては年令差及び性差が，心臓においては年令  

差がかなり明らかであった．とくに零才児の肝臓及び腎  

臓においてはほとんど含まれていないこと，及び女性の  

腎臓において加令による濃度増加が極めて大きいことが  

特徴的であった．零才児の低濃度はカドミウムの胎盤通  

過が行なわれないためであり，その後の加令による増加  

が大きい（図4）。  

対 
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表哺  有機塩素農薬及びP C B の経年変化  
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図13  各臓器申T－Hgの年令階級別平均値のヒストグラム  
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表 46  臓 器 別 各  

Liver  Kidney  

Cd  Zn  Pb  Cu  Hg  Cd  Zn  Pb  
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濃度：ppm  

表 47  年 令 と 金 属 濃 度 と の 相 関  

tissues  Hg  Ca  Zn  Cu  Pb  

LiYer  n＝三22（fもm且Ieのみ） n＝43  

ro＝0．285l  ro＝0．4301＊＊  

n ＝43  n ＝43  

ro＝－0．：泌13■  ro＝－0．4343＊■  

n＝39  

ro＝0．2596  

n ＝39  

ro＝0．7505   

n ＝40  

ro＝0．43封＊＊  

n＝39  

ro＝0．6396＊＊  

r（20．0．05）＝0．慾98＊  

r（盟，0．05）＝0．霊亜■  

r（40．0．05）＝0．刃胡＊  

銅：腎軌こおいては年令差がほとんどないにもかかわ  

らず，肝臓では他の金属とは反対に零才児がもっとも高  

く，50才以上の10倍以上に達した．これは同じ必須金属  

である亜鉛と大きく異なる点であるが（肝臓の亜鉛はす  

ペての年令に高い），銅は胎児及び新生児において，人  

体組織の造成に深い関係を持つことに由来するものと考  

えられた（図5）。   

表46は肝臓，腎臓申の各種金属の年令階級別の平均濃  

度である．肝臓では亜鉛，銅などの必須金属と言われる  

ものが高く，有害金属のカドミウム，鉛，水銀は，その  

1／10～1／20と極めて低かった．しかし腎臓では少し異な  

り，カドミウムが亜鉛とともに高濃度を示し，銅が肝臓  

のカドミウムと同程度に低かった．   

表47は表46の数値について相関検定を行なった結果で  

ある．もっとも相関係数が高いのはカドミウムであって  

いづれの臓器においても1％の危険率で相関がみられ  

た．亜鉛は腎臓においてのみ相関があった・銅及び鉛で  

は，肝臓において負の相関がみられた．その他同一臓器  

中の金属相互間の相関，異なる臓器間の同一金属の濃度  

相関等も検定した．以上を含む全国各ブロックの調査結  

果を総括した研究報告は本年度中に‘‘PCB等調査委貞  

会”よりなされる予定である．  

r（盟，0．01）＝0．4182＊＊  
r（40，0．01）ニ0．調詑●●   

放射能医薬品関係  

1．放射能憫重   

例年の科学技術庁委託事業としての雨水，ちり，海水  

及び海底土，陸水及び土醸，各種食品の全ベータ放射能  

測定，空間線量測定，牛乳申の1ユ1Ⅰの核啓分析及び本年  

表 48  医薬品宮庭用品試験件数  

行政依頼  一 般 依 頼  
区 分 品  名  

適  不適 適  

血液絹硫酸銅  

精 製 水  

ホ ルマリ ン  

マーキュロクローム液  

オキンドール  

アジマリン錠他  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
∩
）
 
0
 
0
 
 

4
 
2
 
5
 
5
 
6
 
9
 
 

2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

医
 
薬
 
品
 
 

人工腎臓装置  

0
 
（
U
 
O
 
O
 
 

O
 
2
 
1
 
1
 
 

7
 
 
2
 

剤
頬
 
l
 
他
 
 

め
 
 

ル
 
し
ん
開
 
イ
 
 
と
児
 
 

タ
 
お
 
ふ
 
幼
 
 

者
庭
川
品
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2．薬品，家庭用品試験   

表48に試料別検査数を掲げた．家庭用品及び医療用具  

の不適各4件，2件は家庭用晶のホルマリン濃度試験及  

び透析型人工腎臓装置基準に適合しなかったものである・  

度から137Cs，90Srの核種分析を行なったが，異状値は  

検出されなかった．また調査期間中，3回の中国核実験  

が行なわれたが，その影響はみられなかった．  

環 境 科 学 部  

表 49  項目別全依頼件数  大  気  課  

大気課の業務は，大気汚染及び惑臭の分析測定並びに  

調査研究に関することである．   

昭和51年度に実施した業務の概要は次のとおりであ  

る．   

県が大気汚染対策として行うもののうち，科学的裏付  

けを必要とする分析依頼調査は，煙道排ガス調査が1  

件，環境大気調査が17件等である．また同様に悪臭対策  

による分析依頼調査は7件である．   

次に環境庁の県に対する委託事業としての大気諌への  

分析依頼調査は煙道排ガス調査が2件，硫黄酸化物調査  

が1件である．   

さらに市町村の依頼調査は苅田町，水巻町，行橋市，  

大牟田市の調査で4件である．   

最後に謁査研究については，ふっ素化合物による地域  

汚染，環境指標としての蘇苔萩中の重金属量についてそ  

れぞれ行った．   

以上の事業を測定成分数で示すと，総数17，738件で，  

このうち県からの依頼調査は16，鵡8件，市町村からの依  

頼錮査は1，050件である．これからも明らかなように，  

行政的業務は全体の98％に達している．項目別全依頼件  

数を表49に示す．  

大気汚染関係  

1．ふっ素化合物による地域汚染  

1．1環境調査   

大牟田市にあるアルミニウム工場から排出されるふっ  

素化合物は，植物等に被害を与えることから，有害物質  

として排出規制が行われている．昭和44年以来福岡県と  

大牟田市が調査したふっ素化合物による地域汚染の実態  

を今回まとめた．   

発生渡であるアルミニウム工場は排出ガスについて，  

除去対策がなされ，除去効率は97％乃至98％となってい  

る．これに伴い環境大気中のふっ素化合物は昭和46年を  

最大として，その後は漸次減少の債向を示した・  

項  目  県  市町村  

44  35  浮遊粉じん（重量法）  

カ ド ミ ウ ム  

鉛  

亜  鉛  

網  

マ  ン  ガ  ン  

ク  ロ  ム  

3
5
3
5
3
5
謂
謂
3
5
芯
0
0
。
0
。
0
0
0
 
0
0
。
0
。
。
 
0
。
。
0
。
0
0
0
。
1
1
5
1
1
5
1
1
5
紀
1
1
5
加
 
 

20  

20  

20  

15  

20  

6  

18  

6  ニ  ッ  ケ  ル  

ア ン モ ニ 7  

トリ メチルア ミ ン  

硫 化 水 素  

メチルメルカブタン  

硫 化 メ チ ル  

芳香族炭化水素  

ふ  っ   素  

煙道排ガス調査   

ばい じ ん 量   

二酸化炭素   

酸  素   

一酸化炭素   

窒素酸化物   

硫黄酸化物  

環境大気調査   

二酸化硫黄   

二酸化窒素   

一酸化窒素   

一酸化炭素   

浮遊粉じん（光散乱法）   

風  向   

風  速   

交  通  量  

重 油 中 硫 黄  

降下ばいじん総量   

不溶解性成分   

溶解性成分   

水素イオン濃度（pH）   

貯  水  量  

硫黄酸化物（PbOt法）  

4
2
1
5
鋤
2
0
2
0
1
0
1
0
7
 
3
6
4
4
4
1
3
6
 
9
1
2
 

讐
慧
芸
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3
9
2
㈹
労
3
5
3
5
3
5
0
0
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0
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1．2 植物影響調査   

大牟田市において，ふっ素化合物の地域汚染を評価す  

るため，指標植物としてマサキを用い，昭和44年から継  

続して調査を行った．マサキ葉中のふっ素含有量は発生  

源から離れるにしたがって，減少傾向が認められた．   

2．環境指棲としての鮮類中の王金属霊について（第  

2報）   

樹皮上のヒロハツヤゴケが重金属のaccumulator pl－  

antとなりうることは第1報（昭和50年全国公衆衛生学  

会）において報告した．   

今回大牟田市にある亜鉛製錬工場周辺の42ヵ所でヒロ  

ハツヤゴケを採取し，その金属分析を行った．その結果  

カドミウム，亜鉛，鉛，カルシウム及び硫酸イオンにつ  

いては亜鉛製錬工場に近いほど高い濃度を示した・また  

各々の採取地点におけるヒロハツヤゴケの金属成分濃度  

の対数値と，亜鉛製錬工場からの距離との相関係数を求  

めるとカドミウム（ー＝－0．766），亜鉛（ー＝－0．670），  

鉛（ー＝－0．693）は高い負の相関が得られ，亜鉛製錬工  

場からの影響をヒロハツヤゴケは受けていることが判明  

した．   

3．セメントエ場焼成炉立入調査   

香春町にあるセメント工場のセメント焼成炉のばい煙  

の汚染物質を測定し，セメント工場届出値の確認を行い，  

さらにその工場付近の環境大気の汚染物質を測定し，香  

春町における大気汚染防止対策の基礎資料とする目的で  

県環境整備局公害課と共に調査を行った．調査期間は昭  

和51年5月17日から21日までである・   

大気汚染物質発生源である焼成炉の煙道において，ば  

いじん濃度及びばいじん中の金属，硫黄酸化物，窒素酸  

化物，酸素等を軋定した．また環境における調査はセメ  

ント工場から西南西に約400m離れている地点（以下調  

査地点Aとする）と，同じく工場からほぼ北東に約800  

m離れている香春町観測局での2カ所で大気汚染物質を  

測定した．   

3．1発生源調査   

硫黄酸化物についてはJIS K OlO3による中和法，ア  

ルセナゾⅢ法及びクロラニル酸バリウム法で分析した．  

その結果いずれの場合も50ppm以下であり，セメント工  

場届出値の40ppmと合致した．   

窒素酸化物についてはJISKOlO4によるフェノール  

ジスルホン酸法（以下P．D．S法と略す），亜鉛遺元ナ  

フテルエチレンジアミン法（以下亜鉛還元法と略す）及  

び定電位電解法による連続分析法で測定した．その結果  

オルザットガス分析法によって測定した酸素濃度で補正  

した窒素酸化物濃度の平均値はP．D．S．法で：狩Oppm，  

亜鉛還元法で290ppm，定電位電解法で270ppmの値が得  

られ，分析法の遠いによる測定値間の差はみられなかっ  

た．また会社が届出た化学発光法による測定値と今回の  

調査による測定値はほぼ同じ値であった．   

ばいじん濃度については3回測定し，それぞれ0．006  

g／m3N，0．0025g／m3N及び0．063g／m3Nであり，そ  

の平均値は 0．023g／m3Nとなった．このように3回の  

測定値間の′ヾラッキは大きく平均値を通常のばいじん濃  

度とみるのは困難と思われるが，届出値の最大0．05g／  

m3N，平均0．04g／m3Nと比較すると，今回の測定では  

最大値では上回り，平均値では下回っている値が得られ  

た．   

3．2 環境調査   

環境調査の結果を表50及び表51に示す．調査地点Aに  

おける風向がセメント工場の方向と一致しているとき，  

二髄化硫黄及び二酸化窒素は高い値が得られ，セメント  

工場からの影響が認められた．しかしながら調査地点A  

における測定結果はいずれも環境基準値に適合していた．  

香春町観測局における測定結果はいずれも低い値が得ら  

れ，セメント工場からの影響は認められなかった．表51  

に示す浮遊粉じんの濃度及び重金属濃度は2地点ともほ  

ぼ同じような値が得られた．  

表 50 香春町における環境調査  

調査地点A   香春町観測局  
測定項目 単位  

最高 点低 平均 最高 最低 平均  

二酸化硫黄 ppm O．0760．0080．0300．0170．0080．011  

一酎ヒ窒素 〃 0．0210．0000．胸 －  －  一  

二酸化窒素 ク 0．0330．∝略0．015 －  －  －  

一軒ヒ炭素 〃 4．01．0 2．6  － － 一  

弾適性子状物質mg血ユ0．110．佗 0．0530．12 0．010．鵬3  

表 引 ハイポリウムエアサンプラ一による浮遊粉  

じん成分分析結果  

分析項目  調査地点A  香春町観測局  

粉じん濃度   

C d   

P b   

Z n   

C u   

F e   

M n   

Ni   

C r   

68  102  

＜0．0006  0．00鵬   

0．018  0．014   

0．019  0．043   

0．008  0．014   

0．62  0．32   

0．056  0．014   

0．∝絡  0．007  

＜0．02  ＜0．01  

単位：ノ堵／mユ   

4・大牟田市コークスエ場影響調査  

大牟田市七浦地区の住民から大気汚染に関する苦情が   
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4．3 二酸化硫黄   

いずれの調査地点でも環境基準値に適合した値が得ら  

れた．   

4．4 浮遊粉じん   

ハイポリウムエアサンプラ一による浮遊粉じんの卸定  

結果は，工場数地内で175．1／唱／m3及び181．5／唱／m3を示  

し，工場周辺地域で平均62．6／唱／mユを示した．   

5．未規制施設戦じん排出濃度調査   

大気汚染防止法第18条の3に基づき，粉じん発生施設  

の構造等の基準を設定するための必要な基礎資料を得る  

ことを目的とし，環境庁の委託事業として，県環境整備  

局公害課と共に調査を行った．粉じん発生施設としてセ  

メント工場クリンカークーラーの排出口について実施し  

た．調査期間は昭和51年11月15日から19日までと昭和52  

年2月21日から25日までの2回である・なおこの調査は  

苅田町に所在する2っのセメント工場について行った・  

クーラーから排出される粉じんはマルチクロン，電気集  

じん器等を用いて集じんしている．その集じん施設の入  

口及び出口でのばいじん濃度を測定した．また集じん施  

設付近の環境の浮遊粉じん濃度をハイポリウムエアサン  

プラーを用いて測定した，これらの測定結果を表52及び  

表53に示す．セメントクリンカークーラーばいじん排  

出濃度の実測値の平均値は（Aセメント工場のNo・1キ  

ルンはクーラーからの採取口が離れていたため除く）集  

じん装置入口濃度で62．80g／m㍉，出口濃度で0．116g／  

m3Ⅳとなった．各キルンにおける生産方式及び生産量の  

違いによるクリンカークーラーの排出量の差は認められ  

なかった．集じん装置の違いによるばいじん排出量の差  

についてはマルチクロンと電気集じん蕃の組合せの場合  

表52ではキルンごとの平均値で示してあるが，各キルン  

における個々の測定では入口濃度及び出口濃度ともにバ  

ラツキが大きく一概に論ずることはできなかった・各  

キルンのうちで一番良い組合せはマルチクロンとグラス  

バッグフィルターで集じんしているAセメント工場の  

あり，その原因には同地区に存在するコークス工場から  

発生する汚染物の影響であるという．その大気汚染物質  

を発生する施設の中でも，取分け汚染の原因は旧式炉で  

あるG炉の漏れガスであり，これについて昭和49年9月  

に，調査を行った．しかしながら，この調査結果からは  

大気汚染状況をは握するには不十分であった．今回は環  

境大気について昭和51年8月5日から7日まで，県環境  

整備局公害課と共に調査を行った．調査項目はアンモニ  

ア，硫化水素，二酸化硫黄，浮遊粉じん等，また調査地  

点は，コークス工場数地内1ヵ所と工場周辺の4ヵ所で  

ある．   

4．1 アンモニア   

0．02N硫酸水帝液吸収法とインドフェノール法の両方  

で行った．0．02N硫酸水溶液吸収法において工場数地内  

で0．12ppmから1．7ppm，工場周辺地域で0．16ppmから  

1．40ppmの値が得られた．またインドフェノール法にお  

いては工場周辺地城の1ヵ所だけで測定したが最高は  

0．08ppmであった．因みに敷地境界線における大牟田市  

のアンモニアの規制値は1ppmであり，周辺地域でこの  

値を超えた地点があった．   

4．2 硫化水素   

メチレンブルー法による昼夜聞達碗測定及び環境告九  

（暗47．5．30）に準ずるガスクロマトグラフィー法（以下  

GC法と略す）による昼間だけの測定の2っの方法で行  

った．メチレンブルー法による測定結果は工場数地内に  

おいて，0．033ppmから30ppmとかなり高嶺度の硫化水  

素が検出され，工場周辺地域では，N・D（0．015ppm以  

下）から0．025ppmが検出された．GC法においては，  

工場数地内で0．0069ppmから0．13ppm，周辺地域で  

0．0025ppmから0．0061ppmの値が得られた．上述のメチ  

レンブルー法によって検出された30ppmという高濃度は  

夜間の値であり，労働衛生環境許容濃度（10ppm）を超  

えている．なお，敷地境界線における大牟田市の硫化水  

素の規制値は0，02ppmである．  

表 52 セメント工場粉じん発生施設におけるばいじん測定結果  フ  

A  セ  メ  ン  ト  工  場  Bセメント工場  
区  分  

恥．1キルン  N0．2 キルン  恥．3 キルン  恥．4 キルン  N仇1キルン  

集 じ ん 装 置 マルチタロン（MuC）  

電気集じん蓄（E，P．）  

ぱいじん濃度（g／dN）  

人  口  2．35  

出  口  0．136  

集じん効率（％）  鋸．21  

MuC  MuC  MuC  MuC  

E．P．  グラスバッグフィルター  E．P．  

93．44  63．05  51．04  7．391■   

0．062  0．059  0．113  0．181  

99．93  99．89  99．78  （98．23）  

■会社側データ   
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表 53  ハイポリウムエアサンプラ一による  

浮遊粉じん成分分析結果  
表 55 ダストジャーによる降下ばいじん中溶解  

性ふっ素濃度  

ヘセメント工場   Bセメント工場  
ア聖ミニウ 溶解性ふっ素（kg仙り月）  

調 査地点  ム工場から  種  別  10／‘  10／▲  10J－  10／イ  
カットなし カット付 カットなし カット付  の距離（b） 最高  最低 平均  

四 山 病院  

三 川 支所  

有 明 病院  

白金アパート  

大正小学校  

三池工業高校  

白光中学校  

三 池 干 拓  

三池変電所  

2
 
Q
O
 
9
 
2
 
尖
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1
 
9
 
1
 
9
 
 

1
 
1
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3
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7
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）
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1
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2
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7
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3
 
 

0
 
q
）
 
2
 
8
 
0
 
亡
U
 
6
 
亡
U
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1
 
 

1
 
 

1
 
5
 
0
 
2
 
（
b
 
1
 
2
 
0
 
0
 
 

2
 
5
 
1
．
4
．
2
 
4
 
1
 
1
 
1
 
 

粉じん濃度  359  2（氾  425  109   

Cd  

Pb  

Zn  

Fe  

Mn  

0
9
2
0
 
知
1
1
 
 

0
 
0
 
1
 
0
 
 

1
7
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8
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0
 
0
 
8
 
0
 
 

1
0
 
1
6
0
0
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0
 
0
 
4
 
0
 
 

1
1
 
5
6
 
9
0
 
罰
 
 

0
 
0
 
5
 
0
 
 

単位：／唱／m3   

No．3キルンであった．   

表53に示す環境中浮遊粉じんの測定は1q〝カット装置  

なしの場合と1恥カット装置付きの場合の両方で行った．  

両者の間には明らかな差がみられ，浮遊粉じん申に10／′  

以上の粒子が多いことを示している．  

6．大牟田地区ふっ素影響胡重   

大牟田市に所在するアルミニウム工場から排出される  

ばい煙に含まれるふっ素化合物の大気汚染への影響をは  

撞し，大気汚染防止対策の基礎資料とする目的でこの調  

査を行った．なおこの調査は昭和44年度から継続して行  

っている．昨年度と同様に県環境整備局公害課の依頼を  

受け植物華中及びダストジャーによる降下ばいじん申の  

ふっ素濃度を測定した．測定結果を表54と表55に示す．   

表54に示すように植物試料はイネ，マサキ，クワを用  

いた．マサキについてはアルミニウム工場から離れるに  

したがってふっ素濃度の減少が認められ，また対照とし  

て採取した当センターのマサキのふっ素濃度と調査地の  

イネ，マサキ，クワのそれと比較すると明らかな差がみ  

られる．さらに昨年度の植物葉中のふっ素濃度と本年度  

のそれと比べると本年度は若干高い値を示した．   

降下ばいじん中のふっ素濃度は表55に示すようにアル  

ミニウム工場からの距離減衰傾向ほみられなかった．ま  

表 54  植物葉中のふっ素濃度  

＜
 
＜
 
 

た昨年度のデータと比較すると，四山医院，三川支所，  

三池工業高校及び三池変電所のふっ素濃度は増加してい  

る．さらに本年度の大牟田市の平均は7．8短／血ソ月であ  

り昨年度（6．4短／血2／月）よりも上昇した．   

7．直方市硫黄酸化物許容額度等調査   

直方市における大気汚染防止法による硫黄酸化物の排  

出基準は，現在最下位にランクされている．この潮査は  

その汚染の実態をは達し，排出規準の程度のランク上げ  

のための基礎資料を得ることを目的とする．なおこの調  

査は環境庁の委託事業として行った．  

乗 56  直方市大気汚染調査  

年目 警。。鋸㍍）閻訊㍍  

51．11  

12  

52．1  

2  

3  

2
 
7
 
4
 
3
 
8
 
 

4
 
6
 
3
 
4
 
5
 
 
 

2
 
9
 
8
 
1
 
 

3
 
2
 
2
 
3
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

■PbOI法  

表 5丁 直方市二酸化硫黄（溶液導電率法）測定結果  
アルミニウム工場   ふっ素濃度  
からの距離（km）  （ppm）  

種   別  謝 査地点 調査年目 最 高  点 低 目平均値  

下規小学校 51．11  

新人′ト単相   11  

〃  12  

公害資源研究所  11  

直方観測局 51．11  
〃  12  

〃  52．l  

ヶ  2  

〃  3  

0．018   0．002   0．008  

0．026   0．001  0．006  

0．040  0．002  0．008  

0．018  0．001  0．005  

0．062  0．005  0．013  

0．056  0．005  0．015  

0．0別・  0．007   0．015  

0．050  0，003  0．016  

0．057   0．005   0．018  
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0
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2
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単位：ppm   
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9．直方市における大気汚染闊査   

9．1直方市日の出町における詣査   

北九州から直方市を庫て飯塚へ通じる国道200号線は  

交通量が多く，付近住民からの苦情が絶えない・そのた  

め自動車排気ガスによる大気汚染の実態をは超し，今後  

の大気汚染防止対策の基礎資料とする目的で，県環境整  

備局公害課の依頼を受け調査を行った．調査期間ほ昭和  

51年5月24日から25日までである．測定結果を表59に示  

す．   

表59の日の出町の測定結果は自動車台数の多さに比べ  

て汚染物質濃度は低い値が得られ，すべて環境基準値以  

下であった．  

9．2 国道200母線バイパス道路建設のための大気汚  

染謝査   

直方市内を通り抜ける国道200号線のバイパス道路建  

設に伴い，開通前のバイーパス道路予定地付近の環境大気  

を事前評価するために，県環境整備局公害課の依頼を受  

けて調査を行った．謝査期間は昭和52年1月12日から14  

日までである．測定結果は表59に示すとおりである・   

調査地点の大字頓野は閑静な農村地帯であり，約100  

m離れたところにお母線があり，そこでの交通量は昼間  

1時間当り100台から200台と少なく，自動革の影苧はあ  

まり考えられない．表59に示すとおり汚染物質濃度は低  

かった．  

10．飯塚市における大気汚染爛査   

飯塚市を通過する国道200号線バイパス開通に伴い，  

自動車排気ガスによる大気汚染の苦情が付近住民から出  

されたため，環境整備局公害課の依頼を受け調査を行っ  

た．調査地点は西町交差点及び給田字浦田の2ヵ所であ  

る．測定結果は表動こ示すとおりである．なお調査期間  

は表60の括弧内に示す．   

表00をみるとわかるように各汚染物質とも環境基準値  

以下の低い値を示した．また西町交差点と浦田地区との  

各汚染物質濃度を比較すると西町交差点の方が自動車通  

過台数が多い影響で汚染物質濃度は高い傾向がみられ  

調査期間は昭和51年11月から昭和52年3月まで，調査  

項目はいおう酸化物調査は，PbO2法によるものと溶液  

導電率法によるものとで行った．またデポジットゲージ  

法による降下ばいじん調査も行った．   

PbO2法による硫黄酸化物及び降下ばいじんの調査地  

点はともに10地点である．10地点の各月の平均値を表56  

に示す．これらの結果から考えると直方市における汚染  

度は低いものと思われる．溶液導電率法による二酸化硫  

黄の測定結果を表57に示す．表57をみるとわかるように，  

PbO2法と同様低い値を示し，環境基準値に適合してい  

た．  

8．飯塚市硫兼酸化物聯査   

飯塚市の硫黄蘭化物による大気汚染の実態をは適し，  

今後の大気汚染防止対策の基礎資料とする目的で，県環  

境整備局公害課の依頼を受けて行った．調査期間は昭和  

51年12月から52年3月までである．   

謝査方法はPbO2法によって市内の5地点で，また溶  

液導琶率法によって1地点で行った．調査結果を衰弱に  

示す・PbO2法による硫黄硬化物の飯塚市の4ヵ月開平  

均値は，0．37喝／日／100皿2で比較的清浄な大気であると  

考えられる．また溶液導電率法による測定結果は表誠に  

月平均値と1時間値の最高，最低を示しているが，環境  

基準値（1日平均値が0．鋸ppm以下，かつ1時闇値が  

0．1ppm以下）のうち1日平均値は全て適合していた  

が，1時闇値が0．136ppmを示したことが1回あり環境  

基準値を超えていた．  

表 鯛  飯塚市における硫萌酸化物調査結果  

年月（）  
溶液導電率法（ppm）  

最高  最低  平均  
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 自 軌車通過  

しては自動車排ガスの影響の他に，大川市内にある多数  

の家具製造工場において焼却される不用の木材層の燃焼  

排ガス中のばいじんの影響をも受けたためであると考え  

られる．   

表61における各市の平均値を比較すると大川市を除い  

ては0．05Ⅰ嘔／山前後の値を示した．  

11．3 二酸化窒素   

5市のいずれも環境基準値（1日平均値が0・02ppm以  

下）を上回っている日があった．5市のそれぞれ調査期  

間中において二硬化窒素が環境基準値を上回った日数と  

環境基準値に対して評価対象可能な日数との割合を示す  

と八女：4／6，筑後：3／6，甘木：1／6，大川：1／5，柳川  

：3／3のようになる．   

全平均値は表61に示したように，環境基準値前後の  

0．018ppm～0．023ppmの値が得られた・  

11．4 その他   

一酸化窒素の各市の平均値は0．015ppm～0・056ppmの  

値を示した．一顧化炭素は5市のいずれも環境基準値  

（1日平均値が10ppm以下）を示した・   

今回の調査においては一般的に浮遊粒子状物質，一酸  

化窒素及び一顧化炭素の産時変化のようすは朝方（9時  

頃）と夕方（18時～20時）にピークを示す二山型のパタ  

ーンが得られた．また二酸化窒素の経時変化は一山型を  

た．  

11．県甫5市における自動車排ガス影響偶査   

県南5市（八女，筑後，甘木，大川，柳川）における  

自動車排ガスによる環境汚染の実態を調査し，今後の大  

気汚染防止対策の基礎資料とする目的で環境整備局公害  

課の依頼を受けて行った．調査期間は表61の括弧内に示  

すように昭和51年10月から52年2月までである・測定結  

果の概要及び調査地点等を表61に示す・  

11．1二酸化硫黄   

5市における二酸化硫黄の測定結果は全て環境基準値  

（1日の平均値が0．04ppm以下）に適合していた．しか  

し表61をみるとわかるように，八女市の平均値（0．034  

ppm）は他の4市の平均値（0．014ppm～0．018ppm）よ  

り高い値を示している．この理由は調査地点付近の重油  

使用施設の影響か，または他に原因があるのか明らかで  

ない．  

11．2 浮遊粒子状物質   

大川市を除いては環境基準値（1日平均値が0．10喝／  

d以下及び1時間値が0．20喝／d以下）に全て適合して  

いた．大川市の場合，1月25日の平均値が0．178喝／dを  

示し，環境基準値を上回った．また1時間値は1月24日  

（3回），25日（7回）及び28日（1回）の合計11回0・20  

喝／d以上を示し，環境基準値を上回った・この原因と  

表 別  県南5市における大気汚染物質測定結果  

八  女  市  筑  後  市  甘  木  市  大  川  市  柳  川  市  
（51．10．25－11．1）（51．11．1－11．7）（51．12．4－12．21）（51．1．24－1．31）（52．1．31－2．7）  

項   目  単 位  

最高 最低 平均 点高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均  

＊   ■   ＊  
二酸化硫黄 ppm O．0790．0160．0別0．0320．0鵬0．0140．0410．0020．0180．0420，0070．0150．0290．0100．018  

浮遊粒子状物質 mg／m3 0．1450．0150．0410．1100．0100．0330．1900．0200．0620．お00．0100．0810．1400．0150．0封  

一酸化窒素 ppm O．1860．0020．0560．1050．0010．0150．1660．0010．0260．0790，0010．0160．0820．0030．029  

二酸化窒素  〃  0．0450．0070．0230．0670．0070．0190．0370．0050．0180．0470．0020．0190．鋸90．0100．023  

一酸化炭素  〃 10．5 ＜0．53．9 9．0 1．5 4．4 8．0 1．0 2．9 5．0 ＜0．51．7 8．0 2．0 4．0  

調査地点 一 義孟大正町U電機市析駐車場 姦琵甘木文化会館嘉字酒見大川農協片原町F商事横  

網査対象主道路  一  県道八女・大川韓 国道209号線  市道福岡・日田繰 県道八女・大川繰 県道柳川・南開線  

注 ＊は52．1．10－1．17に調査   
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表 糾 広川町におけるハイポリウムエアサンブ  

ランドによる浮遊粉じん成分分析結果  

示し，自動車排ガスの影響が如実にあらわれていた．い  

ずれの市においても二酸化窒素が環境基準値を上回っ  

た．他の汚染物については一部をのぞき清浄であったが  

今後交通量の増加も考えられ，引き続いて汚染物質の調  

査が必要であろう．  

12．筑紫野市における大気汚染調査   

筑紫野市湯町は県道5号繰が通り，自動串排気ガスに  

よる大気汚染が懸念されている．その汚染の実態をは垣  

するため，県環境整備局公害課の依頼を受けて調査を行  

った．なお九州縦貫高速道路の開通前後の昭和帥年2月  

と4月にこの地域で調査を実施しており，今回はその継  

続である．調査期間は昭和52年3月10日から3月17日ま  

でである．  

表 62 筑紫野市における大気汚染物質測定結果  

項 目 広川町 葦宮島宮田 睾均翳  

濃   度  

カドミウム  

鉛  

亜   鉛  

鋼  

マ ン ガ ン  

ニ ッケ ル  

ク  ロ ム  

109  1鵬  91．7．  

＜0．0鵬   ＜0．010  0．003  

＜0．05   ＜0．10  0．11   

0．掴  0．10   

0．01  0．16   

0．07  0．08  0．朗   

0．01  ＜0．08  

＜0．01  ＜0．1  

1）．2）：粛鑓に同じ  単位：俺／mJ   

っている．このため，広川地域の環境を事前に評価する  

いわゆる環境アセスメントを行う必要が生じ 今回環境  

大気について環境整備局企画課と共に調査を行った．な  

お調査期間は昭和52年3月23日から3月30日まで，また  

調査地点は広川町役場内である．測定結果は表（追及び表  

64に示すとおりである．   

エ場導入地区は調査地点の北方向と北北西方向の聞に  

位置している．調査期間中の風向頻度の高いものは，西  

（11．7％），南西（11．0％），北北西（9．8％），束（9．2％）  

であり，風向の変化は激しかった．今回の調査目的に合  

致する風向，即ち北（6．7％）及び北北西は全休に比べて  

少なかった．しかしながら風向の違いによる調査期間中  

の各汚染物質の濃度差はあまりみられなかった・   

表尉に示した広川町の平均値と昭和49年度に行った若  

宮，宮田における環境アセスメント調査の平均値及び公  

害地域でない住居地区における調査の全国平均値と比較  

すると，二酸化硫黄が0．021ppmを示し，他の2っの平  

均値よりも高い値であった．その他の汚染物質について  

はいずれも低い値であった．表64の浮遊粉じんについて  

は広川町の浮遊粉じん濃度が他の2つの平均値よりも高  

い値を示したほかはいずれも低い値が得られた・  

14．そ  の  他  

1）行橋市の依頼による降下ばいじん及び硫黄酸化物  

測 定ー頁 日   単位  放高  最低  平均  

二酸 化硫黄   ppm  

一酸化窒素  

ニ酸化窒素  

窒素酸化物  〃  
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表62に測定結果を示す．前回の測定値よりも今回は低  

い値が得られた．今回の調査期間中において二酸化窒素  

は環境基準値（1日平均0．02ppm以下）と比較し得る日  

数6日のうち3日間は環境基準値を超えていた．他の汚  

染物質についてはいずれも環境基準値に適合していた．  

今回の調査では自動車台数に比べて全成分とも低い値を  

示したが，これは気象及び地形による影響が大きいと考  

えられる．  

13．広川地域環境保全総合事前調査   

農村地域工業導入促進法に基づき，広川町日吉地区に  

おいて，昭和亜年11月島村地域工業等入実施計画が策定  

され，約84haの工場団地造成事業が実施される予定とな  

表 63 広川町における大気汚染物質測定結果  

測 走 項 目  単 位  崩 高  最 低  平 均  若宮・宮田平均1）全国平均2）  

二酸化硫黄  ppm  

浮遊粒子状物質  mg／mユ  

ー一酸化窒素  ppm  

二酸化窒素  〃  

窒素酸化物  〃  

一酸化炭素  ク  
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 1．4  

1）若宮・宮田地域環境保全総合事前調査：本年報旦37（昭和49年度）  

2）‘●環境における大気汚染物質の分布量に関する研究Ⅱ（屋外調査）”昭和49年3月   
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瀬査   

2）苅田町及び水巻町の依頼による硫黄酸化物調査   

3）大牟田市の依頼による浮遊粉じん申の金属分析   

4）環境整備局公害課の依頼による重油中硫黄分調査  

等を行った．  

憲 兵 関 係  

1．し尿処理場爛鷹  

1．1田川市営し尿処理場詣査   

田川市営し尿処理場における処理施設の一部の老朽化  

に伴う改造工事の前後の意臭発生状況をは握するために  

県環境整備局公害課と共に調査を行った．調査は昭和51  

年7月7日と昭和52年3月3日の2回行った．測定結果  

を表65に示す．   

第一回目の調査は処理場内で行ったが，表65に示すと  

おり，メチルメルカブタン（13ppb）と，硫化水素（44  

ppb）が高い値を示した．第二回目の3月3日の調査で  

はアンモニアが敷地境界線における規制値の1．Oppmを  

超えた値（1．5ppm）を示した．その他の値ほいずれも  

規制値以下であった．2回の測定結果の比戟ほ試料採取  

地点が違うので，困難である．  

1．2 水巻町し尿処理場調査   

水巻町し尿処理場においては中間市及び遠賀部からの  

し尿を処理しており，付近住民から悪臭の苦情があった  

ので，その実態をは超するため，県環境整備局公害課と  

共に調査を行った．調査日は昭和51年10月5日である．   

し尿処理場の敷地境界線とそれから約3m離れたA工  

業敷地内との2ヵ所で調査を行った．その結果を表髄に  

表 ¢5 田川市営し尿処理場の悪臭物質測定結果  

示す．   

表66をみるとわかるようにメチルメルカブタンのみが  

規制値（表65）を超えていた．   

2．t鶏場聯巨査   

築城町にある養鶏場周辺の住民から悪臭に対する苦情  

があったので，県環境整備局公害課と共に調査を行っ  

た．調査は昭和51年6月3日と8月20日の2固である．  

測定結果を表併に示す．なおこの結果は養鶏場内で測定  

した値であり，規制の対象とはならない．   

メチルメルカブタンについては表67に示すように2回  

の測定ともやや高い値を示している．その他の化合物は  

いずれも低い値が得られた．  

表 6丁 築上郡築城町の養鶏場悪臭物質測定結果  

測 定 項 目  単位 6月3日  8月20日  

ア ン モ ニ ア  ppm O．78  0．87  

メチルメルカブタン  ppb  6．0  6．1  
硫 化 水 素  ク   16  7．0  

硫 化 メ チ ル  ク  く0．5  く0．3  

トリメチルアミン  ケ  ＜0．3  ＜0．3   

3．筑穂町プロパンエ場爛圭   

筑穂町のプロパン工場で行っている使用許可期限切れ  

のボンベ検査の際，ボンベ中の残留物を水で洗い出して  

いる．この時に発生する悪臭に対して，付近の住民から  

苦情が出た．本調査はこの悪臭の実態をは握し，今後の  

対策の基礎資料とする目的で，県環境整備局公害課の依  

頼を受けて行った．なお調査日は昭和51年3月25日であ  

る．   

この工場での臭気ほ喚覚判断によると含硫化合物が主  

であると考えられたので，環境庁告示（昭．47．5．30）に  

準じて分析を行った．また試料の同定はガスクロマトグ  

ラフィー質量分析計で行った．敷地境界線における試料  

の分析結果は次の通りであった．ニ硫化メチル（0．050  

PPm），二硫化エチ｝L／メチル（0．05ppm），テトラハイド  

ロチオフェン（0．06ppm），二硫化エチ｝L／（0．077ppm）．  

水  質  誅   

水質汚濁防止法に基づき，河川，海域の水質，底質及  

び工場排水の分析調査を実施した．その内訳は，環境庁  

委託によるもの2業務，環境庁補助によるもの14業務及  

び県単独によるもの5業務で，総計21業務である．   

また水道法に基づく水道原水と給水の精密検査559件，  

飲料適否試験（井戸水の簡易化学試験）120件及び温泉  

法に基づく申分析3件，小分析2件を実施した．このほ   

51．7．7  52．3．3  
測 定 項 目 単位 ＋ ＋  規制値  

場内  敷地境界線  
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表 66 水巻町し尿処理場の悪臭物質測定結果  

測 定 項 目  単位 数地境界線 A工業敷地内  

ア ン モ ニ ア  

メチルメルカブタン  

硫 化 水 素  

硫 化 メ チ ル  
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以上，実地した業務における始成分絵数分析項目及び  

その対応件数は表68に示すとおりで，総数31，561であっ  

た．  

また実施した研究業務は，活性炭の吸着性を利用した  

水中微量水銀の原子吸光分析法（ZeemanEffect Mer・  

Cury Analyzerを利用），硝化反応段階におけるレスピ  

ロメ一夕一法と希釈法によるBOD値の比較，浮漂軽水  

生植物に対する重金属の挙動，糞便性汚染指標としての  

コプロスタノールの好気性及び嫌気性条件下での挙動，  

イオン電極の開発に関する研究，アルシンー原子吸光法  

による微量ひ素の定量などである．  

別  全  成  分  故  

か特に井戸水についての依頼者の苦情が多く，これに応  

じて飲料適否試験項目以外のものについて定性，定量分  

析を行った．   

以上の業務のほか，環境庁委託による「化学物質の分  

析法の確立及び環境謝査」ならびに「環境測定分析統一  

精度管理調査」を実施することになり，前者の調査にお  

いて各物質のうち当課が担当したのは，分析法の確立に  

ついてドデカクロロドデカヒドロジメタノジベンゾシク  

ロオクテン，環境調査については水中，底質中の剛ヒ学  

物質及びポリクロロターフェニルである・後者の調査に  

おいてはひ素及び全クロムの分析を担当した・  

表 甜  項  目  

項  目  定 性  定 量   項  目  定 性  定 土   

色  度  562   塩素イ オ ン  1，281   

濁  度  926   ふ  っ  素  5飢   

透  視  度  36   フェノール類  650   

茶発残留物  566   れヘキサン可溶性物質  344   

溶解性物質  8   電気伝導度  15   

S  S  l．2朗   T  O  C  6：B   

強 熱 滅 1  100   全  り  ん  514   

p  H  2．516   含  水  率  1別   

窒  素  520   硫  黄  72   

アンモニア性窒素  792  10   比  重  3   

亜硝酸性窒素  767   けい酸イオ ン  3   

硝＝酸性窒素  200  558   炭酸イ オ ン  3   

過マンガン酸カリウム消費量  756   遊 離 炭 酸  5   

B  O  D  l，2糾   硫酸 イ オ ン  10   

C  O  D  l，3封   よう素イオン  5   

D  O  l．017   臭素 イ オ ン  3   

稔  硬  度  7≡沌   カ リ ウ ム  16   

ナトリ ウ ム  16   ク  ロ  ム  452   

カ ル シ ウ ム  18   は  う  素  5   

マグネシウム  16   水硫イ オ ン  3   

鉄  810   メタ亜ヒ酸イオン  3   

マ ン ガ ン  6ひl   遊離 シ ア ン  21   

鋼  580  
650  テン  

40  
亜  鉛  

カドミウム   1，118  
ポリタロロターフェニル  12  

アルミニウム  5   ラドン含有量  5   

水  銀  1．191   魚朝生息試験  1   

アルキル水銀  416  硫 化 水 素  5   

ひ  素  1，065  
酸  度  5  

六価クロム  1．053  ア ル カリ 度  5  

シアン  558  526  外  紙  201   

鉛  1．0朗   臭 気 ・味  948   

有機りん  593 74  そ  の  他  21  32  

有機塩辛   5  計  4，080  27，481  

PCB  lO2  総  計  31，561  
陰イオン括性剤   611  

残留塩辛   562  
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環壌汚染関係  

1．有明海保全調査   

環境整備局公害課と共に昭和51年5月から52年2月ま  

での間に，10測定点において4回（24時間中2回），延  

べ8回採水調査を実施した．測定項目は，人の健康の保  

護に関するもののうち有機りんを除いた項目（カドミウ  

ム，シアン，鉛，6価クロム，ひ素，全水銀，アルキル  

水銀，PCB）及び特殊項目（”－ヘキサン可溶性物質，  

亜鉛，全クロム，フェノール類）である・ただしPCB  

の分析のみ年1国，4測定点について実施した・なお有  

機りんの分析を行わなかったのは，過去，検出された例  

がないこと及び分析法そのものに考慮すべき点があるな  

どの理由からである．   

分析の結果は，亜鉛を除いて，いずれも指定された分  

析方法の検出限界以下であった．亜鉛については，最小  

0．007ppm，最大0．044ppmで微量検出された・   

なお，その他の項目についての分析は有明水産試験場  

が実施した．  

2．周防灘流入河川調査   

環境室備局公害課と共に昭和51年5月から52年2月ま  

で，17河川，21測定点において4回（1回の調査におい  

て午前，午後それぞれ1回），延べ8回採水調査を実施  

した．測定項目は，一般項目（PH，BOD，COD，SS），  

人の健康の保護に関するもののうち有機りんを除いた項  

入
 
 
 

流
 
 

灘
 
 

防
 
 
 

周
 
 

表
 
 

調 査 結 果  

河 川 名  pH  BOD（ppm）  COD（ppm）  

0．7 －2．5  
1．53±0．64  

0．9 －7．4  
3．40±2．07  

0．7 －1．7  
1．30±0．31  

0．8－1．9  
1．23士0．43  

0．6－1．5  
1．05士0．28  

1．4 －4．0  
2．45±1．07  

0．6 －1．6  
1．16士0．36  

0．4 －1．3  
0．87士0．31  

1．0 －1．9  
1．34士0．33  

0．4 －1．1  
0．86士0．23  

0．3 －1．8  
0．71士0．47  

0．2 －1．3  
0．86士0．38  

0．1－2．0  
0．91士0．57  

0．4 －5．4  
2．ひ1士1．65  

1．5 －13．8  
5．75±3．96  

0．3－2．2  
1．10士0．舅  

0．7 －5．4  
2．41±1．68  

0．8 ～1．6  
1．12士0．25  

0．3－1．2  
0．81士0．33  

0．6－5．1  
1．55士1．48  

0．4 －2．1  
1．ひ1士0．55  

1．9－7．5  
4．69士1．75  

2．5－7．4  
4．59士1．！沌  

1．9～6．3  
4．14士1．52  

1．8－4．0  
3．08士0．65  

1．9－8．4  
4．13士2．37  

5．3－7．6  
6．36士0．76  

2．2－4．8  
3．65士0．朗  

1．3－4．4  
2．55士0．96  

2．0－6．4  
4．65士1．53  

2．0－5．0  
3．35士0．91  

1．2 －3．6  
2．10士0．80  

2．6－6．7  
3．98士1．26  

2．0 －3．1  
2．65士0．33  

2．8・－7．6  
4．51士1．61  

3．8 －9．4  
5．：強士1．80  

2．4 －5．6  
3．55士1．13  

2．6－7．7  
4．84士1．66  

2．2 －5．3  
3．33士0．89  

1．6 －3．2  
2．39士0．43  

3．0 －6．6  
5．14土1．12  

2．6－5．7  
3．三強±1．21  

′ト 波 瀬 川  

長  峡  川  

橋
 
橋
 
橋
 
 

寺
 
 

崎
 
川
 
 音
 
 
 

二
 
亀
 
長
 
 汐止橋   〈 1  

口 橋  1写：も；岩：3。  
盤 楕   く 65  

尾 橋  i写：主2諒㌫  

郷 橋   〈 96  

今  川  

江  尻  川  

祓  川  

音  無  川  

城  井  川  

′ト 山 田 川   

極 楽 寺 川   

真 如 寺 川   

上 河 内 川  

松 原 楕  
1 8  

宮 楕   〈 99  

幡 楕   〈 5  

西 の 楕  
1 2  

神 本 橋  i写：呈9諒‡1  

吾 妻 棉   
t 7  

福 間 橋   〈 62  

角 田 川   角田川揺   〈写：写6認… 
1  

中   川   中 川 橋  1写：喜9；言：苧1  

岩 岳 川   沓 洗 橋  
I 9  

佐 井 川   佐井川橋   〈宇：言9話芸1  

黒   川   新 川 橋  1 

友 枝 川   貴 船 橋   〈 9  

上段：最小値一最大値．下段：平均値±標準偏差   
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各類型別に不適値出現回数を当てはめてみたところ，表  

3の結果が得られた．すなわち表中の教は各類型の基準  

値を満足しなかった測定値の出現回数である．なお空欄  

は不通測定回数0を示す．   

以上の結果からBOD及びSS についての不適回数  

が多いことが認められた．また，河川別にみると上河内  

川の福間橋，長峡川の亀川橋，真如寺川の吾妻橋及び中  

川の中川橋ではかなりのBOD汚染が認められ，黒川の  

新川橋，小山田川の西の橋などでSSの高い値が検出さ  

れ，pH8．5を越えるものが城井川の浜宵橋で1回，黒川  

の新川橋で1回認められた・   

県が定めた各河川の類型指定を表70に示す・なお，全  

目（カドミウム，シアン，鉛，6価クロム，ひ素，全水  

銀，アルキル水銀，PCB）及びその他の項目（全窒素，  

全りん，TOC）である．ただし，PCBは年1回，9測  

定点について実施した．   

分析の結果，人の健康の保護に関する項目については  

すべて基準値以下であった．一般項目及びその他の項目  

の分析結果については表㊥に示した．なお全窒素及び全  

りんをそれぞれT－N及びT－P と略記した．   

また，生活環境の保全に関する環境基準において，河  

川についての類型，AA，A，B，C，D，Eの分類別  

に定められたpH，BOD，SSの基準値に対し，河川（測  

定点）別に得られたそれぞれの項目の実測値を比較し，  

表 柑  周 防 灘 流 人 河Jll調 査 結 果（つづき）  

河 川 名   測 定 点  SS（ppm）  TOC（ppm）   T－N（ppm）  T－P（ppm）  

0．0－0．2  
0．08士0．08  

0．0－0．2  
0．（ガ士0．07  

0．0－0．0  
0．（出土0．00  

0．0－0．0  
0．（カ±0．∞  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．2  
0．11士0．09  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．0  
0．（力士0．（抑  

0．0－0．0  
0．（カ±0．【D  

O．0－0．0  
0．（カ±0．（カ  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0 ■－0．0  
0．00士0．（追  

0．0－0．2  
0．（裕士0．07  

0．0－0．2  
0．08士0．08  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．0  
0．（力士0．00  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．0  
0．（力士0．（カ  

0．0－0．0  
0．00士0．（カ  

小波瀬川   二崎橋 1…．。；2写．。  8．3－21．9  
13．79士 4．65  

4．7 －20．2  
12．22士 5．04  

7．6－17．4  
11．49士 3．66  

3．9－12．6  
7．65± 2．96  

4．4－11．0  
7．53士 2．14  

6．4－23．6  
14．78士 6．18  

3．5－15．0  
10．19士4．03  

4．2－16．1  
7．40± 3．63  

6．1－15．4  
10．溺士 3．40  

3．8－14．2  
9．63士 3．62  

4．3－12．9  
7．煤；士 3．02  

6．4 －15．8  
10．05士 3．11  

5．5 －12．2  
9．44士 2．46  

5．3－13．5  
10．鮎士3．30  

6．9－21．7  
12．80± 4．70  

5．3－14．1  
11．14± 2．82  

4．5－16．4  
11．11士4．18  

3．5－16．1  
10．三強± 4．25  

2．2 －15．8  
9．59士4．26  

6．9－14．5  
10．41士 2．58  

4．7 一－14．0  
8．48士 2．92  

0．2 ～1．0  
0．63士0．29  

0．3 －1．3  
0．76士0，31  

0．1－0．8  
0．39士0．24  

0．0 －0，4  
0．24士0．15  

0．1－0．3  
0．18士0．10  

0．5 －1．3  
0．朗士0．22  

0．0 －0．7  
0．25±0．23  

0．0 －0．2  
0．11士0．11  

0．2 －0．6  
0．36士0．14  

0．1－0．4  
0．20士0．11  

0．0－0．2  
0．10士0．07  

0．1－0．6  
0．諮士0．17  

0．0－0．3  
0．14士0．09  

0．0－0．8  
0．諮士0．26  

0．3－2．8  
1．31±0．78  

0．1－0．3  
0．23士0．07  

0．2－0．5  
0．：犯士0．10  

0．1－0．3  
0．23士0，08  

0．0－0．8  
0．24±0．23  

0．1－0．3  
0．25士0．08  

0．0 －0．2  
0．13士0．07  

1岩．6；詣．8  
1芋．9；15。．6  
け。；3．9  
11‡．2；…呂．3  

長 峡 川  

今   川  

江 尻 川  

祓   川  

音 無 川  

妓 井 川  

小山田川   

極楽寺川   

真如寺川   

上河内川   

角 田 川   

中   川   

岩 岳 川   

佐 井 川   

黒   川   

友 枝 川  

常盤橋 1；．9；…§．6  

沓尾楕 11…．5；3…．。  
祓郷橋＋1諸完08．。  

松原橋 12．4；2去．3  
浜宮橋 1喜．。；1…．5  

赤挿・橋 け7；号．7  
西の橋 〈12．0；3…．。  
神本橋 †3．5；；．2  

吾妻楕 1g．7；1喜．1  
福間橋 1去．5；1芸．6  

角田川橋 1去．。；；．4  
中川橋 12．7；…．8  

沓洗橋 1去．1；乳8  
佐井川橋 け9；号．3  

新川橋 は1；1去≡．3  
貴船橋 1§．1；…．1  

上段：最小値一最大値．下段：平均値±標準備考   
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鼓 70 周防灘流人河川の類型別基準値に対する不適値出現回数  

pH  BOD  
河川名 測 定 点  

AA A B C D E AA A B C D E AA  

6
 
7
 
7
 
4
 
4
 
0
0
 
6
 
5
 
7
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

3
 
7
 
 

小波瀬川  二 崎 横  

長峡川† 
一  

今 川1 川止  

江尻川  常 盤 構  

成 川1 

音無川  松 原 橋  

4  2  

浜 宮 楕  

赤 哺 橋  
城井川†  

小山田川  西 の 楕  

極楽寺川  神 本 楯  

嘉如寺川  吾 妻 楕  

上河内川  福 間 楕  

角田川  角田川横  

中  川  中 川 楕  

岩岳川  沓 洗 横  

位井川  佐井川楕  

黒  川  新 川 麟  

友抜目  十 船 ■  

4
 
2
 
6
 
0
0
 
4
 
7
 
5
 
2
 
A
「
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

2
 
 

1
 
3
 
 
 
 
1
 
 

2
 
6
 
 
 
 
3
 
 

3
 
6
 
1
 
3
 
 

1
 
 

2
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 

喪 7一  周防灘流人河川の環境基準額型指定  

河川名  範   囲   類型 達成期間 島墓嘗蒜  口
日
 
 

月
 
 

年
 
 

行
 
施
 
 

策
 
 
 

施
 
 

黒  川  全  域  

友枝川  〃  

佐井川  〃  

岩岳川  〃  

中  川  〃  

角 田川  〃  

上河内川 〃  

城井川1 
真如寺川  全  域  

岩 丸川  〃  

極楽寺川 〃  

祓 川1 

今 川 I 

江尻川 全 域  

長峡一I11 

小波瀬川  全  域  

山国冊11  新谷摘より上涜  

山国川（2I  新谷棉より下流  

成
 
 

達
 
に
 
〃
 
○
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
ク
 
ケ
 
○
 
〃
 
〃
 
ケ
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
ケ
 
〃
 
〃
 
 

ち
 
 

直
 
 
 

A
 

A
A
 

A
A
A
A
A
A
A
A
A
B
A
A
A
A
A
A
B
A
C
A
A
A
A
 
 

S49．7．25  

ls48．3．31   
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BODが20ppmを越えたものがみられ，全窒素30ppm以  

上，全りん3ppm以上を示したものがあり汚濁が進行中  

である．健康阻害項目については，いずれの地点も環境  

基準値以下であった．   

6．矢部川水質調査   

環境整備局公害課と共に，矢部川水系（9河川，11測  

定地点）について，昭和51年6月から昭和52年3月にか  

けて，4回調査を行った．その結果は表73に示すとおり  

で，BODについては山下橋において10ppmを越えたも  

のがみられた．また飯江川橋及び中通橋で5ppm台がみ  

られたが，その他の地点ではいずれも5ppm以下であっ  

た．CODについては，三明橋及び山下橋で19～25ppm  

と他の地点よりやや高い数値を示した．全窒素及び全り  

んはいずれの地点も0．3ppm以下であった．   

また健康阻害項目については，いずれも環境基準値以  

下であった．   

7．矢部川水銀追跡闇圭   

九州地方建設局筑後川工事事務所と環境整備局公害課  

は矢部川の水及び底質中の水銀についてクロスチェック  

をする必要が生じたため，昭和51年11月に調査を実施し  

た．矢部川3地点の水16件とその地点の底質3件につい  

て全水銀及びアルキル水銀の分析を行った．その結果，  

水質の全水銀は0．0000～0．002ppmで，底質の全水銀は  

0．373～0．507〝g／g乾泥であり，アルキル水銀はいずれ  

も検出されなかった．   

8．博多湾流入河川調査   

環境整備局公害課と共に，博多湾流入河川（4河川，  

窒素については，上河内川の福間橋，長峡川の亀川橋及  

び江尻川の常盤橋で，他の測定点に比べて高い値が検出  

されたが，全りんはすペての測定点において0．5ppm以  

下であった．   

3．▲前地先海域爛査   

環境整備局公害課と共に昭和51年6月から昭和52年2  

月まで4測定点において4回調査（1回の調査において  

干潮時から満潮時の間2回採水）を行った．調査項目は  

〃－ヘキサン可溶性物質，シアン，カドミウム，鉛，ア  

ルキル水銀及びPCBでいずれの測定点においてもすべ  

て検出限界値以下であった．   

4．瀬戸内海栄養塩類収支挙動Ⅶ査   

瀬戸内海における赤潮発生に対するメカニズム解明に  

対し主要な要因としての資料を得るため，環境整備局公  

害課と共に昭和51年5月から11月にかけて，事業65ヵ所  

及び河川7地点について調査を行った．調査項目はCOD  

で事業場排水について最小値1．8ppm，最大値8，600ppm  

を示した．また河川水については2．3～5．Oppmであっ  

た．   

5．遺書，示像，粕丘，糸島地区の県内河川鯛査   

環境整備局公害課と共に，遠賀，宗像，粕屋，糸島地  

区の県内河川（13河川，16測定地点）について，昭和51  

年7月から昭和52年2月にかけて4回調査を行った．そ  

の結果は表72に示すように，宗像及び糸島地区の河川は  

一般に清澄でありBOD5ppm以下，CODlOppm以下で  

あった・汚濁が比較的著しかったのは，粕屋地区の中川  

（久保橋）水域であり，湊川（湊川橋）がこれに次ぎ，  

表 72 遠賀・宗像・粕屋・糸島地区県内河川調査結果  

BOD（ppm）  COD（ppm）  
水 域 名  測定地点  

最 小 最 大 蒜品彗 最 ′ト 最 大 蒜品彗  
汐 入 川  汐入川棟  

矢 矧 川  矢 矧 梼  

釣   川  砂 山 橋  

〃  多 札 橋  

〃  野 添 橋  

西 郷 川  浜 田 楕  

大 根 川  花 鶴 橋  

中   川  久 保 楕  

津   川  津 川 楕  

桜 井 川  汐 井 橋  

雷 山 川  加布羅楕  

長 野 川  赤 坂 橋  

一貴山川  深 江 楕  

加 茂 川  佐 波 揺  

福 吉 川  福 吉 横  

江   川  江川下流端  

7
 
7
 
8
 
1
 
2
 
9
 
9
 
8
 
5
 
9
 
8
 
2
 
3
 
3
 
4
 
5
 
 

0
 
1
 
0
 
1
 
1
 
0
 
0
 
2
 
3
 
0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
l
 
 

3．4  1．8士0．9  3．5  

15．0  5．6 士4．3  4．4  

1．2  0．9士0．2  3．7  

2．7  2．0士0．6  4．9  

3．2  2．0 士0．6  3．9  

6．8  3．1±1．9  4．1  

5．9  2．2 士1．6  4．7  

5
 
6
 
1
 
4
 
2
 
 

0
 
1
 
6
 
9
 
9
 
 

1
 
4
 
 

5  6．1士2．6  

6  14．9士13．5  

5．1士1．0  

6．5士1．7  

6．1士 2．0  

9．4  6．5士2．0  

10．2  6．9士1．9  

20．4  9．7士7．2  

14．1  6．3士3．6  

2．4  1．4士0．5  

2．4  1．6 士 0．5  

1．4  0．8 士0．4  

1．4  0．9士0．4  

3．7  1．1士1．1  

1．6  1．0 士0．5  

3．7  2．4 士0．8  

11．0  40．2  21．1士10．5  

22．6  12．0士5．4  

8．2  5．4士1．7  

9．4  6．1士2．0  

4．6  2．9士1．2  

8．1  3．9士2．1  

6．7  3．2士1．5  

6．2  4．3士1．7  

9．2  8．2士1．0   
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表 73  矢 部  川  水  質  調  

B  O  D  （ppm）  C  O  D  （ppm）  

測定地点  
平均値  
標準偏差  

平均値   
標準偏差  

上矢部111橋  

三 関 増  

販it川稽  

古 賀 橋  

三 明 橋  

晴天大橋  

磯 鳥 増  

山 下 橋  

中 通 橋  

星野川場  

鶴   橋  

2
 
5
 
5
 
1
 
6
 
4
 
1
 
7
 
1
 
1
 
6
 
0
 
0
 
0
 
0
 
∩
＞
 
0
 
0
 
0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
 

2
 
7
 
4
 
5
 
8
 
7
 
4
 
Q
U
 
8
 
1
 
7
 
 

1
 
1
 
5
 
1
 
4
 
1
 
1
 
2
 
5
 
1
 
3
 
 

1
 
 

0．7±0．3  

1．2±0．5  

2．4±1．8  

0．9±0．5  

2．0±1．5  

1．1±0．5  

0．8±0．5  

3．2±4．3  

1，9±2．4  

0．7±0．4  

1．5±1．5  

3
 
3
 
4
 
5
 
4
 
2
 
7
 
4
 
4
 
（
8
 
1
 
 

1
 
4
 
2
 
3
 
3
 
2
 
1
 
1
 
1
 
0
 
1
 
 

2
 
0
0
 
0
 
2
 
6
 
3
 
4
 
（
U
 
6
 
0
 
8
 
 

3
 
5
 
9
 
5
 
9
 
6
 
3
 
5
 
9
 
2
 
6
 
 

1
 
 

2
 
 

2．2±0．7  

5．0±0．5  

6．1±2．2  

4，2±0．6  

6．8±5．3  

4．0±1．4  

2．3±0．6  

6．4±7．8  

3．4±2．8  

1．4±0．4  

4．1士2．9  

湾
 
 
 

多
 
 
 

博
 
 

4
 
 
 

7
 
 
 

表
 
 

流 人 河 Jll 詞  

B O D  （ppm）  c O D  （ppm）  
水域 名  点

 
 

定
 
測
 
 

馴、  培大   

3
 
9
 
7
 
0
 
 

4
 
3
 
9
 
6
 
 

・
l
 
 

1．7±1．1  

1．7±1．3  

2．8±1．8  

4．3±2．1  

3．1±1．2  

3．2±0．5  

6．5士2．1  

8．8士3．5  

6
 
7
 
1
 
2
 
 

3
 
3
 
5
 
7
 
 

6
 
4
 
5
 
7
 
 

0
 
2
 
4
 
5
 
 

久原IIL  深井棉  

多々良川  大隈楕  

須恵IIL  酒殿橋  

宇美Ill  亀山新橋  

5
 
2
 
7
 
0
 
 

（
U
 
O
 
O
 
2
 
 

4測定地点）について，昭和51年7月から昭和52年1月  

にかけて4回調査を行った．その結果は表74に示すよう  

に，亀山新橋を除いて，BOD及びCOD ともに低く，  

それぞれ5ppm，10ppm以下の数値であった・   

また人の健康の保護に関する項目についてはいずれも  

表 75  大 牟 田 市 内  

検出されなかった．   

9．大牟田市内河川調査   

環境整備局公害課と共に昭和51年5月から52年3月ま  

で大牟田市の5河川，9測定点において4回（1回の調  

査において午前と午後とそれぞれ1回），延べ8回採水  

河 川 調 査 結 果  

水域名  測 定 点  pH  BOD（ppm）COD（ppm）SS（ppm）TOC（ppm）T－N（ppm）T－P（ppm）  

7．2 －9．3 4．5 －25，5 5．7 －19．7 15 －3812．9 －27．71．2 －6．5 0．0 －0．9  
8．（減士0．9210．66±6．4811．αl士4．41 22．6± 7．219．51±5．22 2．：弛士1，77 0．40±0∴犯  大牟田川  五 JJ 橋〈  

．‖i習琵蒜1  
馬場町取水堰j  

池  
！買主㌔酎  

御 幸 返 橋1  

恵 比 須 橋j  

三池電力所械堰一  

三池干拓内梼 

鹿児島本 
j  

鉄  く  

3．8 － 8．0  
4．48士1．42  

2．5 －6．1  
3．97士1．24  

4．5 －17．7  
8，42士4．69  

5，1－11．5  
8．14士1．83  

4．5－31．9  
12．45士9．30  

2．5 －5．3  
3．76士0，94  

5．8 －6．9  
6．42士0．38  

4．2 －8．2  
6．17士1．37  

15 －187  
5l．7±57．6   

8 －18  
12．12士4，12  

23・－456  
143．1士165．6  

10 ～30  
14．1士6．6  

10 －76  
28．5士22．1   

4 －77  
27．7士27．6   

8 －59  
27．1±16．7   

8 －29  
14．6士6．6  

10．2－23．5  
16．26士4．37  

6．4 －1Z．8  
9．87士2．29  

14．7－31．0  
22．15士5．77  

12．6－21．5  
16．76士3．24  

12．6－37．0  
23．91±7．70  

6．1－18．4  
12，35士4．82  

9，8 －15．2  
12．94±2．37  

8，0 －18，7  
12．31士3．21  

6．9 －8．1  
7．55士0．36  

7．4 －7．6  
7．50士0．09  

6．3 －7．8  
7．16±0．58  

6．9 －7．5  
7．30士0．26  

6．7 －9．4  
7．70士0．98  

6．8 －7．7  
7．37士0．37  

6．8 ～9．3  
7．66±0．91  

6．8 －7．4  
7．12±0．22  

1．1－4．7  
2．67士1．30  

1．4 －3．9  
2，44士0．78  

2，7 ～12．0  
4．糾士3．09  

5．8 －11．4  
8．42±1．99  

2．5 －19．8  
8，44士6．24  

0．3 －1．9  
1．04士0．48  

1．1－4．4  
2．97士1．20  

1．7 －7．6  
3．97士2．20  

0．2 －1．5  
0．67士0．43  

0．2 －1．1  
0．55士0．31  

0．5－6．6  
2．16士2．13  

0．4 －3．8  
1．49±1．12  

0．2 －3．0  
1．10士0．99  

0．2 －1．1  
0．40士0．29  

0．3－1．6  
0．71±0．44  

0．3－4．5  
1．47士1．63  

0．0 －0．4  
0．15士0．16  

0，0 －0．1  
0．06士0．05  

0．0 －0．7  
0．36士0．24  

0．0 －0．9  
0．49±0．29  

0．0 －0．6  
0．25士0．22  

0．0 ～0．1  
0．02士0．04  

0．0 －0．2  
0．11士0．08  

0．0・－0．7  
0．18士0．29   

諏 訪 川  

生面川  

白銀川  

隈  川  

上段：最′ト値一最大値，下段：平均値士標準偏差  
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簑 7‘ 大牟田市内河川の環境基準類型指定  

名称   範  囲   類型 達成期間 昌喜筈蒜 施 策 新年月日  

大牟田川（大牟田市西新町九番地地  
先の大牟田港係船護岸の屈折点から  
対岸に直角に引いた線より下流の港  

湾区域（以下「大牟田川港湾区域」  

という。）を除くJ  

大牟田川港湾区域  

潮止堰よ‘り上流  

〃  下流  

全   域   

三池電力所横堀より上流  

ク  下流  

E
 
A
D
 
B
 
A
 
B
 
A
B
 
 

達
 
 

ち
 
 

直
 
 

大牟田川  

共同排水処  
理施設の設  

置  

下水道整備  

の促進、し  
ゆんせつ  

上乗せ排水  
基準の設定  

〃  

〃  

5年以内に達成  

5年を越えて可及  
的すみやかに達成  

直ちに達成  

5年を越えて可及  
的すみやかに達成  

直ちに達成  
ク  

S  

47．4．20  

隈 川† 
鹿児島本鉄橋より上流  

下流   

表 77 大牟田市内河川の指定類型の基準値に対する不適回数  

河 川 名  測 定 点  指定類型  p＝  BOD  SS   全測定回教  

大 牟 田 川  五  月  席  E
 
D
 
A
 
B
 
B
 
B
 
A
 
B
 
A
 
 

3  2  8   

Jケ  

〃 l  

Jケ  

ク  

ケ  

ケ  

〃  

三池鉄道河口鉄橋  

馬場町取水堰  

旧三池鉄道河口鉄橋  

御 幸 遺 構  

4
 
 
 
 
 
7
 
1
 
3
 
3
 
5
 
1
 
 

諏   訪  川  

里  面  川  

白  銀  川  

隈  川  

1  

8  

2  5  

2  5  

6  

三池干拓内橋  

鹿児島本線鉄橋  

調査を実施した．測定項目は，一般項目（pH，BOD，  

COD，SS），人の健康の保護に関するもののうち有機り  

んを除いた項目（カドミウム，シアン，鉛，6価クロム  

ひ素，全水銀，アルキル水銀，PCB）及びその他の項目  

（塩素イオン，TOC，全窒素，全りん）である．ただし  

PCBの分析は年1回，2測定点について実施した．   

分析の結果，人の健康の保護に関する項目については  

すべて基準値以下であった．一般項目及びその他の項目  

の分析結果については表75に示した．なお全量素及び全  

りんをそれぞれT－N及びT－P と略記した．   

大牟田市内河川は各河川についてそれぞれ県によって  

類型指定がなされている．その結果は表76に示すとおり  

である．その基準値に対する不適測定回数は表77に示す  

とおり，BOp，SS に多くみられたが，馬場町取水堰の  

調査結果のみ各指定基準値を満足した．なお空欄は不適  

測定回数0を示す．  

10．大牟田川（港湾）有明水井詳細調査   

大牟田川は全長約8血の小河川で，沿岸工場群の排水  

と都市下水が河川流量の90％以上を占める特異な汚濁河  

川であった．   

国は同河川に対し，類型Eを5年以内に達成するよう  

指定していた（昭和45年9月1日付施行）が，昭和50年  

8月25日付で県知事権限により，同河川を類型Eに，ま  

た港湾区域を海域Cに指定し，直ちに環境基準値を達成  

するよう定めた．しかし前述したように，同河川水のほ  

とんどが工場排水と都市下水では，排水基準をいかに厳  

しく規制しても類型指定による環境基準値を満足させる  

のは到底不可能である．したがって，昭和49年度より汚  

染者負担の原則に立ち，県が事業主となって大牟田川河  

口（泊地を除く）のしゅんせつを開始し，引きつづき大  

牢f削Il河床のしゅんせつも実施した．これに対応する環  

境保全の抜本的対策として三井東庄株式会社大牟田工業  

所が中心となり，沿岸工場群の共同終末処理場の建設に  

昭和48年9月より着手し，50年3月未に完工した．長年  

工場排水路と異名された大牟田川はこれらの大手術によ  

り消え去ったが，かわって都市型汚濁河川に変ぽうし  

た．   

この事実に基づいて指定された類型の環境基準値を遵   
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成させることが急務となり，昭和50年度に引きつづき，  

環境整備局公害課と共に本年度は詳細調査を4国夫施し  

た．調査点は，非感潮域：七浦橋，感潮域：五月橋，中  

島構，魚市場上流，魚市場下流（港湾区域），大牟田川河  

口（港湾区域），有明海：大牟田川河口地先300m沖3点  

（表層と底層）の計9カ所で，原則として24時間中，有  

明海で4回，その他の調査点で13回の採水を行った・測  

定項目は，pH，COD，濁度，塩素イオン及び油分等で  

ある．   

環境基準の関係項目申，大牟田川については BOD，  

港湾区域についてはCODを選び，それぞれ，最小値～  

最大値及び平均値と榛準偏差を求めるとともに指定され  

た類型によって定められた基準値を越えた測定値の出現  

回数を求めてみた．その結果，表78，79のとおりで，大  

牟田目については，指定された類型Eを満足していない  

ことが認められる．この現象は，生活排水の流入量に対  

し，河川の固有水量が極めて少ないためと考えられる・  

対策としては下水道の整備拡充を行う以外にないと考え  

る．   

また港湾区域においては指定された類型（海域C）を  

完全に達成していることが認められる・試みに類型B  

（3ppm以下）とした場合，基準値を越える測定値の出  

現が若干みられる・もし大牟田川の類型達成が成功すれ  

ば，港湾区域の類型をBとしても達成可能ではないかと  

推定される．   

な払 類型達成の可能性の可否を推定する正式な試算  

法は環境庁が推計的手法によって定めているが，ここで  

は単純な計算により観察を試みた．  

11・大牟田しゅんせつ土捨場調査   

環境整備局公害課と共に大牟田川しゅんせつ終了後土  

持場底質の状況をは適するため，昭和51年9月に調査を  

行った・調査件数は底質20件で，全水銀，カドミウム，  

ひ素及び灼熱減量について分析した．その結果 それぞ  

れについての最低～最高値は水銀0．01～72．4，カドミウ  

ム0・8～304，ひ素4．54～724，灼熱減量70～240，油分  

0・000～12・4（全水銀，カドミウム，ひ素の単位は〝g／g  

乾泥，灼熱減量，油分の単位は喝／g乾泥である）であ  

った．  

12．大牢副Ilしゅんせつ関係   

環境整備局公害課と共に，大牟田川土持場の覆土工事  

に伴う，沈でん池溜水の政和こついて適否判断の資料と  

するため調査を行った．調査項目は全水銀，カドミウム  

及びSSで，5地点について測定した．その結果，全水  

銀及びカドミウムは検出限界値以下であり，SSは8～  

45ppmであった．  

1き・大牟田港泊地しゅんせつに伴う底賞詞査   

大牟田港代替バース建設につきしゅんせつが必要とな  

り底質の汚染状況をは握することを目的とし，昭和52年  

1月，船舶停泊地の底質調査を実施した．調査したのは  

5地点で，各地点いずれも表層より3mまでの垂直コー  

アを採取し，5層に分けて計25検体の底質中の全水銀，  

カドミウムについて測定するとともに，そのうち3検体  

については溶出試験を行った．  

14．河川底賞詞圭   

河川及び海域の水質調査と並行して，各水域の底質謝  

査（58測点）を実施した■ 調査結果は表80に示すとおり  

で，河川底質では大牟田市内河川のCOD，灼熱減量，  

カドミウム，鉛及び全水銀が他の河川に比して一般に高  

い傾向を示した．また海域底質では有明海のCOD，灼  

熱減量，カドミウム，鉛，ひ素，全水銀及び全クロムが  

他の海域より概して高い数値を示した．  

15．底千環境調査   

本調査は水銀，PCB等有害物貿による底質の汚染状  

況をは握し，環境浄化対策に必要な基礎資料を得ること  

を目的とした環境庁から県への委託調査で，環境整備局  

公害課とともに昭和51年7月に，大牟田海域，大牟田   

表 78  大牟田川におけるBOD値と類型指定値  

に対する不適値出現回教  

不 測定点 BOD（ppm）回苦  

七浦橋†1雲：＆；敦…0 別   77  

五月楕11墓：芋6語呂3 39  10310。。m  

中島楕1去：芋6諸芸5 20   
96 以下  

魚市場上流12：冨；1喜：至8 5   56  

上段：最小値一最大値．下段：平均値士標準偏差  

表 79  大牟田川港湾区域におけるCOD値と  

類型指定値に対する不適値出現回数  

不適値出現回数延測定 壁 蚕  
測定点 COD（ppm）  

類型（C）類型但）回 数還域昂  

雫市諾 け芸；3：芸 0   6 87  

高車田出 け芸話芸 0  11 82 

8 ppm 

上段：最小値～最大値．下段：平均値士標準偏差  
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表 80 河 川 底 質 調 査 結 果  
coD 灼 熱 硫化物 油 分 カド 全  鉛 ひ 素 全水銀 全  

水域名 pH融乾泥減％長雨乾泥融乾泥ふ蒜ふ蒜〟g乾泥縄僻泥劇醗ふ蒜  
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滝 上段：最小値，下段：最大値   

港，大牟田川，諏訪川から底質を採取した．供試底質  

（10件）について，カドミウム，鉛，全クロム，ひ素，  

全水銀及び灼熱減量の分析を実施した．また底質の一部  

（4件）について溶出試験を実施した．  

1t；．八女地区PCB調査   

花宗川，山の井川及び中の井川のPCB含有ヘドロ埋  

立処分を行うにあたり，処分地及びその周辺の地下水に  

与える影響をみるため環境整備局公害課と共に昭和51年  

8月に調査を行った．PCB調査件数は河川底質9件，  

地下水4件である．  

17．海水浴場水質Ⅵ査   

本調査は環境庁から県への委託業務で，昭和51年6月  

（シーズン前）と7～8月（シーズン中）の2回，環境  

整備局公害課と共に，県内の12海水浴場（シーズン中は  

4海水浴場）についてそれぞれ3測定点，1日2回の採  

水を行った．その結果は表81に示すとおりで，シーズン  

前12海水浴場中8海水浴場は「快適」，4海水浴場は  

「適」にランク付けされた．  

18．大濠公Ⅶ池水水質憫査   

油水の富栄養化現象をは轟し，浄化対策に必要な基礎  

資料を得ることを目的とし，環境整備局公害課と共に，  

昭和51年5月と8月の2回調査を実施した．第1回の詞  

表 82  大 津 公 園 弛  

表 別  海 水 浴 場 水 質 調 査  

COD（押m）  
場 所  時 期  

最 小 最 大 平均値  
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注 A：シーズン前（6月上旬）  

B：シ丁ズン中（7月下旬－8月上旬）   

査では池水7地点について表層及び中層の2層を午前と  

午後に2回採水し，PH，COD，BOD．TOC，SS，塩素  

イオン，溶存酸素，全窒素，全りん，ABS について分  

析を行い，第2回の調査でほ6地点について表層のみを   

水 水 質 調 査 結 果  

pH  溶存酸素  COI）  BOD TOC  SS  塩素イオン  全窒素 全りん  

第1回  9．3±0．110．3士0．7 9．0土0．4 5．7土0．8 26．9±1．9 52．4±6．7 3，401±58 2．6±0．20．11士0．01  

第2回 9．0±0．1 8．3±0．5 5．8士0．3 2．4±0．2 21．0±0．9 23．8士1．2 1．439±27 1．0士0．10．00±0．00  

注、平均値土標準偏差、PH以外の単位はppm   



－48一   

採水し，PH，COD，BOD，TOC，SS，塩素イオン，溶  

存簡素，全窒素，電気伝導度及び硫化物について分析し  

た．その結果は表82に示したとおり，各成分とも地点  

別，層別，時間別の変動は少なく，差異はみられなかっ  

た．富栄養化の大きな因子とされる全窒素及び全りんは  

富栄養化指標とされる濃度（全窒素0．15ppm，全りん  

0．02ppm）を越えていた．第2回の調査は第1回の調査  

に比較して各成分とも低濃度に推移した．  

19．松くい虫防除のための丘薬散布に伴う井戸水汚染  

tl圭   

県林者部緑地推進課は，5月下旬から6月中旬にかけ  

て松くい虫の防除対策として県内北部地域にスミチオン  

を散布した．環境整備局公害課と共に散布地域の井戸水  

の農薬による汚染の有無をは摩するため調査を行った．  

謝査した井戸水（55件）申1検体からスミチオン0．0016  

ppmが検出された．  

エ場排水関係  

1．エ場排水調査   

環境整備局公害課と各保健所ほ特定事業場617に対し  

て，水質汚濁防止法に基づく排出水調査のため立ち入り  

採水を行った．   

分析の結果は表83に示すとおりで，調査対象事業場排  

表 8さ  工 場 排 水 調 査 結 果  

出水のうち排水基準に適合しなかったものは155事業場  

で，調査事業場の25％を占めた．業種別では食料品製造  

業が最も多く，次いでし尿処理施設，故紙再生業，メッ  

キ業などであった．   

また業種と不適項目の関係をみると，食料品製造業で  

はpH，BOD，COD，SS について排水基準に合致しな  

かったものが多く，し尿処理施設ではBOD，故紙再生  

業ではPCB，SS，メッキ業ではシアン，亜鉛，六価ク  

ロム，銅，金属加工業でほ鉛，鉄加工業では溶解性鉄，  

病院では全水銀，製油業及びと畜場では舛－ヘキサン可  

溶性物質，ホーロー製造業ではふっ素が，それぞれ排水  

基準をオーバーししているのがみられた．   

2．メッキ工場排水爛査   

衛生部薬務課と共に，昭和51年12月から52年2月にか  

けて，メッキ工場排水の遊離シアン及び全シアンの調査  

を行った．21件の調査の結果，遊離シアンは0．00～0．30  

ppm，全シアンは0．00～0．68ppmであり，排水基準を越  

えたものはみられなかった．  

飲料水・鉱泉関係  

1．水道原水及び給水の精密検査   

本年度も，新設，増設及び既設の水道原水，給水につ  

いて検査を行った．総検査件数は558件で，内訳は原水  

326件，給水232件であった．それぞれの不適件数を詣べ  

たところ，原水219件（即．2％），給水72件（31％）であ  

った．   

項目別の不適件数は，表84のとおりで，昨年度同様，  

表 84  水道原水及び給水の項目別不適件数  

測 定 範 囲  排水基準  

不適率（％） 
調査件数  分 析項 臼  
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の増加である．   

項目別不適件数は表軌こ示したとおりで，外観異常，  

鉄過真による不適が多く認められた・   

なお，本検査の項目には含まれていないが，“水道原  

水及び給水の精密検査，，で述べたように，水道法で定め  

られたマンガンの基準値を越える井戸水が目立って多く  

認められた．   

3．鉱 泉 分 析   

本年度実施した鉱泉分析の内訳は，申分析3件，小分  

析2件，ラジウムエマナチオン測定1件であった・申分  

析の結果判明した泉質と数は，含重曹食塩泉1，放射能  

泉2であった．小分析の結果，1件は炭酸土類泉，他の  

1件は温泉法にいう温泉と推定された・  

濁度，色度，鉄についての不適件数が多く，特に原水に  

ついて著しい憤向が認められた．またマンガン含有量の  

多い地下水が比較的多数認められた．この現象は当県の  

地域的特徴かどうか今後検討する予定である．   

なお，原水についての水質基準値はないが原水の清濁  

度及びその内容をは握することは浄化法の検討に対して  

参考となるため，給水の水質基準値を用いて項目別に適  

否判定を試みた．   

2．飲料適否検査（飲料水簡易検査）   

本年度実施した飲料適否検査件数は189件で，不適件  

数は120件（63．5％）であった．昨年度に比べて20．0％   

表 85  飲料適否椎査における項目別不適件数  

項  目  不適件数  

孟憲孟諾霊廟寺剛   16  

硝  酸 性 窒  素  3  

塩  素  イ  オ  ン  14  

過マンガン醸カリウム消費量  20  

環 境 理 学 課   

当課における業務としては産業廃棄物や一般廃棄物等  

の処理に関する調査研究，廃水の処理技術に関する調査  

研究，環境の騒音振動に関する調査研究等がある・昭和  

51年度（51年4月～52年3月）に当課で行った検査業者  

は有害物質に係る産業廃棄物実態調査，県下製紙汚でい  

中のPCB含有量の調査，鉱さい中の有害物の調査，国  
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表 86  有害物質に係る産業廃棄物の分析結果（判定試験）（ppm）  
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道200号線道路交通振動調査，大牟田市低周波振動実態  

謝査，在来鉄道騒音振動実態調査，宗像バイパス道路交  

通振動謝査，工場騒音アセスメント基礎調査，三橋町鉄  

工所から発生する騒音の調査，添田町工場騒音調査，新  

幹線鉄道騒音等状況調査，穂波町ブロック工場振動調  

査，浮羽町工場騒音振動調査等であった．また環境庁委  

託の昭和51年度環境測定分析統一制度管理調査として送  

付試料についての分析も行った．  

廃棄物関係  

1．有害物平に係る産業廃棄物実態調査   

厚生省から県への委託業務で県環境整備局整備課の依  

頼により，有害物質に係る産業廃棄物の排出事業所をは・  

握し，その処理状況を明らかにして，今後の産業廃棄物  

対策の基礎資料を得る目的で，昭和51年9月から昭和52  

年1月まで検体の採取からその分析を実施した・その調  

査結果は表紙 表即のとおりであるが，これを要約する  

と次のとおりである．  

1）判定基準の項目ではないが脚異常（脚5未満，  

9．01以上）の検休が9検体あった．   

2）判定試験の結果次の事業所の検体から埋立処分の  

判定基準を超える有害物質が検出された・   

ア）No．10 （汚でい） 鉛  78．8ppm   

イ）No．14 （汚でい） 水銀  1．57ppm   

ウ）No．15 （汚でい） 水銀  0．06ppm   

エ）No．3 （汚でい） 有機塩素化合物 33．8％   

オ）No．4 （焼却灰） 有機塩素化合物 鑓．4ppm  

2．県下製紙汚でい中のPCB含有暮の爛査   

県環境整備局整備課の依頼により，故紙再生汚でいの  

発生処理及び性状の実態をほ適するとともに，同汚でい  

の適正処理の行政指導を行うことを目的としたもので，  

昭和51年1月から3月まで検体の採取及び分析を実施し  

表 88  製 紙 汚 で い 分 析 結 果  

P C B  

検体番号  含水率（％）  
溶出試験  含有量試験   
ppm  ppm（乾でい）  

70．0  0．00（逓  21．7  

66．1  0．（氾09  26．5  

67．1  0．（氾34  47．1  

75．1  検出せず  測定不能  

60．0  0．（氾10  糾．5  

82．3  0．0003  9．7  

70．1  0．0004  50．2  

63．9  0．0053  25．6  

69．4  0．0003  22．9  

67．6  0．（氾03  25．5  

1
 
2
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4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
1
0
 
 

表 87  有害物質に係る産業廃棄物の分析結果（含有量試験）   ppm（乾でい）  

検体番号 含水率防） 金水銀 カドミウム  鉛   有機リン   全クロム  ヒ  素  全シアン  P C B  

1  63．6  

2  75．6  

3  30．7  

4  6．89  

5  21．4  

6  93．1  

7  46．0  

8  70．6  

9  7．74  

10  44．7  

11  31．1  

45．5  

45．2  

検出せず  198000  

〃  1660  

0．23  

653  

1880  

検出せず  

7．21  

検出せず  0．63  

I2  20．0  ケ  

13  46．3   1130（刀  

14（1〉   24．6  

14ほ〉   70．5  1640  ず
1
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ず
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15  62．6  378  145  2720 検出せず  

16  72．5  検出せず   407  検出せず  ク  

ず
 
 

3
。
6
7
批
■
＝
＝
 
1
 
1
 
検
 
 
 

17（1）   3．48  

17（2）  35．4  

18  0．01   

4420  ク  

検出せず  

19  0．11  ク  〃  

20  0．01  

21  0．01  検出せず 検出せす  
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その結果を要約すると次のとおりである．   

1）全調査地点（対象工場別）ともほぼ同様な周波数  

特性を持っており，周波数帯域別による音圧レベルの最  

大値はNo．1地点で79dB（25Hz，31．5Hz），No．2地  

点77dB（10Hz），Nb．3地点で74dB（4打z），Nb．4  

地点で 71dB（20Hz），No．5地点で74dB（12．5H2；）  

であった．   

2）全調査地点とも音圧レベルは80dB前後であった  

が，調査中ほ特に低周波空気振動の影響は身体に感じら  

れなかった．   

3．在来線鉄道層音振動実態爛査   

本調査は環境庁から県への蚕託業務で，在来鉄道の騒  

音振動の実態を調査し，在来鉄道の騒音振動が沿締住民  

に及ぼす生活環境上の影響について調査するものであ  

る．調査は環境整備局公害課とともに昭和51年8月24日  

から29日まで行った．測定地区は国鉄沿線2ヵ所，私鉄  

（西鉄）沿線2ヵ所である．測定地点は騒音の場合，測  

定側軌道中心から12．5，25，50及び100mの4地点，振  

動の場合，12．5，25及び50mの3地点の測定を軌道に沿  

って50m間隔で3ヵ所合計9地点で行った．列革区分は  

国鉄については特急，急行，普通（快速，特別快速を含  

む）及び貨物の4区分，私鉄については，特急，急行，  

普通の3区分とした．測定回数は騒音の場合，列革の区  

分毎に上下それぞれ4列串，振動の場合，各地区の代表  

た・その調査結果は表88のとおりで，これによると溶出  

試験で判定基準を超えるものNo．3，No．8の2検休が  

あった．   

3・鉱さい物申の有書物の闇査   

県環境整備局整備課の依頼により，昭和52年3月鉱さ  

い申の有害物の帯出試験を行った．その結果は郎10．7，  

鉛244ppm，カドミウム，ヒ素，6価クロムはいづれも  

検出しなかった．  

翳音振動関係  

1．国道2（氾号線遺産交通振動闇査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和51年7月14日～  

15日飯塚市大字飽田の国道200号線沿線において道路交  

通振動の実態調査を行った．当該道路は4車線で，1時  

間当りの平均交通量ほ昼間904台，夜間359台で路面状態  

は良好である．軸足は摂動規制法の道路交通振動測定方  

法に基づき各時間毎に約10分間測定した．測定結果は  

LlO値（80％レンジの上端値）で43～49dBで，道路交  

通振動に対する要請限度以下であった．   

2．大牟田市低周波空気振動実態堺査   

県環境整備局公害課の依頼により，昭和51年7月22日  

大牟田市内で低周波振動の影響が生じていると思われる  

家屋内外で実態調査を行った．各調査地点における低周  

波空気振動1／3オクターブ周波分析結果を表89に示す．  

表 89 ％ オ ク タ ー ブ 周 波 数 分 析 結 果  

早米来町B宅 泉 町 C 宅  東 町 D 宅  ％オクターブ  浪 花 町 A 宅  
中心周波数（HZ） 軋1（室外）   恥．2（室内）  N仇3（室外）  N0．4（室外）  No，5（室外）  
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オー′くホール＊  82  81  78  78  

■、オー′くオールとは周波数分析器を通さかl場合の総合的を音庄レベルを意味する。   
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地点では測定時間中に通過する全列車について，残りの  

地点については上下それぞれ2列車について測定した．  

測定項目は騒音の場合，（1）瞬間ピーク値（たち上がり直  

後の瞬間ピーク値）（2）安定ピーク値（列車通過音が安定  

した時の騒音レベル）（3）警笛ピーク値（警笛をならした  

表 90  在 来 鉄 道 騒  

際の騒音レベル）（4）暗騒音レベル（5）通過時間（6）列車速度  

（7）周波数分析（25m地点で録音分析）（8）継続時間である．  

振動の場合，（1）列車振動レベル（上下方向）（2）暗振動レ  

ベル（3例草速度（4）継続時間である．   

測定結果は表90のとおりである．表00に示すように列   

音 測 定 結 果（平均値）  （単位 dB）  

測 定 側 通 過  反 対 側 通 過  
測定地区名  線路構造 軌道からの距離（m）  

特急  急行  普通  貨物  特急  急行  普通  貨物  
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2）LlO値（80％レンジの上端値）と大型車台数（10  

分間当り）Qとの間には相関関係があり，関係式LlO＝  

0．04Q＋31．4（乃＝24，ー＝0．632）を得た・   

5．エ場唇音アセスメント基礎調査   

本調査は環境庁から県への委託業務で，昭和帥年度に  

実施した工場単位の騒音発生実態調査（工場騒音原単位  

調査）に引き続き，工場が集合する地域（特に工業団  

地）についてその騒音がどのように分布しているかを調  

査し，工業地域開発，工場団地の整備に伴う騒音に関す  

る環境アセスメントを行ううえでの基礎資料とするもの  

である．調査内容は（1）団地内外の騒音分布状況調査（2）団  

地からの騒音伝ば状況調査及び（3）入居工場の業種，従業  

員数，出荷額，電力使用量等調査からなっており，この  

内当公害センターは（1）（2）の調査を担当した・調査は環境  

整備局公害課とともに大川市，筑後市，大木町及び所管  

保健所の協力を得て昭和51年9月から12月まで行った・  

調査対象団地は製材団地と織物工場集合地域（以下，織  

物団地とする）である．各調査方法及び調査結果は次の  

とおりである．  

1）団地内外の騒音分布状況調査   

工場団地または集合地域を一辺が50～100mのメッシ  

ュになるように線引きし，その交点において工場操業時  

間帯について1時間毎に】．回5分間測定した（交点数は  

1工場団地当り約50地点である）．測定値は5秒間隔50  

回法により中央値，90％レンジの上 下端値を求めた・  

測定結果は測定地点によってさまぎまで，製材団地の場  

合，中央値で最高88dB（A）から最低47dB（A），織物  

団地の場合，最高74dB（A）から最低36dB（A）であっ  

た．表92は全測定地点の結果を時間別に平均したもので  

ある．表93は団地の境界線上における結果を平均したも  

のである．結果に示すように境界線上における平均値は  

串区分による騒音レベルの差は国鉄の場合，貨物列車を  

除き殆んどなかった．これは一般に考えられる程，列車  

区分間に速度差がなかったためと思われる．私鉄の場  

合，特急電辛が他の列車に比べ大きい値を示す傾向にあ  

った．ところで，今回の結果を県内の新幹線騒音調査結  

果と比較すると在来線の方が大きい値を示している．ま  

た，今回の調査地区に新幹線の環境基準（地域の類型  

Ⅰ，70dB（A）以下）をあてほめるとすれば軌道から約  

50m附近まで基準を上回るようである．振動については  

表91に示すように国鉄の列車区分による差は殆んどな  

く，私鉄では特急電車が他の列車に比べ大きい値を示し  

た．また，人間の振動蘭値を55dB（地表値換算値）と  

すると軌道から約25m程度まで有感範囲に入るようであ  

る．これらの結果から判断すると，在来鉄道の騒音振動  

は沿線住民の生活環境に大きな影響を与えていると考え  

られる．   

4．宗像バイパス道鏑交通振動調査   

環境整備局公害課の依頼により，昭和51年9月6日～  

7日宗像町自由ケ丘3丁目の宗像バイパス沿線1において  

道路交通振動の実態調査を行った．当該道路は2車線の  

コンクリート舗装道路で路面に一部補修した箇所がみら  

れるが凹凸，段差等はなく普通の状態である．10分間当  

りの平均交通量は昼間小型車149台，大型車66台，大型  

車混入率30％，夜間小型車68台，大型車27台，大型車混  

入率32％であった．測定は道路の用地境界と道路に最も  

近い民家前の2地点において，振動規制法に定める測定  

方法に基づき各時間帯毎に約10分間行った．その結果は  

次のとおりであった．   

1）振動の大きさは用地境界で昼，夜間とも33dB，  

民家前で昼，夜間ともに32dBでいずれも道路交通振動  

に対する要請限度以下であった．  

表 92  騒音分布状況調査結果（全測定点の平均値）  （単位 dB（A））  

時  間  帯  

9：00  10：00  11：（犯  13：（旧  14：00  15：00  16：00  

製材団地 鑓（62．66） 碍（61．65） 62（62．67） 鑓（61．66） 揖（62．66） 碍（62．66） 鑓（62．66）  

織物団地 盟（52．54） 53（51．53） 盟（52．54） 52（51．53） 53（52．54） 53（52．54） 封（53．55）  

（備考） 数値は中央値（鮒％レンジの下級軋 上端値）を示す。  

表 犯  騒音分布状況調査結果（敷地境界線上の平均値）  （単†立 dB（A））  

時  間  帯  

団 地 名  
9：00  10：00  11：00  13：00  14：00  15：（旧  16：（泊  

製材 同 地  鯛（57．62） 粥（57，62） 59（57．63） 57（55．60） 駕（57．61） 溺（茄．61） 駕（57．62）  

織物 団 地  52（52．52） 52（52．52） 51（51．52） 51（瓢．51） 53（52．54） 52（52．53） 53（52．54）  

（備考） 数値は中央値（舗％レンジの下端値．上端値）を示す。   
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（備考） ＊印は15m地点   

全体の平均に比べ，製材団地で4～6dB（A），織物団  

地で1～2dB（A）低い値であった．   

2）団地からの騒音伝ば状況謝査   

団地の敷地境界から0，10，20，50，70及び100mの  

6地点において，午前，午後の2回同時測定を行った．  

測定は約5分間行ない，5秒間隋50回法により中央値，  

90％レンジの上，下端値を求めた．測定軸は1工場団地  

当り2軸とした．結果は表94に示すとおりである．これ  

によると織物団地に比べ製材団地からの騒音は距離によ  

る減衰が小さいようである．   

6・三橋町鉄工所から発生する騒音のⅥ査   

県環境整備局公害課の依頼により，昭和51年9月13日  

に山門郡三橋町中山にある鉄工所から発生する騒音の実  

態調査を行った．その結果を要約すると次のとおりであ  

る．  

1）騒音の主な発生源は，工場建屋内に設置されてい  

る3基のせん断機（ギャップシャー）であり，鉄板を切  

断する時に生ずる切断音（最高107dB（A））及びそれに  

伴って生じる鉄板の落下音（最高99dB（A））であっ  

た．   

2）工場内壁際の測定では，81dB（A）～106dB（A）で  

あり，特にギャップシャ一に近い所で高い値を記録し  

た．   

3）民家前測定では，62dB（A）～68dB（A）であった．   

4）当工場敷地境界線上での測定では，最高79dB（A）  

（切断音）を記録し，当該地域の騒音の規制基準値（甜  

表 95  新 幹 線 騒 音 振  

dB（A））を19dB（A）上回っていた．   

7．添田町工場騒音調査   

県環境整備局公害課の依頼により，昭和51年10月6日  

に田川郡添田町にある木材加工工場から発生する騒音の  

実態調査を行った．その結果，当工場敷地境界線上で最  

高15dB（A）規制基準値（60dB（A）以下）を上回ってい  

た．   

乱 新幹線鉄道騒音等状況職査   

本調査は環境庁から県への委託業務で，新幹線鉄道騒  

音対策の実施状況をは握するためのものである．調査内  

容は（1）音源対策調査（2）周辺対策詣査（3）騒音振動実態調査  

からなり，このうち当公害センターは騒音振動実態調査  

を担当した．調査は環境整備局公害課とともに関係市町  

の協力を得て，昭和51年10月から11月まで行った．軋定  

方法は轟音調査は新幹線鉄道騒音に係る環境基準（昭和  

50年7月29日環境庁告示第46号）で定められた方法，振  

動調査は運輸大臣に対する勧告（昭和51年3月12日環大  

特第32号）の方法によった．測定結果は表95のとおりで  

ある．今回の測定地区に地域の類型Ⅰ（基準値70dB（A）  

以下）をあてはめた場合，環境基準を満足するのは4地  

区である．地域の類型Ⅱ（基準値75dB（A）以下）をあ  

てはめた場合，久山町以外はすべて満足していた．振動  

については新幹線鉄道振動対策の指針値である70dBを  

超える地区は1ヵ所もなかった．   

9．穂波町ブロックエ場騒音損勤憫査   

穂波町にあるブロック工場の騒音に対し，周辺住民か   

勤 実 態 調 査 結 果  

騒 音 測 定 結 果 d B（A） 振動測定結果d B  防音壁 平均列車  

の有無 連嘆（h几）  
測定地区名   線路構造  

25m    50m   100m   200m   25rn    50m  

右
∵
有
∵
有
 
有
有
 
有
 
 

6
 
7
 
7
 
5
 
6
 
4
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
7
 
 

6
1
糾
 
糾
 
揖
 
5
6
 
花
 
 

7
 
0
 
1
 
9
 
5
 
0
0
 
 

5
 
6
 
6
 
5
 
5
 
6
 
 

46  36  直方市塚本  

直方市中ノ江  

鞍手町下内  

若宮町若宮  

宮田町鮫之倉  

久山町下山田  

盛   土  

鉄   桁  

高   架  

高   架  

盛土、高架＊  

高   架  

O
 
1
 
0
0
 
0
0
 
7
 
7
 
 

7
 
7
 
‘
U
 
‘
U
 
‘
U
 
7
 
 

0
1
 
9
9
 
0
2
 
0
2
 
鵬
 
0
1
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
1
 
9
 
▲
‖
X
U
 
 

4
 
5
 
3
 
4
 
 

お
4
1
3
9
3
5
 
 

（備考）＊印：騒音は盛土区間、撮軌土高架区間で測定。   
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であった．微量汚染物質の生物に与える影響の解明に関  

する研究では，県下の環境汚染の甚だしい地域を選び，  

その地域における大気汚染その他各種汚染物質が昆虫類  

に及ぼす影響の調査として，昆虫の特定分類群の種類構  

成または特定種の分布状況の謝査及び昆虫体内に含有さ  

れる汚染物質量の測定を行った．汚染物質の測定は大気  

課，疫学課の共同研究によった．   

なお，当課で行っている生物同定検査は従来すべて衛  

生苦虫関係であったので，その成績を環境衛生関係業者  

の項に記述してきたが，最近では水質汚染など環境汚染  

関係の生物同定検査を行政依頼されるようになったの  

で，当年度からは生物同定依頼検査の成農も環境関係と  

衛生関係とに分け，各項にそれぞれ記述，表示する．  

環 境 関 係  

1．環境持株の蕪の練物学的調査   

福岡県環境保全に関する条例に基づき，昭和48年度か  

ら昭和50年度にわたり指定された“環境指標の森’’30林  

分の調査は昨年度で初回調査を完了したので，以後3年  

目ごとに指定林分の再調査が噸次行われることになり，  

当51年度には，初年度（昭和亜年度）に指定された10林  

分の第2回目の調査が実施された・当年度の第2回目調  

査では，調査項目及び方法は初年度とはば同様であった  

が，周囲植生についての調査及び着生植物群落の調査を  

追加し，資料は昭和49・50年度の場合とほぼ同様な方法  

で解析した．結果は昭和49・50年度に指定された20個所  

の環境指標の森の調査結果も加えてまとめた・  

1．1指定林分と調査項目   

環境指標の森として指定された30林分の所在地・面積  

・地形などを表96に示した．各林分について，種類組成  

・樹勢度・人為影響度・周囲の植生・着生植物群落・樹  

木の葉のクロロフィル量の調査を行った・  

1．2 結果の概要  

1）植生区分 植生調査の結果から群集標徴頑に着目  

して，各林分の群落区分を行った結果は表96の植生の項  

に示した．多くの林分では下刈りなどの人為附影響を強  

く受けていて群集の横徴種や識別種が欠落しているた  

め，各群集の典型的な組成をもった林分は少なかった・   

2）植生の自然度・樹努度・人為影響度・周囲植生の  

人為度 標記の各項目について昭和49・50年度と同じ方  

法で評価指数を各環境指標の森について求め，表97に示  

す結果を得た．全般を通じて，人為影響度と周囲植生人  

為度から評価した人為影響も含めた広義の環境の評価値  

の良否と，植生自体に関係した自然度と樹勢度を総合し  

た評価値の良否とは，かなり高い相関関係を示した・   

3）着生植物群落 昭和48年度指定の環境指標の森の   

ら苦情が出たため環境整備局公害諌の依頼により，昭和  

51年12月16日～17日調査を行った．その結果を要約する  

と次のとおりである．  

1）工場内における主音源はブロック成型横で，稼動  

時における騒音レベルは工場内（成型機から1．5m～6．5  

m）で101～108dB（A），敷地境界線上で79～89dB（A），  

民家前で鑓～79dB（A）であった．当該地域の規制基準  

値（60dB（A）以下）を最高29dB（A）上回っていた．   

2）ブロック成型機の騒音特性を調べた結果，中心周  

波数萬Hzと315Hzに顕著なピークがみられた．これは  

成型機内のバイブレータの回転数（3800～4500r．p．m）  

と一致しており，バイブレータ部分が最大の騒音発生源  

であることを示している．   

3）振動測定の結果は振動方向では上下方向が最も大  

きく，4m地点で振動レベル73dB，振動加速度レベル  

90dBであった．また，距離による減衰は機械から15m  

附近までは一3dB／d．d～－6dB／d．dの減衰，それ以上の  

距離では－6dB／d．d以上の減衰傾向を示した，  

10．浮羽町工場騒音横動調査   

県環境整備局公害課の依頼により，昭和52年2月16日  

に浮羽郡浮羽町にある古川木材工場から発生する騒音及  

び振動の実態調査を行った．その結果を要約すると次の  

とおりである．   

1）騒音振動の主な発生時は，工場建屋内に設置され  

ている水圧パーカ（騒音），原木の落下（振動）及び水  

圧パーカを稼動させるポンプの運転時（振動）であっ  

た．   

2）工場内の水圧パーカ附近では86dB（A），敷地境  

界線附近（塀の外側50qn地点）で67dB（A）（水圧パー  

カ昔），民家前で72dB（A）（水圧パーカ音）とかなり大  

きな値を記録した．   

3）民家前測定値を当該地域の規制基準値（第3種区  

域昼間65dB（A）以下）と比較すると7dB（A）基準値を  

上回っていた．   

4）住居内における振動測定結果では振動レベル55  

dBが記録されたが，この値は振動の閲値であり，睡眠  

影響等はほとんどない程度である．  

環 境 生 物 課   

昭和51年度における当課の主要業務は昨年度と同じよ  

うに，福岡県環境保全に関する条例に基づく“環境指標  

の森’，の植物学的調査及び国立予防再生研究所衛生昆虫  

部との共同研究としての国立機関公害防止等試験研究  

“微量汚染物質の生物に与える影響の解明に関する研究”  
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着生植物群落調査資料について，昭和50年度と同じ方法  

によって，群落組成に基づいてLeBlancandDeSlover  

（1970）のTAP（Tndex ofAtmospheric Purity：大気  

清浄度指数）を求めて検討した結果，大気汚染が聞窺と  

なっている北九州市（到津）と大牟田市（延命）の林分  

では低いIAPを示した．   

また，周囲植生人為度とIAPの間に，かなり高い負  

の相関が認められ，前年度の結果と同様に，着生辞苔地  

衣群落が周囲環境の指標として役立つ可能性が示唆され  

た．   

4）クロロフィル調査 昭和48年度指定の環境指標の  

森になるべく共通に出現する樹種としてコジイを選び，  

9月上・中旬に葉中のクロロフィル量を測定し，表9引こ  

示す結果を得た．なおコジイがない林分では，イチイガ  

シ・クロガネモチを材料とした．コジイの測定値は，相  

田・穂積（1969）の測定値と比較して，いずれも正常に  

近いものと考えられた．大牟田市の延命公園におけるク  

ロガネモチのクロロフィル量は他の2林分における同樹  

種のそれに較べて有意に（P＜0．01）少なく，昭和48年  

度における初年度測定値とほぼ等しかった．このことは  

大牟田市ではクロガネモチの葉面に降下ばいじんが堆積  

することに起因すると考えられた．   

2．アサガオによる光化学スモッグ観察調査   

“アサガオによる光化学スモッグ観察全国調査”が昭  

和49～51年の3年間にわたり，全国都道府県・読売新聞  

社主催，全国中学校理科教育研究会・環境庁・文部省・  

農林省・自治省後援のもとに実施され，福岡県実行委艮  

として課員1名がこれに参加した．福岡県地域では，こ   
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表 卯 植生自然度・樹勢度・人為彰響度・周囲植生人為度の評価値  
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環境相標の森の配到は植生関係の総合評価値の良いはうからの順位に従った。  

（）の中の数値は環境・人為関係の総合評価値の良いほうからの順位を示す。  

いが，オキシダント濃度と被害発現の関係について，こ  

の3年間にわたる全国調査の結果，地域差はあるが，7  

月はオキシダント濃度最高値8pphm以上 9～16時の  

8時間の日ドース最高40pphm・hr以上で被害が出やす  

い傾向があり，8月は最高値6pphm以上，日ドース最  

高40pphm・hr以上で被害が出やすい偵向が認められて  

いる．ちなみに，オキシダント濃度の現行の環境基準値  

は0．06ppmである．   

の観察調査に参加した学校は福岡市立香椎第二中学と北  

九州市立熊西中学の2校であった・観察には，アサガオ  

のうちではオキシダント被害を敏感に受ける品種である  

スカーレットオハラ種が用いられた．両校とも，昭和49  

・50年度にはアサガオの葉に光化学スモッグ（オキシダ  

ント）による被害は認められなかったが，昭和51年8月  

に初めてこの被害が確認された．なお，オキシダントに  

よるアサガオの葉の被害発現の機作はよくわかっていな  
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表 g8 糞 の ク ロ ロ フ ィ ル 量  
高かった．なお第1世代は錮査していない．また寄生率  

は各方位間で特定の傾向を示さなかったので解析には各  

方位の平均値を用いた．ハムグリガの汚染地帯と非汚染  

地帯との平均寄生率の比較は，図7に示すように，各世  

代とも汚染地帯の万が非汚染地帯，特に汚染の少ない地  

クロロフィルi mg／100mI  
株分  樹 種  

a  b  a＋b  

7．92±0．20  

6．72±0．14  

6．50±0．12  

6．21±0．32  

5．68±0．24  

5．45±0．31  

5．20±0．32  

5．18±0．45  

7．78±1．14  

7．75±0．15  

4．77±0．42   

許 斐 コ ジ イ 5．53±0．15 2．39±0．05  

大 富  〃  4．62±0．09 2．10±0．鵬  

岡 山   〃  4．67±0．091．83±0．掴  

諸 国  〃  4．42±0．221．79±0．09  

甘 木  〃  4．00±0．161．69±0．10  

成導寺  〃  3．鋸±0．171．50±0．16  

筑 紫   〃  4．35±0．17 0．85±0．21  

篠 山 イチイガシ 4．08±0．241．10±0．30  

許 斐 グロかネモチ 5．42±0．53 2．36±0．19  

到 津  〃  5．47±0．16 2．28±0．鵬  

延 命  〃  3．66±0．181．11±0．別  

3．大気汚染とクスノハムグリガ   

大気汚染が自然界の昆虫生息状況に及ばす影響は植物  

に比べよく調査されていないし，大気汚染指標生物とし  

て，昆虫類を利用する試みも少ない．これは昆虫類の持  

つ分布・移動分散などの特性によって定量的な影響評価  

が困難なためと考えられる．しかしこれらの難点を克服  

でき，指棲動物として利用できる昆虫があれば人間に対  

する大気汚染の影響に関して植物よりも，さらに直接的  

な情報を提供すると思われる．そこで，汚染地帯にも比  

較的よく生息するクスの葉に寄生するハムグリガについ  

て，その分布と大気汚染の関係を謝査し，大気汚染に対  

する指標昆虫としての利用についていくらかの知見を得  

ることができた．   

調査は大牟田市内における大気汚染地帯（0．5曙SO3／  

100皿2／日PbO2以上）4個所，大気非汚染地帯（0．49  

叩SO3／100皿2／日 PbO2以下）5個所，特に大気汚染  

の少ない地帯（0．29喝SO3／100cm2／日PbO2以下）1個  

所（倉永小学校）の計10個所で（図6），昭和51年6月  

から11月までの間，定期的に行なった．以上の大気中イ  

オウ酸化物による大気汚染度合の区分は神奈川県大気汚  

染調査研究報告第12報（1969）に従い，また大牟田市に  

おける大気中イオウ酸化物濃度の測定値は昭和51年度福  

岡県環境白書によった．サンプリングは各地点ごとに任  

意に1本のクスの木を調査木として選び，地上5mの高  

さの枝を先端から50cmの長さに4方位から切り取り各方  

位全葉当りのハムグリガ寄生率を算出した．なお11月に  

採取した葉については，葉面水溶性イオウ量，葉内全イ  

オウ量，葉内水溶性イオウ皇を測定した．   

ハムグリガの発生の季節的消長は第2世代が6月から  

7月，第3世代が7月から9月，第4世代が9月から11  

月であり，クスの葉における同虫の寄生率は第3世代で  

図 6  サンプリ ング地点   

点刻部は汚染地帯（＞0．5喝SOa／100皿ソ日PbO】）  

1．倉永小学校，2．円光寺，3．尾尻神社，4．草木神社，  

5．日の出町，6．鳥塚公園，7．笹林公園，8．延命公園，  

9．諏訪神社，10．四山地区  
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図 7 大気中 SO8濃度による汚染程度とクスノ  
ハムグリガ幼虫寄生率の関係  

－●一帯2世代，－○一帯3世代，－㊥－第4世代   
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まるものと考えられる．したがってこの点を今後明らか  

にする必要がある．   

なお，本研究は国立機関公害防止等試験研究‘‘微丑汚  

染物質の生物に与える影響の解明”に関する国立予防衛  

生研究所との共同研究の一部として，当課が分担実施し  

たもので，クスの葉に関するイオウ量の測定は大気課と  

の共同研究によった（昭和52年11月）．   

4．微暮汚染物賃の土壌昆虫群集に及ぼす影響   

前年度の調査において，大牟田市の工場周辺における  

粘管日の出現種類数，個体数は対照地におけるそれにく  

らべてはるかにすくないことがわかった．   

今年度の調査では汚染地と対照地における粘管目の出  

現種類を土壌構造との関係において比較した．調査地は  

コークス炉前のササ地と龍湖瀬のササ地であった．両地  

点は環境汚染源からの距離という条件を除いて植生，地  

勢，地誌的条件は類似している．   

土壊断面構造：両地点の土壌断面の略図を図9に示  

す・コークス炉前の土壌は厚い落葉層，偉業・常植層を  

有する点において籠湖瀬のそれと異なった．コークス炉  

前土壌の厚い落葉層，腐葉・腐植層は，土盛生物の活動  

が大気汚染や蓄積された汚染物質によってさまたげられ  

その結果落葉の分解が遅れることによって牢成したので  

はないかと思われた．   

群集多様度：各コア別に群集多様度を次の指数によっ  

て検討した．   

群集多様度指数＝N！／nl！n2！…nr！   

Nは総個体数：〝＝は各種類の個体数：rは出現種類  

数   

深さ別の群菓多様度指数の平均は図10に示したが，コ  

ークス炉前土壌における群集多様指数はいずれの深さに  

おいても龍湖瀬のそれに較べて低かった．コークス炉前  

土壌で群集多様度が低いことは総個体数が少ないことに  

加えて，落葉層では0乃γCゐ血r〟∫Sp．が，より深い層で  

はム肌砂桝砧〟α〃扉仙〝 が少ない総個体数の大部分を占  

有しているためである．落葉層の土壌空気組成ほ大気の  

組成とほとんど変わらないことが知られているから，コ  

ークス炉前の落葉層では大気汚染が種々の環境変化に強  

い0．sp．を除いた粘菅目相に影響を与えていることが  

十分に考えられた．コークス炉前の落葉層におけるエ  

桝ざ〝βrの個体数は龍湖瀬のそれに軟べて少なく，コーク  

ス炉前の深部土盛において優占種であることは，本穏が  

大気汚染に対して感受性であるが，土壌中に蓄積された  

汚染物質に対しては耐性であるかも知れないこと，また  

はコークス炉前では甫葉・腐植層が厚いことによるか，  

あるいはこの両者の複合的影響によるのではないかと患   

帯よりも高かった．そして3地帯の間では分散分析の結  

果，有意な差が認められた．次にクスノハムグリガの大  

気汚染指標性の程度を詳細に知るためにクスの葉のイオ  

ウ含量と大気汚染程度を検討した結果，葉面水溶性イオ  

ウ圭では汚染地帯程多くなる幌向が認められた（図8A）  

が，葉内全イオウ量（図8B），葉内水溶性イオウ量  

（図8C）では明瞭な偵向は認められなかった．以上述  

べたようにクスノハムグリガは大気中のイオウ蘭化物濃  

度の高い所ほど増加し，葉内のイオウ量よりも指極性に  

おいてすぐれていると考えられる．大気汚染地帯におけ  

るハムグリガの増加原因としては，本蛾の幼虫はクスの  

集中に潜入しており，外界の影響を直接受けがたいのに  

対し，本峨を攻撃する天敵類，特に寄生蜂は外界の影響  

を値接的に受けるため本蛾の幼虫の寄生率が汚染地程高  
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大気中SO3濃度によろ汚染程度とクス葉  

面水溶性イオウ量（A），葉内イオウ量（全  

イオウ圭，B；水帝位イオウ量，C）との  
関係  

園 8  
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イトトラップを用いるとともに街燈その他の照明に飛来  

した個体を掃虫細に用いて捕獲した．供試昆虫の採集は  

Cd汚染要観察地域（厚生省指定）である0市及び対照  

地としての筑紫郡D町において，昭和51年7，8月に行  

った・採集した供試昆虫は3～4日間5％薦糖液で飼育  

し腸内の未消化葉を排出させたのち，生体重10～15g  

（11～27個体）を1プールとし，硝酸と過塩素酸による  

分解後，Cdと鉛（Pb）はDDTCT酢酸－n－プチ｝t／抽出  

原子吸光法，銅（Cu）と亜鉛（Zn）は直接の原子吸光  

法によって分析・定量した．   

本調査に用いた供試昆虫の個体数，採集月日は表99に  

示すとおりで，汚染地ではアオドゥガネが多く，ドゥガ  

ネブイブイは少数しか採集できなかった．・一方，対照地  

ではドゥガネブイブイが多かった．この相違は多分昆虫  

分布学上の問題か，単に周辺環境の差によるものかも知  

れないので，このことをただちに環境汚染と関連づける  

ことはできない．両地域から採集したアオドゥガネ，ド  

ゥガネブイブイの虫体内各種重金属の分析・定量の成績  

は衰100に示すとおりで，Cd虫体内含有量は汚染地と対  

照地との間で，ドゥガネブイブイでは約20倍，アオドゥ  

ガネでは約10倍の差が認められた． しかし，Pb，Cu  

Zn虫体内含有量は汚染地と対照地との間に両種とも有  

意差は認められなかった．   

以上の成績から，Cd汚染地では，食物連鎖における栄  

養段階の高次の動物にCd汚染が及んでいることは明ら  

かであり，さらにこれらの昆虫を捕食する鳥など，より  

高次の栄養段階の動物にまでCd汚染が波及している可  

能性は十分に示唆される．また，汚染地において，上記  

昆虫体内のCd含有量がZn含有量と相関せず特異的に  

高いことは，汚染地における辞苗穂物ではCd，Zn含有  

量が相関的に高いという当課と大気諌の共同研究の成績  

と対比したとき，汚染物質の取り込みに関する生物特異  

性の問題として注目される．さらに，上記昆虫がCdを  

特異的に体内蓄積することから，これらの甲虫はCd汚  

染の指標生物としても利用できることが示唆される．し  

かし，これら2種の甲虫は幼虫期には土中の腐植質を摂  

食し，成虫期には種々の借物葉を摂食するので，成虫に  

みられるCd汚染が幼虫期における土壌汚染に由来する  

のか，あるいは成虫期における食樹の汚染葉に由来する  

のか明らかでないが，多分長期にわたる幼虫期の土盛生  

活中に土盛汚染の影響をより多く受けるものと考えられ  

る・今後この点及び濃縮係数などについて明白にする必  

要がある．   

この研究は国立試験研究機開公害防止等試験研究にか  

かる国立予防衛生研究所衛生昆虫部との共同研究の一都   

ーO cm－  
∵ 

‖｝ヤ  

－‘cm－  

－8cm－  

ー12cm－  

－16cm－  

龍 湖 瀬  コークス炉前  

図 9 土壌断面構造の略図  

群 集 多 様 度 指 数  

0．5  1．0   1．5   

2¢m   

深 6cm   

さ 
10cm  

llcm  

図10 群集多様度指数の平均値と土壌の探きとの  

関係   

われた．   

本調査は国立機関公害防止等試験研究に関する国立予  

防衛生研究所衛生昆虫部との共同研究の一部として当課  

が実施したものである．   

5．環境汚染地と対照他における昆虫の体内圭金属含  

有1の比較   

難分解性の環境汚染物質は自然界において動物の食物  

連鎖を通しての生物濃縮によって，栄養段階の高次の動  

物に無視できない影響を与えることが知られている・し  

たがって，各種の肉食性，雑食性動物の食餌となる昆虫  

類の有害物質汚染の程度を知ることは，汚染物質の自然  

界循環，生物濃縮という視点からは重要である．この視  

点から，カドミウム（Cd）汚染地と非汚染地において昆  

虫の体内に含有されるCd及び他の教程重金属量を測  

定，比較した．   

供試昆虫にはA捌川和ね属の2種甲虫，アオドゥガネ  

とドゥガネブイブイ，を用いた．サンプリングは夜間ラ  
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を媒介することも知られている．日本では，ヒトがヌカ  

カ類によって激しい刺攻被害を受けること，及びニワト  

リ病原性の原虫の一種がヌカカ類によって媒介されるこ  

とはよく知られているが，ヌカカ類によるヒト病原性の  

微生物または寄生虫類の媒介は知られていないし，非常  

に小形の吸血昆虫であることもあって，他の吸血性衛生  

昆虫に比しよく研究されてなかった．しかし，最近ブン  

センベラ群に属するシンプグループの数理ウイルスの事  

実上のまたは可能的な媒介昆虫としてヌカカ類が世界各  

地で注目されるようになった．日本でも各地でシンプグ  

ループに属する2～3のウイルスの広汎な哺乳動物感染  

が知られるようになり，ヌカカ類がその媒介昆虫として  

当然疑われ，活発に研究されるようになった．当地方に  

おいても，シンプグループのウイルスの分布が証明され  

たので，その媒介昆虫を明らかにする目的で当年度から  

当地方におけるヌカカ類の分布，生態，ウイルス保有の  

有無に関する研究を計画し，当年度はまず当研究所周辺  

地区のヌカカ相及びサンプリング法について検討を開始  

した．   

ヌカカ類の採集は福岡県筑紫郡太宰府町大佐野福岡県  

農業高等学校乳牛舎，同町五条福岡県種鶏場鶏舎及び朝  

倉郡夜須松延の農家乳牛舎の3個所で，昭和51年7～10  

月間に6回天施した．採集は20Wブラックライト青色螢  

光サークルランプを装備した箱型ライトトラップを日没  

から翌朝まで終夜運転する方法により，トラップ内に捕  

集された模本は他の微小昆虫類から選別し，同定，計数  

表 g9 供 試 昆 虫 個 体 数  

採集地  採集月日  アオドゥガネドゥガネブイブイ  

7日29日  7  

8日11日  16   

13日  101   

19日  206   

計  330（25）  

7日27日  

8日6口   

1  

11   

5  

17（1）  

20  

19  

100  

0 市  

D 町  
10日  88  100  
計  88く6） 139く10）   

（）内はプール放  

として当課が実施したもので，虫体内重金属類含有量の  

測定は保健科学部疫学課との共同研究によった．   

6．生物同定依頼検査   

当年度内に依頼された環境関係の生物同定検査は5件  

で，うち3件は福岡県環境整備局公害課からの行政依頼  

によるものであった．いずれもダム，用水池の水中に異  

常発生した水中生物の検査で，その成掛土表101を示す  

とおりであった．  

衛 生 関 係  

1．福岡地方におけるヌカカ類の研究   

アフリカ，中南米，熱帯アジアではヌカカ類がヒト及  

び家畜の糸状虫を媒介することはよく知られ，またヌカ  

カ類はアフリカ馬病や青書病など家畜病原性のウイルス  

表100 体内重金属含有量平均値の種別、採集地別比較  

重  金  属   含   有   量  （ppm）  供  試  

プール故  
種  名  

C a  P b  C u  Z n  

市
 
町
 
市
 
町
 
 

O
 
D
 
O
 
D
 
 

j
l
 
j
t
l
 
 

2．19  31．5  383   

3．56  29．4  363  
±0．595  ±3．995  ±59．679   

4，41  37．09  399  
±0．853  ±4．335  ±47．536   

4．45  42．14  256  
±0．471  ±2．809  ± 7．596  

1  1．45   
ドゥガネブイブイ  

0．06  
±0．0152  

1．46  
±0．448   

0．12  
±0．011  

丁 オ ド ゥ ガ ネ  

表 to一 環 境 関 係 生 物 同 定 検 査 成 績  

区 分  検査番号  検査理由  種 別  件数  成  

† 生動  

† 生動  

〟fぐrOぐgきJfざ  

5gngd川，CyぐJ〃JeJJα  

C封潮岬ゐ掛川“  

ダム湖水に  
異常発生  

行 政  114  

i諾遊芸  

〟iぐ川ぐγき〃き，A根占αg伽  

l沈 査：血αムαe叫ぶ血川5hⅦ爪ノhたi扉r“わ封別路  

一芸遊≡…吉昭′L 

。諏血爪川。∫。er。。叫  
エわ狩〃！以∫，drぐg〃α   

池 水 に  
異常発生  

一 般  496  
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菱 川2  ヌ  カ  カ  採  集  成  績  

乳  牛  舎  鶏   舎  

椎  名  太宰府大佐野  夜 須 松 廷  太宰府五条  

A   

B 7月27日 8日7日 9日即日 9日27日 9H7‖…】7fl   

CtlJiぐOide∫pt川ぐねI以∫ MEIGEN   180  32  809   121  3  10   

CtlJi印ide∫¢rαたαWαe A腋““川H   10  14  58  132  421 1，044   

C石仏血k＝両“肌雨 To■U…G▲   5  4  861   703  9   

爪m両肌咽ね汁   20  34  3  10  1  5   

合  計   215  糾  1，731  966  425  1，068   

る．またやはり人体刺吹被害の原因虫の疑いとして，  

糸島郡某町から一般窓口依頼された検査例（検査番号  

283）では，検体はオオイエバエ〟鋸ぶCf乃β 5ね∂〟Jα乃ぶ  

FALL色Nと同定されたが，本検体にハエダニ（Macroc－  

helidae科の1種）の付着が認められ，人体刺嘆被害は  

虫体を離脱したハエダニの偶発的吸傷によるものと思わ  

れた．この例では住居近くの鶏舎から多数のオオイエバ  

エ，イエバエが家屋内に飛来するとのことで，持参され  

た検体のいずれの個体にもハエダニの付着が認められ  

た．なお，表103に示した検査理由は依頼者の訴えによ  

るものであるから，持参された検休は必ずしもその原因  

虫でない場合がある．  

表103 衛生関係生物同定検査成績  

した．なお，精密同定にさいしてはフェノールーバルサ  

ム法によって処理したプレパラート標本を用いた．主要  

種の採集夜別捕集成続は表102に示すとおりで，同じ乳  

牛舎でも夜須松延と太宰府町大佐野とでは種構成に大き  

な差があったが，これは同時採集による比較ではないか  

ら，この相違が地点ごとの差によるものか季節的変動に  

よるものかわからない．なお，このようなライトトラッ  

プによる採集では捕集♀♀のほとんどが吸血個体である  

ので，同法によるサンプルはウイルス保有試験には適当  

でなく，ウイルス保有試験に供する目的では他のサンプ  

リング法を適用することが望まれた．   

2．生物同定依頼検査   

当年度円に依頼のあった衛生関係生物同定検査は計8  

件で，うち1件は福岡県環境整備局整備課からの行政依  

頼，他は一般住民及び市町村からの窓口依頼によるもの  

であった．その成績は表103に示すとおりであったが，  

行政依頼による人体刺嘆虫検査（検査番号109）は鞍手  

郡宮田町の某商店街の古い家屋に多数発生し住人が刺暁  

被害を受けたとの理由で送付された検体につき検査した  

もので，鱗麹目，ヒトリガ科，ホソバ属（且iJβ桝α）の1種，  

多分ヤネホソバEilema juscodorsalis MATStJMURA  

の幼虫と同定された．この種の幼虫の有毒刺毛による刺  

傷によって皮膚炎症状が起きることはよく知られてい  

区分誓書 検査理由 件数 成   績  

一般 40  

ク  283   

ケ  286  

行政 109  

一般 458   

〃   41  

ク  413   

〃  552  

人 体 刺 噴  
ク  

ーケ  

〃  

ケ  

家屋内異常発生  

倉庫内異常発生  

食品中異物  

1 クロアリガタバナ  

1 オ オ イ エバエ  

1 ヤ マ ト シ ミ  

1 ホソバ属幼虫  

l ケナガコナダニ  

1 ヒメスギカミキリ  

1  コナチヤクテムシ  

1 ト ゲハ ネ バエ  

学 術 関 係 事 跡   

昭和51年皮内に当所が公表した調査，研究の業績およ  

び研修活動の事跡を以下に集録する．  

公表蕪雑一覧  

1．学 会 発 表   

1．1保健科学関係  

1）大気中に含まれる化学変異原物質の生物学的定量．   

当年度円に当所から各種学会誌，学会その他の研究会  武吉広明・常盤 寛：第23回福岡県公衆衛生学会，福岡  

に発表した業績は次のとおりである．  市・昭和51年5月25日・  

2）福岡県における妊婦を中心とした風しん対策につ   
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克己：日本産業衛生学会九州地方会，福岡市，暗和51年  

5月9日．  

14）福岡県における風しんの血清疫学・高橋克己・武  

原堆平・福吉成典・多田俊助・伊藤許子・青沼巨純・植  

田浩司：第37回日本感染症学会西日本地方会，長崎市，  

昭和51年7月31日．  

15）福岡県宗像町で発生したウイルス性嘔吐下痢症に  

っいて．篠原志郎・片岡恭一郎・高橋克己・伊藤許子：  

第37回日本感染症学会西日本地方会，長崎市，昭和51年  

7月31日．  

16）カドミウム汚染米投与による鶏体内カドミウムの  
挙動について．柳川正男・白川妙子・小河 章・稲益建  

夫・芥野卑男：第32国学術講演会（日本食品衛生学会），  

岡山市，昭和51年10月6日・  

17）クレゾール汚染井水飲用住民の健康調査について・  

篠原志郎：第2回九州衛生公害技術協哉会，北九州市，  

昭和51年12月16日．  

18）缶詰マグロ摂取による頭髪中水銀量の変動につい  

て．稲益建夫・小河 章・柳川正男・井野琴男：第46回  

目本籍生学会総会，新潟市，昭和51年7月11日・  

1．2 環境科学関係  

1）大気汚染監視テレメータによる収集データからみ  

られる地域特性について．田辺敏久・武藤直彦・黒木重  

則・松家 繁・森 彬：第お回福岡県公衆衛生学会，福  

岡市，昭和51年5月25日．   

2）大気汚染監視テレメータによる収集データからみ  

られる局の特性について．田辺敏久・武藤直彦・黒木重  

則・森 彬：第3回環境保全・公害防止研究発表会，東  

京都，昭和51年12月1日・   

3）幻視症を伴った経口性アクリルアミド単量体感性  
中毒の家族症例．木藤等正・高橋克己・猿田南海堆：第  

49回日本産業衛生学会，第20回日本産業医協議会，岡山  

市，昭和51年4月5日・   

4）ふっ素化合物による地域汚染について 一環境謝  

査－（第1報）．中村文章・中村周三・大田 寿：第お  

回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和51年5月25日・   

5）ふっ素化合物による地域汚染について－植物影響  

調査－（第2報）．中村又善：希お回福岡頻公衆再生学  

会，福岡市，昭和51年5月25日・   

6）離島における大気汚染の調査・木藤寺正・猿田南  

海堆・中村周三・吉村雅昭・峯尾 暗：第17回大気汚染  

研究全国協議会大会，横浜市，昭和51年10月5日・   

7）環境指標としての蘇類申の重金属真について・石  

橋龍吾・杉 泰昭・木藤害正：第3回環境保全・公害防  

止研究発表会，東京，昭和51年12月1日・   

いて（1）．武原雄平・福吉成典・高橋克己・伊藤許子・植  

田浩司：第13回目本ウイルス学会九州支部総会，長崎  

市，昭和51年5月30日．   

3）インフルエンザウイルスA－Swine NJ株に対す  

る抗体保有調査．福吉成典・武原堆平・杉島伸禄・森  

良一・小田 紘：第13回目本ウイルス学会九州支部総  

会，長崎市，昭和51年5月30日．   

4）1975年冬期福岡県において流行したインフルエン  

ザについて．武原雄平・福吉成典・長谷川孝志・高橋克  

己・伊藤許子・杉 純一郎：第23回福岡県公衆衛生学会，  

福岡市，昭和51年5月24日．   

5）福岡県におけるアルポウイルスの分布について．  

武原雄平・福吉成典・高橋克己・小石二郎・川添 勇：  

第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和51年5月24日．   

6）福岡県における妊婦を中心とした風しん抗体保有  

状況について．福吉成典・武原雄平・高橋克己・伊藤許  

子・植田浩司：第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭  

和51年5月24日．第35回日本公衆衛生学会，岐阜市，昭  

和51年10月27日．昭和51年度小児科学会九州地方会，福  

岡市，昭和51年5月．   

7）日本脳炎患者発生とコガタアカイエカ及びブタと  

の相関関係の年次推移．武原雄平：第13固九州・山口地  

区日本脳炎研究会，那覇市，昭和51年12月15日．   

8）1977年福岡県におけるインフルエンザ流行につい  

て．武原雄平・長谷川孝志：第2回九州地区インフルエ  

ンザ研究会，別府市，昭和52年2月26日．   

9）福岡県におけるSimbu群アルポウイルス（アカ  

バネウイルス及びアイノウイルス）の分布に関する研究．  

福吉成典・武原雄平・多田俊助・高橋克己：第12回日本  

脳炎ウイルス生態学研究会，富山市，昭和52年3月10日．  

10）アクリルアミドの毒性に関する研究（Ⅰ）．高橋克  

己・小河 章・井野琴男・木藤諸正・猿田南海雄：第49  

回日本産業衛生学会，第20回日本産業医協議会，岡山市，  

昭和51年4月4日．  

11）鶏体内におけるカドミウムの挙動に関する研究．  

柳川正男・白川妙子・小河 章・稲益建夫・芥野卑男：  

第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和51年5月25日．  

12）クレゾール汚染井水飲用住民の健康調査について．  

芥野卑男・小河 章・稲益建夫・篠原志郎・柳川正男・  

白川妙子・片岡恭一郎・木藤専正・高橋克己・猿田南海  

男：日本産業衛生学会九州地方会，福岡市，昭和51年5  

月9日．  

13）福岡県における住民の頭髪申総水銀量調査とその  

評価に関する実験的研究．相益建夫・小河 章・篠原志  

郎・柳川正男・白川妙子・芥野卑男・片岡恭一郎・高橋  
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8）オキシン処理活性炭による金属イオンの吸着挙動．  

松枝隆彦・森本昌宏：第37回分析化学討論会，鹿児島市，  

昭和51年5月20日．   

9）水道原水申の糞便性ステロールについて．高尾真  

一・内田早知子：第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，  

昭和51年5月25日．  

10）アルカリ性プレカラムを用いるPCBの簡易分析  

法．重江伸也・近藤紘之：第23回福岡県公衆衛生学会，  

福岡市，昭和51年5月25日．  

11）有機汚染指標（BOD，COD，TOC）間の相互関  

係とその業種別排水の特徴．岸川昭夫・深町和美：第23  

回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和52年5月25日．  

12）硝化反応段階におけるレスピロメ一夕法と希釈性  

80D値の比較．徳永隆司・森本昌宏：第23回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和51年5月25臥  

13）亜硝酸イオンの簡易定量試薬の作製．中川礼子・  

森本昌宏：第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和51  

年5月25日．  

14）マレイン酸クロルフェニラミン電極の試作．深町  

和美：第13回化学関連支部合同九州大会，福岡市，昭和  

51年7月16日．  

15）河川水中の糞便性ステロールについて．高尾真一：  

第13回全国衛生化学技術協議会，横浜市，昭和51年9月  

21日．  

16）アルシン原子吸光法による微量ひ素の定量．深町  

和美・徳永隆司：中国四国支部大会・九州支部，松山市，  

昭和51年10月19日．  

17）道路工事に伴う井戸水のマンガン汚染．近藤紘之：  

第2回九州衛生公害技術協議会，北九州市，昭和51年12  

月16日．  

18）中間処理施設から排出される産業廃棄物の性状調  

査．大崎真紗子・武藤博昭・北森成治・大田 寿：第23  

回福岡頻公衆衛生学会，福岡市，昭和51年5月25臥  

19）県内における新幹線振動実態調査．木本行雄・八  

尋正幹：第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和51年  

5月25日．   

20）高度環境汚染地における昆虫群集のライトトラッ  

プ法による謝査．山崎正敏・山本英穂：第23回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和51年5月25日・   

21）工場周辺における土壌動物群集．杉 泰昭・山本  

英穂：第23回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和51年5  

月25日．   

22）草地におけるミミズのエネルギー経済とその生活・  

杉 泰昭：三学会（動物・植物・生態）合同例会，福岡  

市，昭和51年9月25日．  

2．誌 上 発 表  

2．1保健科学関係   

1）ブタインフルエンザウイルスA／NT／9／76に対す  

る抗体保有調査．武原碓平・福吉成典：福岡医学雑誌，  

67（8）301－303，1976．   

2）Detectionofmutagenic activityin urbanair  

pollutants Tokiwa，H．，H．Takeyoshi，K．Morita，  

K．Takahashi，N．Saruta and Y．Ohnishi：Mutation  

Research，38（5），351，1976．   

3）結核菌のマイコバクテリオンン型別．常盤 寛・  

武谷健二：結核，52（1），11－15，昭和52年1月．   

2．2：曙境科学関係  

1）ホテイアオイのカドミウム蓄穏．徳永隆司・古田  

直子・森本昌宏：日本薬学会衛生化学，22（4）234－239，  

昭和51年8月31日．   

2）PVCマトリックス膜型塩素酸イオン電極．深町  

和美・石橋信彦：分析化学，26（1），69－71，昭和52年  

1月10日．  

3．各種研究会における発表   

3．1保健科学閑係  

1）Salmonella系による化学変異原の検出と応用．  

常盤 寛・高橋克己：九州大学医学部，第39回微生物学  

教室集談会，福岡市，昭和51年3月13日（昭和51年度追  

録）．   

3．2：環境科学関係  

1）アクリルアミド中毒について．（1）幻視症を伴った  

経口性アクリルアミド単量体感急性中毒の家族症例．木  

藤寺正・徳永隆司・篠原志郎・森本昌宏・高橋克己・猿  

田南海雄：九州大学医学部公衆衛生学教室同門会，福岡  

市，昭和51年5月29日．   

2）浮標性水性植物（ホテイアオイ）の無機イオンの  

吸収．徳永隆司・森本昌宏・木藤専正：九州大学医学部  

公衆衛生学教室同門会，福岡市，昭和51年5月29日．  

学 術 研 修  

1．講 師 派 遭   

昭和51年度中に，依頼により各種講習会，講話などに  

当所職員を講師として派遣した状況は表104のとおりで  

ある。   

2．瀬見の技術研修   

昭和51年度中に，技術研修のため各撞の技術講習会に  

当所職員を派遣した状況は表105のとおりである。   

3．集  談  会   

所貝の調査研究及び試験検査に関する発表並びに学会   
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14． 中間処理施設から排出きれる産業廃棄物の性状  

調査  

環境理学誅 大崎 真妙子   

15． 県内における新幹線振動実態調査  

環境理学課 木本 行雄   

16． 高度環境汚染地における昆虫群集のライトトラ  

ップ法による調査  

環境生物課 山崎 正敏   

17． 工場周辺における土壌動物群集  

環境生物課 杉  泰昭  

第22回（51年9月24日）  

Ⅰ．環境庁委託調査  

1． 昭和50年度PCB等の体内蓄積の分布に関する  
調査研究（重金属について）  

衛生化学課 中村 幸男   

2． 離島における大気汚染のバックグラウンド調査  

大気課 高田  智  

Ⅱ．学会等発表  

1． 黄13回日本ウイルス学会九州地方会   

1）インフルエンザウイルス A－SWine NJ株に  

対する抗体保有調査  

ウイルス課 福吉  成典   

2． 第37回日本感染症学会西日本地方会   

1）福岡県における風しんの血清疫学  

副所長 高橋 克己   

2）福岡県宗像町で発生したウイルス性嘔吐下痢  

症について  

疫学課 篠原 志郎   

3． 第46回日本衛生学会総会   

1）缶詰マグロ摂取による頭髪申水銀量の変動に  

ついて  

疫学課 稲益 建夫   

4． 日本食品衛生学会，葦32国学術講演会   

1）カドミウム汚染投与による鶏体内カドミウム  

の挙動について  

疫学課 椰川 正男   

5． 日本化学会中国四国支部大会，九州支部との合  

同大会   

1）アルシン一席子吸光法による微量ひ素の定量  

水質課 深町 和美   

報告を主とする“福岡県衛生公害センター集談会”のう  

ち，昭和51年度に実施したものは次のとおりである。  

第2］．回（51年5月14日）   

1． 大気汚染監視テレメータによる収集データから  

みられる地域特性について  

管理課 田辺 敏久  

2． 大気中に含まれる化学変異原物質の生物学的定  

量  

細菌課 武吉 広明  

3．1975年冬福岡県において流行したインフルエン  

ザについて  

ウイルス課 武原 雄平  

4． 福岡県におけるアルポウイルスの分布について  

ウイルス課 武原 雄平  

5． 福岡県における妊婦を中心とした風しん抗体保  

有状況について  

ウイルス課 福吉 成典  

6． 鶏体内におけるカドミウムの挙動に関する研究  

（第1報）  

疫学課 柳川 正男  

7． ふっ素化合物による地域汚染について  

（第1報）一環境調査一  

大気誅 中村 又善  

臥 ふっ素化合物による地域汚染について  

（第2報）一橋物影響調査一  

大気課 中村 又善  

9． 水道原水申の糞便性ステロールについて  

水質課 高尾 真一   

10・ アルカリ性プレカラムを用いるPCBの簡易分  

析法  

水質課 重江 伸也   

11・ 有機汚染指横（BOD，COD，TOC）間の相互  

関係とその業産別排水の特徴  

水質課 梓川 昭夫   

12・ 硝化反応段階におけるレスピロメ一夕法と希釈  

法BOD値の比較  

水質課 徳永 隆司   

13・ 亜硝酸イオンの簡易定量試薬の作製  

水質課 中川 礼子  
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発23回（51年10月5日）  

特別講演  

「環境における発癌物質について  

ウイスコン州立大学 腫瘍研究所  

ブライアン教授  

第24回（51年12月7日）  

1． 公害病所感  

所長 遠田 南海堆   

2． 環境中の胃ガン発生国子について  

九州大学ガン研究所  

遠藤 英也教授  

第25回（52年1月18日）  

1． 集談会の新運営について  

管理課 森   彬  

菱 川4 講  

2． 私の研究  

国立公害研究所副所長 佐々  学  

第26回（52年2月25日）  

1． いおう酸化物総量規制とその問題点  

管理課 武藤 直彦  

弟27回（52年3月25日）  

1． 特別講演  

「ガン・免疫」  

九州大学医学部教授 森  良一  

年 月 日  名  派 遣 職 員 職 氏 名  

51．5．10  衛生害虫の生態碍照会  

51．5．17－18  〃  

51．5．26  看護教員養成講習会  

51．6．10  ピル管理者講閂会  

福 岡 前   項埴生物ヱ架長   山」本 英穂  

熊 本 ポ  ク  

福 岡 市   環境科学部長  

〃 環境生物課長  

会暑ヒ㌘タ竺 環境理学課長  
〃  研 究 員  

〃  技  師  

〃 

〃  大 気 課 長  

〃  水 質 課 長  

〃  専門研究員  

研 究 員  

ク  技  師  

福 岡 前   項境生物課長  

ケ  副 所 長  

〃  環境生物課長  

奈宗野タ竺 朋理学課長  

ク  技  師  
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講  師  派  遣（つづき）  

年 月 日  会  名  場  所  派  名
 
 
 

氏
 
 
 

職
 
 
 

員
 
 
 

職
 
 
 

遭
 
 

太 宰 府 町 公害センター  
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研  貝
 
 
 

究
 
〃
 
 〃  技  師  

ク 〃  

〃  環境理学課長  

ケ  技  師  

ケ  ク  

ケ 〃  

〃  水 質 課 長  

ク  専門研究員  

ク  研 究 員  

〃  技  師  

福 岡 市   環境生物課長  

〃  環境科学部長  
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52．1．25  

52．2．6  

52．2．25  

ケ  

51．7．28  

51．7．29  

51．10．28  

51．11．1  

ケ  

51．11．2  

51．11．4  

51．11．5  

51．11．12  

51．11．15  

51．11．16  

51．11．17  

一ケ  
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 中村 幸男  

〃  

日
輪
岡
 
ク
 
ケ
 
 

〃 〃  

専門研究員   小村  棉  

環境生物課長   山本 美穂  

研 究 員   高田  智  

ケ
 
 
〃
 
 
ケ
 
 
ケ
 
 

大野 城 市  ヶ  篠原 志郎  

福 岡 市   水 質 課 長   森本 昌宏  

津屋 崎 町   衛生化学課長   中村 幸男  

〃  細 菌 課 長   大塚  情  

福 岡 市   研 究 員   武藤 博昭  

福 岡 市   研 究 員   篠原 志郎  

広 島 市   環境科学部長   木藤 寿正  

大 野 城 市   副 所 長   高橋 克己  
〃  環境科学部長   木藤 寿正  

々  研 究 員   篠原 志郎  

ク  技  師   徳永 隆司  

ク  環境科学部長   木藤 寿正  

〃  戸斤  長   猿田南海推  

〃  環境科学部長   木藤 書正  

ク  研 究 員   篠原 志郎  

ク  副 所 長   高橋 克己  

ク  環境科学部長   木藤 寺正  

〃  技  師   徳永 隆司  

ケ  所  長   猿田南海推  

ケ  環境科学部長   木藤 寺正  

〃  研 究 員   篠原 志郎   
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講  師  遣 （つづき）  

年 月 ［1  会  名  派 遣 職 員 職 氏 名  

51．12．1  日環境寝業廃棄物処理技術論習合  大野 城 市  環境科学部長   木藤 寿正  

ケ  副 所 長   高橋 克己  

ク  禎  師   徳永 隆司  

福 岡 市   研 究 員   篠原 志郎  

ク  水 質 課 長   森本 昌宏  

ケ  環境生物課長   山本 英穂  

大 野 城 市   副 所 長   高橋 克己  

福 岡 市   環境科学部良   木藤 専正  

大 野 城 前   所  長   稽田南海雄  

〃  副 所 長   高橋 克己  

ク  研 究 員   篠原 志郎  

ケ  副 所 長   高橋 克己  

ケ  技  師   徳永 隆司  

〃  現場科学部良   木藤 寿正  

ケ  副 所 長   高橋 克己  

ケ  環境科学部長   木藤 専正  

ケ 〃 ク  

ケ  研 究 員   篠原 志郎  

ケ  環境科学部長   木藤 専正  

々 ク 〃  

〃  研 究 員   篠原 志郎  

福 岡 市  ク  ケ  

ケ   

51．12．2  

51．12．6  

51．12．7  

51．12．8  

〃   

51．12．9  

51．12．10  

51．12．14  

52．1．11  

52．1．13  

52．1．24  

52．1．26  

52．1．27  

52．1．29  

52．2．14  

52．2．15  

52．2．28  

52．3．2  

ケ  

52．3．7  

52．3．8  

〃  

52．3．9  

52．3．10  

〃
 
ケ
 
〃
 
ケ
 
ケ
 
〃
 
ケ
 
ケ
 
〃
 
〃
 
〃
 
ケ
 
〃
 
ヶ
 
ヶ
 
ヶ
 
〃
 
〃
 
ク
 
ケ
 
〃
 
ク
 
〃
 
ケ
 
 

ク  環境生物課長  

ケ  水 質 課 長  

〃  環境科学部長  

ク  ケ  

穂
宏
正
 
 

英
 
昌
寺
 
 
 

本
本
蒔
 
 

山
 
森
本
 
 

修
 
 

術
 
 

小
文
 
⊥
・
■
J
 
 

貝
 
 

職
 
 
 

5
 
 
 

0
 
 
 

表
 
 

年 月 日  会  名  派 遣 職 員 職 氏 名  

51年度食品衛生特殊技術講習会  

第9改正薬品方試験法  

国立公衆衛生院特別課程水処理工学科研修  

ばいじん測定講習会  

ケ  

大気保全研修（中根分析コース）  

悪臭物質の追加に関する説明会  

放射線安全管理講習会  

51年度食品化学技術講習会  

総量規制説明 会  

第8回波高分析器に関する技術研暗合  

悪臭防止研修 会  

振動規制法説明会  

東 京 都   細 菌 課 長   大塚  倍  

〃  研 究 員   上和田幸子  

51．5．31－6．4  

51，6．11－12  

51．9．8－10．9  

51．9．10  

〃  

51，10．22－11．13  

51．10．24－27  

51．10．29  

51．11．10－13  

51．12．7－8  

52．2．27－3．3  

52．2．27～3．10  

52．3，25  

技  師   徳永 隆司  

久 山 町  ヶ  中村 又善  

岩本 真二  

中村 又善  

永瀬  誠  

森   彬  

大崎 靖彦  

武藤 直産  

毛利 隆美  

高田  曽  

木本 行雄   

長
貝
 
 
師
貝
師
 
 

果
 
 

言
 

ケ
 
〃
 
ケ
 
 

究
 
 

究
ク
 
 

理
 
 

管
研
 
 
桔
研
技
 
 

市
部
市
部
市
市
市
市
 
 

沢
京
間
京
井
菓
沢
岡
 
 

○
 
 

九
 
 
 

所
東
福
東
北
千
両
∴
福
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庶   務・会   計  

省センターの組織機構，定員現員及び職員配置は次に示すとおりである。  

組 織 機 構 と 業 務 内 容  

総 務 課イ人事，予算等の庶務及び物品調達の経理事務  

醐整及び管町中央分軌情報管軋テレメ‾夕の  
管理射笠芸  

細 菌 課イ赤札 食中毒等の病原細菌及び食品，水等の細菌学的試験研究  

ウイルス課1インフルエンザ，日本脳炎等のウイルス．リケッチャの試験研究  

疫 学 課1特殊疾病及び環境の不健康要因等に関する疫学的調査研究  

衛生化学課†食品，農薬，医薬品，化粧品等の試験研究，放射能調査  

管 理 部  

1  
保健科学部  

所 長一副所長  

大 気 課†大気汚染及び臭気に関する試験研究  

水 質 課1水質汚濁，井水，上水．温泉等の試験研究  

環境理学課†廃棄物に関する試験研究，騒音・振動に関する測定調査  

汗 
網生物酎鳥宇嘉島物学的調査研究  

一領域科学部  

表106 定員現員詞（昭和52年3月31日現在）  

種  定 員   現 員  

職
務
究
術
職
 
 

事
研
技
 
 

師
 
 

預
 
 

職
 
 

政
 
 
 

医
 
 
行
 
 
労
 
 

3
 
1
 
9
 
2
 
仁
U
 
 

1
 
5
 
 

3
 
1
 
1
 
2
 
仁
U
 
 

1
 
6
 
 

表 川7 職   員   配   置（昭和52年3月31日現在）  

部
 
 
 
長
 
 

副
 
所
 
長
 
 

所
 
 
 
長
 
 

課
 
 

主  専  
門  
研  
究  

研  主  技  労  務  

究   

貝  事  

ポl 自運  
イ技 動牽云  

師 ラ士 車士  

長
長
長
課
課
課
課
課
課
謂
課
課
諜
 
 

ス
 
 
草
 
 

草
物
 
 
 

所
 
 
持
理
菌
ル
 
夢
化
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質
理
生
 
 

姥
二
規
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生
 
 

所
副
部
総
管
細
り
痩
衡
大
水
項
環
 
 

l
 
 

l
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
1
 
2
 
2
 
0
 
5
 
4
 
6
 
8
 
6
 
4
 
6
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
 

2
 
 

2
 
 

4
 
2
 
1
 
3
 
3
 
4
 
7
 
3
 
2
 
 

6
 
1
 
 

2（1  
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

2
 

1
 
2
 
1
 
2
 
 
 
 
1
 
2
 
1
 
 

2
 
1
 
2
 
5
 
 

（）は兼務を示す。   
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表108 歳  入  般  表I10 予   算   決   算  
項  別   予算額  決算裸  増 減  科  目  金   額 円  

総務管理費14．別3，034円14．別2，120円 914円  
公 衆 衛 生 費 386．101，805 385．887，916 213，鎚9  

環 境 衛 生 費 40．432，285 40．432，285  0  

保 健 所 費   268．360  268，360  0  

医  薬  費   350．770  350，770  0  

都 市 計 画 費  151．000  151，〔願）  0  

林  業  費  160，000  160，000  0  

流域下水道管理費  91，200  91，200  0  

使周料及び手数料  23，762，260  

財 産 収 入  47，760  

諸  収  入  1．122，622  

計  24．932，642  

表109 福岡県衛生公害センター費歳出一覧  

計  442．098，4別 441．883．651 214，803  節  別  金   額  

報  酬  1．260，000「1  

給  料  170．153，258  

職  員  手  当  116．365．879  

北  浦  費  25，171，0朗  

官  金  1，510，200  

報  借  曹  66，000  

旅  費  11，236，528  

需  絹  営  60．644，207  

役  務  費  2．001，257  

委  託  料  46，510，108  

使用料及び拝借料  163，700  

工 事 請 負 費  3．830，000  

備 品 購 入 常  2．925、030  

負担金補助及び交付金  20，000  

公  課  費  26，400  

表111 見 学 者 数 一 発（人）  

月 別  官公庁  一般  

日
月
日
日
日
日
日
日
 
日
 
日
日
日
 
 
 

4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
1
0
‖
 
1
2
 
1
 
2
 
3
 
 

0  

20  

13  

1  

0  

1
8
1
3
 1
 

1
8
㍊
7
0
刀
4
0
5
9
0
8
8
1
鵬
6
8
閏
粥
 
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
3
 
3
 
1
 
2
 
 
 
 
3
 
 

0
 
7
 
2
 
1
 
7
 
4
 
0
 
 

1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 

計  現1・883，防1  

2．0朗   
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項  目  一 般  行 政  計   項  目  一 般  行 政  計   

腸 内 細 菌（1）  114  913  1．027   細 菌 学 的 検 査 8刀    767  179  946  
分  食 ⊂I  

紳  ロロ 衛  

同  生  の  他 8切  2   0   2  

蘭  
そ の他の細菌（4）   0   2   2   原  

飲  
検  2  水   8  352  

料  
細菌学的検査 妬か  118   4  122  

査  検  且  水  理化学的検査 仏罰  259   0  259  

動  物  試  験（7）  7   0   掩  
井   0  159   

分  査   
水   0  446  

離  0  104  

ウ  
細 菌 学 的 検 査 仏◎    27   0  27  

イ  
水検  
関査  

ル ス  生 物 学 的 検 査（欄  

リ  ケ  
清  細菌学的検査（4gJ   674  18  692  

ツ チ  

ア  検  

査  
査   査   の  他 6a  

降下ばい じ ノ」（渕   173  封  207  
動  物  試   験（16）  

大  0  10  10   
結  0   公  遊じ  

由 ヌ1  0  39  

核   
竺巨 臼  

性  検  汚  7  56   

関  化  
梅  毒（lg）  3   2   5  染  

性  係  
り  ん  病 e伽  その他の有害物質 6紛   273  732  1，005  

病  検  
そ  の  他 el）  i可   

査  

寄   生  虫 巴カ  汚 濁   0  16  16  

生 虫  虫  頬悶  そ  の  他 酎）  0  187  187  

原  一 般 室 内 環 境 佑カ    10   0  10  

虫   の  他 e封  5   般  場  水 嶋罰  

食  項  ル  水（棚  
中  
≡巨： tI蓼   境  の  他 仏罰    21  253  274   

病化  尿  管勘  放  0  129  129  
理学  
・検  性 e馴   射  品（67）  0   8   8  

生査  
（   量 岱α  そ  の  他（68）  105  106  

血 球 検 査 飢）  温泉 （鉱泉）泉 質 検 査（6馴  2   2   4  

血  
きか  医  薬  品 け伽  5   7  12  

（1）か かる  

警  
口‖コ  の  他171）    22   3  25  

栄  7   0   7  

らも 郎  善▲   の  他 け罰    12   0  12  

）  の  他 8◎  0   そ  の  他（74）  8   4  12  
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職  A  名  簿  川謝】52年3月31日現在）  

所属部課名  
職 氏 名 賃  

所属部課名  
職 氏 名  

所   長 城田南海雄 48．9．10  

副 所 長 高橋 克己 47．4．11  

管 理 部  管理部長 姉川 国繁 51．5．11  

総 務 課 総務課長 一法師徳之肋 51．5．21  

事務主査 的場 寿郎 47．7．6  

主任主事 肥後八重子 46．9．13  

木村 保子 49．7．1  

主   事 原田 克彦 47．7．6  

樽崎 広記 50．10．16  

岩下 妙子 50．8．1  

河野 直樹 49．4．1  

技   師 田中 勇二 48．7．24  

衛生化学課 衛生化学課長 中村 幸男 24．10．1  

専門研究員 大崎 靖彦 39：4．10  

上和田幸子 44．4．7  

研 究 員 飯田 隆雄 45．5．1  

主任技師 立塚 千寿 46．11．16  

技   師 北  直子 46．11．1  

毛利 隆美 50．8．1  

久保山萱志子 35．4．1  

環境科学部  長
 
長
貝
 
 
師
 
 

脚
捌
…
技
 
 
 

謀
 
 

気
 
 

大
 
 

木藤 寿正 48．8．10  

木藤 寿正 48．8．10  

石橋 経書 39．4．10  

高田  智 50．10．31  

中村 又善 46．1．11  

白川 妙子 46．11．1  

永瀬  誠 47．4．1  

岩本 真二 48．1．11  

森本 昌宏 33．1．1  

高尾 真一 45．9．1  

深町 和美 45．7．1  

永田  満  

清水 哲也  

大山 喬幸  

森   彬  

坂井  嘩  

武藤 直彦  

北森 成治  

内田  忠  

田辺 敏久  

森田 邦正  

松宮  繁  

32．1．1  

48．9．10  

49．1．5  

31．8．1  

49．4．20  

48．4．1  

49．4．1  

48．6．27  

48．7．17  

47．6．16  

48．7．17  

長
査
員
 
 
究
 
 

管
事
研
 
 
 

課
 
 
 

理
 
 
 

管
 
 長

 
自
∵
貝
 
 

究
 
 

水
専
研
 
 
 

質
 
 
 

水
 
 

主   事  

主任技師  

技   師  

森木 弘樹 45．11．2  

近藤 紘之 49．8．17  

永渕 義孝 45．11．2  

松枝 陸産 47．4．1  

技   師 重江 伸也 47．3．16  

徳永 隆司 46．1．5  

江崎 義憲 49．1．5  

中川 礼子 46．8．2  

岸川 昭夫 47．4．1  

北 喜代志 47．7．1  

古賀けい子 50．8．1  

環境理学諜 環境理学課長 大田  寿 24．10．1  

専門研究員 大崎其妙子 39．4．10  

武藤 博昭 48．9．10  

技   師 木本 行雄 48．9．10  

八尋 正幹 48．9．10  

田上 四郎 49．1．5  

環境生物課 環境生物課長 山本 美穂 封．8．16  

専門研究員 小村  絹 49．8．16  

研 究 員 杉  秦昭 48．9．10  

主任技師 村田 敦子 48．11．1  

技   師 山崎 正敏 50．11．1  

休   職 専門研究員 中村 周三 48．9．10   

黒木 重刑 47．12．4  

園田 一正 36．8．17  

高橋 克己 47．4．11  

大塚  情 24．10．1  

常盤  寛 33．6．1  

佐藤ハルヱ 24．10．1  

乙藤 武志 45．5．18  

武吉 廣明 45．4．1  

保健科学部  長
長
貝
査
師
 
 

技
 
 
 

菌
 
 

細
 
 

ウイルス謀 ウイルス課長 武原 雄平 24．10．1  

専門研究員 福吉 成典 50．8．1  

長谷川孝志 38．4．1  

多田 伎肋 51．4．10  

高橋 克己 47．4．11  

小河  章 46．5．28  

稲益 建夫 48．9．10  

篠原 志郎 48．10．1  

柳川 正男 45．5．1  

芥野 卑男 48．8．1  

片岡恭一郎 48．6．1  

師
長
且
∵
貝
 
 
師
 
 

諾
究
 
 

F
一
1
 
 

技
疫
専
研
 
 
技
 
 

学
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